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(1) 新型 イン フル エン ザ 等 緊急 事態 宮 言 に つい て 








(2) 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 対応 等 に つい て 
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(3) 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 緊 急 経済 対策 の 概要 に つい て 


(4) その 他 
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資料 1 
事 務 連 絡 
令 和 2 年 4 月 7 日 








各 都 道府県 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 担当 部 局 宛 











内 閣 官 房 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 推進 室 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 に 関す る 
新型 イン フル エン ザ 等 緊急 事態 宣言 等 に つい て 




















新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 に 関し て 、 本 日 、 新型 イン フル エン ザ 等 特別 措置 法 
第 32 条 第 1 項 の 規定 に 基づき 、 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 緊急 事態 宮 言 (以下 「 緊 急 事 
態 宣言 と いう 」。) が され る と と も に 、 同 条 第 6 項 の 規定 に 基づき 、「 新 型 コ ロナ ウイ ル 
ス 感 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 」 (以下 「 基 本 的 対処 方針 」 と いう 。) が 改正 され まし 
た の で 、 別 紙 1 及び 2 の と お りお 知ら せ し ま す 。 
































各 都 道府県 に お か れ ま し て は 、 基本 的 対処 方 針 に 基づき 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 
対策 を 着実 に 実施 し て いた だ く と と も に 、 管内 市 町 村 及 び 指 定 地 方 公共 機関 へ の 周知 
を 図る 等 の 対応 を お 願い し ます 。 




















併せ て 、 全 て の 市 町 村長 は 、 同 法 第 34 条 第 1 項 の 規定 に 基づき 、「 市 町 村 行 動 計画 
で 定め る と ころ に より 、 直 ちら に 、 市 町 村 対 策 本 部 を 設置 し な けれ ば な ら な い 。」 こ と と 
され て いま す の で 、 市 町 村 に 対し て その 旨 周 知 徹底 を お 願い いた し ます 。 

また 、 お 忙し いと ころ 恐縮 で す が 、 市 町 村 対策 本 部 の 設置 状況 に つい て 、 別 紙 3 の 
報告 様式 に 記載 の うえ 、4 月 8 日 ( 水 ) まで に 下記 連絡 先 ま で ご 連絡 いた だ きま す よ 
うお 願い いた し ます 。 












































(別紙 1) 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 緊急 事態 定 言 
(別紙 2 ) 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 ( 令 和 2 年 4 月 7 日 改正 ) 
(別紙 3 ) 報告 様式 
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(別紙 1) 


新型 コロ ナウ イル ス 成 梁 症 緊急 事態 宜 言 


令 和 2 年 4 月 7 日 
新型 コロ ナウ イル ス 感 当 症 
対 策 本 部 長 


新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 (平成 24 年 法律 第 31 号 ) 第 32 条 
第 1 項 の 規定 に 基づき 、 下 記 の と お り 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 ( 同 法 附 
0 1 条 の 2 第 1 項 に 規定 する 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 を いう 。 以下 同 

。) に 関す る 緊急 事態 が 発生 し た 旨 を 宣言 する 。 





記 


(1) 緊急 事態 措置 を 実施 すべ き 期 間 

令 和 2 年 4 月 7 日 か ら 5 月 6 日 まで と する 。 た だ し 、 緊急 事態 措置 
施す る 必要 が な く な っ た と I 
策 特 別 措置 法 第 32 条 第 5 項 の 規定 に 基づき 、 速 や か に 緊急 事態 を 解除 す 
る こと と する 。 
(2) 緊急 事態 措置 を 実施 すべ き 区 域 

埼玉 県 、 千葉 県 、 東 京都 、 神 奈川 県 、 大 阪 府 、 兵 庫 県 及び 福岡 県 の 区 域 
ど と お る 。 
(3) 緊急 事態 の 概要 

新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 に つい て は 、 

・ 肺 炎 の 発生 顔 度 が 季節 性 イン フル エン ザ に か か っ た 場合 に 比 し て 相 

当 程 度 高い と 認め られ る こと 、 か つ 、 

・ 感 染 経 路 が 特定 で き な い 症例 が 多数 に 上 り 、 か つ 、 急速 な 増加 が 確認 

され て お り 、 医 療 提供 体制 も ひっ 迫 し て き て いる こと か ら 、 
国民 の 生命 及び 健康 に 著しく 重大 な 被害 を 与え る お それ が あり 、 か つ 、 
全国 的 か つ 急 速 な まん 延 に より 国民 生活 及び 国民 経済 に 甚大 な 影響 を 及 
ぼ す お それ が ある 事態 が 発生 し た と 認め られ る 。 


E 所 











(別紙 2) 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 


令 和 2 年 3 月 28 日 ( 令 和 2 年 4 月 7 日 改正 ) 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 本 部 決定 


政府 は 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 へ の 対策 は 危機 管理 上 重大 な 課題 で ある と 
の 認識 の 下 、 国 民 の 生命 を 守る た め 、 これ ま て 水際 で の 対策 、 ま ん 延 防止 、 医 
療 の 提供 等 に つい て 総力 を 挙げ て 講じ て きた 。 し か し な が ら 、 国 内 に お いて 、 感 
染 経 路 の 不明 な 患者 の 増加 し て いる 地域 が 散発 的 に 発生 し 、 一 部 の 地域 で 感 
染 拡 大 が 見 られ て きた と ころ で あり 、 こ の 状況 を 踏ま え 、 令 和 2 年 3 月 26 日 、 
新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 (平成 24 年 法律 第 31 号 。 以下 「 法 」 
と いう 。) 附則 第 1 条 の 2 第 1 項 及び 第 2 項 の 規定 に より 読み 替え て 適用 す 
る 法 第 14 条 に 基づき 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 成 染 症 の まん 延 の お それ が 高 
いこ と が 、 厚生 労働 大 臣 か ら 内 閣 総 理大 臣 に 報告 され 、 同日 に 、 法 第 15 条 
第 1 項 に 基づく 政府 対策 本 部 が 設置 され た 。 

国民 の 生命 を 守る た め に は 、 感 染 者 数 を 抑え る こと 及び 医療 提供 体制 や 社会 
機能 を 維持 する こと が 重要 で ある 。 

その うえ で 、 ま ず は 、「 三 つの 密 | を 避け る こと を より 一 層 推 進 し 、 さ ら 
に 、 積 極 的 疫学 調査 等 に よ に り ク ラス ター (患者 間 の 関連 が 認め られ た 集団 。 
以下 「 ク ラス ター」 と いう 。) の 発生 を 封じ 込め る こと が 、 い わ ゆ る オー バー 
シュ ー ト と 呼ば れる 爆発 的 な 感染 拡大 (以下 オー バー シュ ー ト 」 と いう 。) 
の 発生 を 防止 し 、 感 染 者 、 重 症 者 及び 死亡 者 の 発生 を 最小 限 に 食い 止め る 
た め に は 重要 で ある 。 

また 、 必 要 に 応じ 、 外 出自 粛 の 要請 等 の 接触 機会 の 低減 を 組み 合わ せ て 
実施 する こと に より 、 感 染 拡大 の 速度 を 可能 な 限り 抑制 する こと が 、 上 記 の 
封じ 込め を 図る た め に も 、 ま た 、 医 療 提供 体制 を 崩壊 させ な いた め に も 、 重 
要 で ある 。 

あわ せ て 、 今後 、 国内 で 感染 者 数 が 急増 し た 場合 に 備え 、 重症 者 等 へ の 対 


1 


応 を 中 心 と し た 医療 提供 体制 等 の 必要 な 体制 を 整え る よう 準備 する こと も 
必要 で ある 。 
に 国内 で 感染 が 見 られ る 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 関し て は 、 次項 
一 A EE 
肺炎 の 発生 頻度 が 、 季 節 性 イン フル エン ザ に か か っ た 場合 に 比 し て 
相当 程度 高く 、 国 民 の 生命 及び 健康 ( i 
れ が ある こと 、 
感染 経路 が 特定 で き な い 症例 が 多数 に 上 り 、 か つ 、 急 速 な 増加 が 確 
認 さ れ て お り 、 a と か ら 、 全 国 的 
か っ 急速 な まん 延 に より 国民 生活 及び 国民 経済 に 基 大 な 影響 を 及ば 
す お それ が ある 状況 で ある こと 
、 総 合 的 に 判断 で きる 。 
この よう な こと を 踏ま えて 、 令 和 2 年 4 月 7 日 に 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 
感染 症 対策 本 部 長 は 法 第 32 条 第 1 項 に 基づき 、 緊 急 事態 宣言 を 行っ た 。 
緊急 事態 措置 を 実施 すべ き 期 間 は 令 和 2 年 4 月 7 日 か ら 令 和 2 年 5 月 6 日 
まで の 29 日 間 で あり 、 緊急 事態 措置 を 実施 すべ き 区 域 は 埼玉 県 、 千葉 県 、 
東京 都 、 神 奈川 県 、 大 阪 府 、 兵 庫 県 及び 福岡 県 で ある 。 な お 、 緊 急 事態 措 
置 を 実施 する 必要 が な く な っ た と 認め られ る と き は 、 期 間 内 で あっ て も 速 
や か に 緊急 事態 を 解除 する 。 
緊急 事態 の 宣言 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 現状 と と も に 、 こ れ ま 
で の 課題 に 照ら し 合わ せ て 、 法 に 基づく 各 施策 を 用 いて 感染 拡大 を 防ぐ と 
と も に 、 こ の 宣言 の 下 、 政 府 や 地方 公共 団体 、 医 療 関係 者 、 専 門 家 、 事 業 
者 を 含む 国民 が 一 丸 と な っ て 、 基 本 的 な 感染 予防 の 実施 や 不要 不 急 の 外出 
の 自粛 、 後 述 す る 「 三 つの 密 |」 を 避け る こと な ど 、 自 己 へ の 感染 を 回 避 す 
る と と も に 、 他 人 に 感染 させ な いよ うに 徹底 する こと が 必要 で ある 。 
実効 性 の ある 施策 を 包括 的 | こ 確 実 か つ 迅 速 に 実行 する に あたっ て は クラ 
スタ ー 対 策 を 行う 体制 の 強化 や 医療 提供 体制 の 確保 が 喫緊 の 課題 で あり 、 
これ まで の 施策 を 十分 な 有効 性 を 持た せ て 実施 し て いく と と も に 、 特 に 不 
要 不 急 の 外出 な ど 外 出自 粛 の 要請 等 を 強力 に 行い 、 人 と 人 と の 接触 を 徹底 


的 に 低減 する こと で 、 必 要 な 対策 を 実施 する こと と する 。 

こう し た 対策 を 国民 一 丸 と な っ て 実施 する こと が で きれ ば 、 現 在 拡大 し 
て いる 感染 を 収束 の 方 向 に 向かわ せる こと が 可能 で ある 。 具体 的 に は 、 国 
民 に お いて は 、 不要 不 急 の 外出 を 避け る こと 、 「 三 つの 密 」 や 夜 の 街 を 極力 
避け る こと 、 事 業者 に お いて は 、 業 務 継 続 計 画 (BCP) に 基づき 、 出 勤 者 
の 4 割 減少 は も と より 、 テ レ ワ ー ク な ど を 活用 する こと で 、 さ ら に 接触 の 
機会 を 減ら すこ と を 協力 し て 行っ て いく 必要 が ある 。30 日 間 に 急 速 に 収束 
に 向かわ せる こと に 成功 で きた と すれ ば 、 数 理 モ デル に 基づけ ば 、80% の 
接触 が 回 避 で きた と 判断 され る 。 な お 、 政 府 と し て は 、 緊 急 事態 を 宣言 し 
て も 、 社会 ・ 経 済 機能 へ の 影響 を 最小 限 に 留め 、 諸 外 国 で 行わ れ て いる 「 ロ 
ッ ク ダ ウン 」 (都市 封鎖 ) の よう な 施策 は 実施 し な い 。 

本 指針 は 、 国 民 の 生命 を 守る た め 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 を めぐ る 
状況 を 的 確 に 把握 し 、 政 府 や 地方 公共 団体 、 医 療 関係 者 、 専 門 家 、 事業 者 
を 含む 国民 が 一 丸 と な っ て 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 を さら に 進め て いく 
た め 、 今 後 講じ る べき 対策 を 現時 点 で 整理 し 、 対 策 を 実施 する に あたっ て 準 
拠 と な る べき 統一 的 指針 を 示す も の で ある 。 

な お 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 は 新型 イン フル エン ザ と は ウイ ルス も 
病態 も 異な る 感染 症 で ある こと か ら 、 政 府 と し て は 、 地 方 公共 団体 、 医 療 
関係 者 、 専 門 家 、 事 業者 を 含む 国民 の 意見 を くみ 取り つつ 、 協 力 し て 直 ち 
に 対策 を 進め て いく こと と する 。 


ー 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 発生 の 状況 に 関す る 事実 

我が国 に お いて は 、 令 和 2 年 1 月 15 日 に 最初 の 感染 者 が 確認 され た 後 、 
4 月 6 日 まで に 、 合 計 44 都 道 府 県 に お いて 合計 3.817 人 の 感染 者 、80 人 
の 死亡 者 が 確認 され て いる 。 特 に 、 最 近 の 状況 と し て は 、 感 染 経 路 が 特定 
で き て いな い 感 染 者 が 40.6% ( 令 和 2 年 4 月 4 日 現在 、4 月 1 日 まで の 状 
況 ) を 占め る 状況 と な っ て いる 。 こ の こと は 、 ク ラス ター と し て 感染 が 見 
られ て きた 特定 の 場所 で の 感染 に 加え 、 こ れ ま で 限定 的 で あっ た 日 常 生活 
の 中 で の 感染 の リス ク が 人 徐々 に 増大 し 始め て いる こと を 意味 する 。 


国内 の 感染 状況 に つい て は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 専門 家 会 議 
(以下 「 専 門 家 会 議 ] と いう 。) の 見 解 と し て 、 今 の と ころ 諸 外 国 の よう な 、 
オー バー シュ ー ト は 見 られ て いな い が 、 都 市 部 を 中 心 に クラ スタ ー 感 染 が 
次 々 と 報告 され 、 患 者 数 が 急増 し 、 そ うし た 中 、 医 療 供給 体制 が ひっ 迫 し 
つつ ある 地域 が 出 て き て お り 、 医 療 供給 体制 の 強化 が 喫 繋 の 課題 と な っ て 
いる と 状況 分 析 さ れ て いた と ころ で ある が 、 特 に 3 月 16 日 か ら 4 月 1 日 
に か け て 、 報 告 され た 感染 者 数 は 817 人 か ら 2,299 人 と 急増 し 、 倍 化 時 間 
(2 倍 に な る まで の 時 間 ) は 4.0 日 、 感 染 経路 の 不明 な 患者 数 は 40.6% と 
な っ て いる 。 再 門 家 会 議 で は 、 穫 華 街 の 接 宮 を 伴う 飲食 店 等 の クラ スタ ー 
の 存在 が 指摘 され て お り 、 院 内 感染 や 高齢 者 ・ 福 祉 施設 内 感染 と と も に 、 
大 き な 間 題 と な っ て いる 。 ま た 、 無 症候 又は 症状 の 明確 で な い 者 か ら 感 染 
が 広がる お それ が ある と の 専門 家 の 指摘 も 存在 する 。 

一 方 で 、 海 外 の 状況 と し て は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 が 発生 し て い 
る 国 は 、 南 極大 陸 を 除く 全て の 大 陸 に 広がっ て お り 、 イ ラン や 欧米 で は オ 
ー バ ーシュ ー ト の 発生 も 確認 され て いる 。 こ うい っ た 状況 の 中 で 、 本 年 3 
月 中 旬 か ら 下 旬 に か け て 、 海 外 に お いて 感染 し 、 国 内 に 移入 し た と 疑わ れ 
る 感染 者 が 増加 し た 。 こ れ ら の 者 が 国内 で 確認 され た 感染 者 の うち に 占め 
る 割合 も 13% (3 月 11 日 一 3 月 18 日 ) か ら 29% (3 月 19 日 一 3 月 25 
日 ) に 増加 し 、 最 大 で 37% を 超え る 日 も あっ た が 、 水 際 対 策 の 強化 の 結果 、 
現在 は 一 定 程 度 に 収まっ て いる 。 し か し 、 移 入 元 の 国 に つい て は 、 流 行 当 
初 は 中 華人 民 共 和 国 に 集中 し て いた も の の 、 現 在 で は 欧米 を 中 心 に 拡大 し 
て お り 、 輸 入 症例 の 広域 化 の 影響 を 受け て いる 。 

国内 の 医療 提供 体制 と し て は 、 感 染 者 の 急激 な 増加 が 見 られ る 東京 都 と 
大 阪 詩 で は 、 既 に 重症 者 等 に 対す る 入院 医療 の 提供 体制 ( i 
それ が ある と 判断 し 、 入 院 治療 が 必要 な い 軽 症 者 を 宿泊 施設 で の 療養 に 
り 替 える 旨 発 表し て いる 。 ま た 、 東 京都 Fm Be 00 A 
える 神奈 川 県 も 入院 医療 の 切替 え を 行う 方 針 で あり 、 大 都市 圏 を 中 心 に 
療 提供 体制 の ひっ 人 迫 が 現実 の も の と し て 現れ 始め て いる 。 

都 道 府 県 別 の 動向 と し て は 、 特 に 東京 都 及 び 大 阪 詩 に お いて 、 報 告 され 


た 累積 感染 者 数 が 令 和 2 年 4 月 6 日 現在 、 そ れ ぞ れ 400 人 以上 (東京 都 
1,123 人 、 大 阪 府 429 人 )、 過 去 1 週間 の 倍 化 時 間 も 7 日 未満 (東京 都 5.0 
日 、 大 阪 府 6.6 日 ) と な っ て お り 、 感 染 者 数 の さら な る 急増 の 危険 性 が あ 
る 。 さら に 、 そ の 近隣 府県 と し て は 、 埼玉 県 、 千葉 県 、 神奈 川 県 、 兵庫 県 、 
京都 府 に お いて 累積 感染 者 数 が 100 人 を 超え て お り 、 そ の うち 、 京 都 府 を 
除く 全て の 府県 で 、 感 染 経路 が 不明 の 感染 者 が ほぼ 半数 を 超え て いる 。 さ 

ら に 、 福 岡 県 に つい て は 、 累 積 報告 数 が 100 人 以上 と な っ て お り 、 倍 化 時 
間 が 約 3 日 と 急速 な 感染 の 広がり が 見 られ 、 感 染 経 路 の 不明 な 症例 の 割合 
が 7 着 を 店 めで いる 所 況 あら: で の まう に ご 東吉 及 が 洲 了 県 
千葉 県 、 神 奈川 県 、 兵 庫 県 、 福 岡 県 に つい て は 、 特 に 重点 的 に 感染 拡大 の 
防止 に 向け た 取組 を 進め て いく 必要 が ある 。 

な お 、 これら 7 都府県 以外 の 都 道 府 県 に お いて も 、 今 回 の 感染 拡大 防止 
の た め の 取 組 は 政府 、 地 方 公共 団体 、 医 療 関係 者 、 専 門 家 、 事 業者 を 含む 
国民 が 一 丸 と な っ て 行う も の で ある こと を 踏ま え 、 地 域 の 実情 を 踏ま えつ 
つ 、 迅 速 か つ 適切 に 感染 拡大 防止 の た め の 措 置 を 講ず る こと が 必要 で ある 。 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に つい て は 、 下 記 の よう な 特徴 が ある 。 

一 般 的 な 状況 に お ける 感染 経路 の 中 心 は 飛 涼感 染 及び 接触 感染 で ある 
が 、 閉鎖 空間 に お いて 近 距 離 で 多く の 人 と 会 話す る 等 の 一 定 の 環境 下 で 
あれ ば 、 咳 や くし ゃ み 等 の 症状 が な く て も 感染 を 拡大 さき せる リス ク が あ 
SN 

。 一 方 、 人 と 人 と の 距離 を と る こと (Social distancing: 社会 的 距離 ) 

より 、 大 幅 に 感染 リス ク が 下がる と され て いる 。 

i 特に ① 密 閉 空 間 (換気 
の 悪い 密閉 空間 で ある )、② 密 集 場 所 (多く の 人 が 密集 し て いる )、③ 
密接 場面 (互い に 手 を 伸ばし た ら 届 く 距 離 で の 会 話 や 発声 が 行わ れる ) 
と いう 3 つの 条件 (以下 「 三 つの 密 」 と いう 。) の ある 場 で は 、 感 染 を 
拡大 させ る リス ク が 高い と 考え られ る 。 ま た 、 こ れ 以 外 の 場 で あっ て 
も 、 人 混み や 近 距 離 で の 会 話 、 特 に 大 き な 声 を 出す こと や 歌う こと に は 


リス ク が 存在 する と 考え られ る 。 激しい 呼気 や 大 き な 声 を 伴う 運動 に つ 
いて も 感染 リス ク が ある 可能 性 が 指摘 され て いる 。 

現在 の と ころ 、 感 染 が 拡大 し て いる 地域 で あっ て も 、 多 く の 場 合 、 ラ 
イブ ハウ ス 、 ス ポー ツジ ム 、 医 療 機 関 、 さ ら に 最近 に な っ て 繁華 街 の 接 
客 を 伴う 飲食 店 等 に お ける クラ スタ ー で の 感染 拡大 が 中 心 で あり 、 限定 
的 に 日 常 生活 の 中 で の 感染 の リス ク が 生じ て き て いる も の の 、 広く 市 中 
で 感染 が 拡大 し て いる わけ で は な いと 考え られ る 。 

世界 保健 機関 (World Health Organization: WHO) に よる と 、 現 時 
点 に お いて 潜伏 期間 は 1 -14 日 (一 般 的 に は 約 5 日 ) と され て お り 、 ま 
た 、 厚 生 労 働 省 で は 、 こ れ ま で の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 情報 な ど 
も 踏ま えて 、 濃 厚 接触 者 に つい て は 14 日 間 に わ た り 健 康 状態 を 観察 す 
る こと と し て いる 。 

新型 コロ ナウ イル ス に 感染 する と 、 発熱 や 呼吸 器 症 状 が 1 週間 前 後 持 
続 す る こと が 多く 、 強 い だ る さ ( 催 怠 感 ) を 訴え る 人 が 多い こと が 報告 
され て いる 。 

中 国 に お ける 報告 ( 令 和 2 年 3 月 9 日 公表 ) で は 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 
染 症 の 入院 期間 の 中 央 値 は 11 日 間 と 、 季 節 性 イン フル エン ザ の 3 日 間 
より も 、 長 く な る こと が 報告 され て いる 。 

尼 患 し て も 約 8 割 は 軽症 で 経過 し 、 また 、 感染 者 の 8 割 は 人 へ の 感染 は な い 
と 報告 され て いる 。 さ ら に 入院 例 も 含め て 治癒 する 例 も 多い こと が 報告 され 
て いる 。 

重症 度 と し て は 、 季 節 性 イン フル エン ザ と 比べ て 死亡 リス ク が 高い こと が 報 
告 さ れ て いる 。 中国 に お ける 報告 ( 令 和 2 年 2 月 28 日 公表 ) で は 、 確 定 患者 
で の 致死 率 は 2.3%、 中 等 度 以上 の 肺炎 の 割合 は 18.5% で ある こと が 報告 され 
て いる 。 季 節 性 イン フル エン ザ に 関し て は 、 致 死 率 は 0.00016%-0.001% 程 度 、 
肺炎 の 割合 は 1.1%-4.0%、 累 積 推計 患者 数 に 対す る 超過 死亡 者 数 の 比 は 約 
0.1% で ある こと が 報告 され て いる 。 こ の よう に 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 
お ける 致死 率 及 び 肺 炎 の 割合 は 、 季節 性 イン フル エン ザ に 比べ て 、 相当 程度 高 
いと 考え られ る 。 ま た 、 特に 、 高齢 者 ・ 基 礎 疾 患 を 有する 者 で は 重症 化す る リ 


スク が 高い こと も 報告 され て お り 、 医 療 機関 や 介護 施設 等 で の 院内 感染 対策 、 
施設 内 感染 対策 が 重要 と な る 。 上 記 の 中 国 に お ける 報告 で は 、 年 齢 ご と の 死亡 
者 の 割合 は 、60 歳 以 上 の 者 で は 6% で あっ た の に 対し て 、30 歳 未満 の 者 で は 
0.2% で あっ た と され て いる 。 

感染 症 法 第 12 条 に 基づき 、 令 和 2 年 3 月 31 日 まで に 報告 され た 患者 に お 
ける 、 発 症 日 か ら 報告 日 まで の 平均 期間 は 9.0 日 で あっ た 。 

現時 点 で は 、 有 効 性 が 確認 され た 特異 的 な 抗 ウ イル ス 薬 や ワク チン は 
存在 せ ず 、 治 療 方 法 と し て は 対症 療法 が 中 心 で やる 。 な お 、 現 時 点 で は 
ワク チン が 存在 し な いこ と か ら 、 新型 イン フル エン ザ 等 対策 政府 行動 計 
画 に 記載 され て いる 施策 の うち 、 予 防 接種 に 係る 施策 に つい て は 、 本 基 
本 的 対処 方 針 に は 記載 し て いな い 。 その 一 方 で 、 治療 薬 に つい て は 、 い く 
つか 既存 の 治療 薬 か ら 候補 薬 が 出 て き て お り 、 患 者 の 観察 研究 等 が 進め 
られ て いる 。 


二 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 対処 に 関す る 全般 的 な 方 針 

情報 提供 ・ 共 有 及 びまん 延 防止 策 に より 、 各 地域 に お いて クラ スタ ー 等 
の 封じ 込め 及び 接触 機会 の 低減 を 図り 、 感 染 拡大 の 速度 を 抑制 する 。 

サー ベイ ラン ス ・ 情 報 収集 及び 適切 な 医療 の 提供 に より 、 重 症 者 及び 死 
亡者 の 発生 を 最小 限 に 食い 止め る べく 万 全 を 尽く す 。 

的 確 な まん 延 防止 策 及 び 経 済 ・ 雇 用 対策 に より 、 社 会 ・ 経 済 機能 へ の 
影響 を 最小 限 に と ど め る 。 

な お 、 対策 は 、 感染 者 の 増加 に 伴い 不可 逆 的 に 進む も の で は な く 、 例え 
ば 、 地 域 で 感染 者 が 確認 され た 早期 の 段階 で ぜ 、 クラス ター 等 の 封じ 込め 
及び 接触 機会 の 低減 が 奏功 し 、 当 該 地 域 で の 感染 者 の 発生 が 抑制 され た 
場合 に は 、 強 化し た 対策 を 適宜 適切 に 元 に 戻す 。 


三 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 実施 に 関す る 重要 事項 
(1) 情報 提供 ・ 共 有 
① 政府 は 、 以 下 の よ うな 、 国 民 に 対す る 正確 で 分 か りや すく 、 か つ 状 況 


の 変化 に 即応 し た 情報 提供 や 呼び か け を 行い 、 行動 変容 に 資す る 啓発 を 
進め る と と も に 、 冷 静 な 対応 を お 願い する 。 
発生 状況 や 患者 の 病態 等 の 臨床 情報 等 の 正確 な 情報 提供 
国民 に わか りや すい 疫学 解析 情報 の 提供 , 
手洗 い 、 咳 エチ ケッ ト 等 の 基本 的 な 感染 対策 の 徹底 。 
風邪 症状 な ど 体調 不良 が 見 られ る 場合 の 休暇 取得 、 学 校 の 欠席 、 外 
出自 粛 等 の 呼び か け 。 
感染 リス ク を 下げ る た め 、 医療 機関 を 受診 する 時 は 、 予め 電話 で 相談 す 
る こと が 望ま し いこ と の 呼び か け 。 
厚生 労働 省 が 作成 する [新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に つい て の 相談 ・ 受 診 
の 考え 方 | を わか りや すく 周知 。 
感染 者 ・ 濁 明 凌 線 者 や 、 診療 に 携わっ た 医療 機関 ・ 医 療 関係 者 その 他 の 対 
策 に 携わっ た 方 々 に 対す る 誤解 や 偏見 に 基づく 差別 を 行わ な か いこ と の 呼び 
か け 。 
室内 で | 三 つ の 密 | を 避け る 。 特に 、 日 常 生活 及び 職場 に お いて 、 人 混み 
や 近 距 離 で の 会 話 、 多数 の 者 が 集まり 室内 に お いて 大 き な 声 を 出す こと や 歌 
うこ と 、 呼 気 が 敷 し く な る よう な 運動 を 行う こと を 避 ける よう に 強く 促す 。 
飲食 店 等 に お いて も 「 三 つの 密 ] の ある 場面 は 避け る こと 。 
従業 員 及 び 学 生 の 健康 管理 や 感染 対策 の 徹底 に つい て の 周知 。 
家族 以外 の 多 人 数 で の 会 食 を 避け る こと 。 
今回 の 対策 で は 、「 ロ ッ ク ダ ウン 」 (都市 封鎖 ) の よう な 施策 は 政府 と し て 
実施 し な いこ と を 周知 し 、 国民 の 落ち 着い た 対応 (不要 不 急 の 帰省 や 旅行 な 
ど 都 道 府 県 を また い だ 移 動 の 自粛 等 や 商店 へ の 殺到 の 回 避 及 び 買 い 占め の 
防止 ) の 呼び か け 。 
② 政府 は 、 広 報 担当 官 を 中 心 に 、 官 邸 の ウェ ブサ イト に お いて 厚生 労働 省 
等 の 関係 省庁 の ウェ ブサ イト へ の リン ク を 紹介 する な ど し て 有機 的 に 連 
携 さ せ 、 か つ 、 ソ ー シ ャ ルネ ッ ト ワ ー キ ング サー ビス (S N S) 等 の 媒体 
も 積極 的 に 活用 する こと で 、 迅速 か つ 積 極 的 に 国民 等 へ の 情報 発信 を 行う 。 
③ 政府 は 、 民 間 企 業 等 と も 協力 し て 、 情 報 が 必ず し も 届い て いな い 層 に 十 


分 な 情報 が 行き 届く よう 、 丁 寧 な 情報 発信 を 行う 。 

④ 厚生 労働 省 は 、 感 染 症 の 発生 状況 や クラ スタ ー の 発生 場所 、 規 模 等 に つ 
いて 迅速 に 情報 を 公開 する 。 

⑤ 外務 省 は 、 全 世界 で 感染 が 拡大 し て いる こと を 踏ま え 、 各 国 に 滞在 す 
る 邦人 等 へ の 適切 な 情報 提供 、 支 援 を 行う 。 

⑥ 政府 は 、 検 疫 所 か ら の 情報 提供 に 加え 、 企 業 等 の 海外 出張 又は 長期 の 
海外 滞在 の ある 事業 所 、 留 学 や 旅行 機会 の 多い 大 学 等 に お いて も 、 帰 国 
者 へ の 適切 な 情報 提供 を 行い 、 渡 航 の 是非 の 判断 ・ 確 認 や 、 帰 国 者 に 対 
する 2 週間 の 外出 自粛 の 要請 等 の 必要 な 対策 を 講じ る よう 周知 を 図る 。 

の ⑰⑦ 政府 は 、 国 民 、 在 留 外国 人 、 外 国人 旅行 者 及び 外国 政府 へ の 適切 か 
つ 迅 速 な 情報 提供 を 行い 、 国内 で の まん 延 防止 と 風評 対策 に つなげ る 。 

⑧ 地方 公共 団体 は 、 政 府 と の 緊密 な 情報 連携 に より 、 様 々 な 手段 に より 住 
民 に 対し て 地域 の 感染 状況 に 応じ た メッ セー ジ や 注意 喚起 を 行う 。 

⑨ 政府 は 、 今般 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 事態 が 行政 文書 の 管理 
に 関す る ガイ ドラ イン (平成 23 年 4 月 1 日 内 閣 総 理大 臣 決定 ) に 基づく 
[歴史 的 緊急 事態 」 と 判断 され た こと を 踏ま えた 対応 を 行う 。 地 方 公共 団 
体 も 、 こ れ に 準じ た 対応 に 努め る 。 


(2) サー ベイ ラン ス ・ 情 報 収 集 
① 地方 公共 団体 は 、 感染 症 の 予防 及び 感染 症 の 患者 に 対す る 医療 に 関す 
る 法律 (平成 10 年 法律 第 114 号 。 以 下 「 感 染 症 法 |] と いう 。) 第 12 条 
に 基づく 医師 の 届出 に より 疑似 症 患 者 を 把握 し 、 医 師 が 必要 と 認め る 検査 
を 実施 する 。 
② 厚生 労働 省 は 、 感染 が 急速 Ai 
地方 衛生 研究 所 や 民間 の 検査 機関 等 の 関係 機関 に お ける 検査 体制 の 
の 強化 を 図る 。 ま た 、 都 道府県 は 、 医 療 機関 等 の 関係 機関 に 0 
会 議 体 を 設け る こと 等 に より 、PCR 等 検査 の 実施 体制 の 把握 ・ 調 整 等 を 図 
り 、 民 間 の 検査 機関 等 を 活用 する 。 
③ 都 道 府 県 別 に P C R 等 検査 の 実施 人 数 や 陽性 者 数 、 陽 性 率 等 の 分 析 結 果 を 
定期 的 に 公表 する 。 


④ 厚生 労働 省 は 、 感 染 症 法 第 12 条 に 基づく 医師 の 届出 と は 別に 、 国 内 の 流 
行状 況 等 を 把握 する た め 、 既 存 の サー ベイ ラン ス の 効果 的 な 利用 や さら に 
有効 な サー ベイ ラン ス の 仁 組 み を 構築 する 。 仕 組み の 構築 に 当たっ て は 現 
場 が 混乱 し な いよ うに 留意 する 。 

⑤ 文部 科学 省 及 び 厚 生 労 働 省 は 、 学 校 等 で の 集団 発生 の 把握 の 強化 を 図る 。 

⑥ 政府 は 、 迅 速 診断 用 の 簡易 検査 キッ ト 等 の 開発 を 引き 続き 可 及 的 速やか に 
進め る 。 


(3) まん 延 防止 

① 令 和 2 年 4 月 7 日 の 緊急 事態 宣言 は 、 政 府 や 地方 公共 団体 、 医 療 関係 
者 、 専 門 家 、 事 業者 を 含む 国民 が 一 丸 と な っ て 、 こ れ ま で の 施策 を さら 
に 加速 させ る こと を 目的 と し て 行う も の で ある 。 接触 機会 の 低減 に 徹底 
的 に 取り 組め ば 、 事態 を 収束 に 向かわ せる こと が 可能 で あり 、 以 下 の 対 
系 を 進め る こと に より 、 最 低 7 割 、 極力 8 割 程度 の 接触 機会 の 低減 を 目 
指す 。 一 方 で 、 国 民 の 自由 と 権利 に 制限 が 加え られ る と き で あっ て も 、 
法 第 5 条 の 規定 を 踏ま え 、 そ の 制限 は 必要 最小 限 の も の で な けれ ば な ら 
な いこ と か ら 、 特 定 都 道 府 県 (緊急 事態 宮 言 の 対象 区 域 に 属す る 都 道 府 県 ) 
は 、 ま ん 延 の 防止 に 関す る 措置 と し て 、 ま ず は 法 第 45 条 第 1 項 に 基 づ 
く 人 外出 の 自粛 等 に つい て 協力 の 要請 を 行う も の と する 。 そ の 上 で 、 都 道 
府県 に よる 法 第 24 条 第 9 項 に 基づく 施設 の 使用 制限 の 要請 を 行い 特定 
都 道 府 県 に よる 法 第 45 条 第 2 項 か ら 第 4 項 ま で に 基づく 施設 の 使用 制 
限 の 要請 、 指示 等 を 行う に あたっ て は 、 特 定 都 道 府 県 は 、 国 に 協議 の 上 、 
必要 に 応じ 専門 家 の 意見 も 聞き つつ 、 外出 の 自粛 等 の 協力 の 要請 の 効果 
を 見 極め た 上 で 行う も の と する 。 政府 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 
特性 及び まん 延 の 状況 を 踏ま え 、 施 設 の 使用 制限 の 要請 、 指 示 等 の 対象 
と な る 施設 等 の 所 要 の 規定 の 整備 を 行う も の する 。 

② 都 道 府 県 は 、 ク ラス ター が 発生 し て いる お それ が ある 場合 に お ける 
当該 クラ ラス ター に 関係 する 催物 (イベ ント ) や 「 三 つの 密 」 の ある 集 
まり に つい て は 、 開 催 の 自粛 の 要請 等 を 強く 行う 。 特に 、 全 国 的 か つ 大 
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規模 な 催物 等 の 開催 に つい て は 、 リ スク へ の 対応 が 整わ な い 場 合 は 中 止 
又は 延期 する こと を 含め 、 主 催 者 に よる 慎重 な 対応 を 求め ある 。 ま た 、 感 
染 が 拡大 傾向 に あり 、 オー バー シュ ー ト の 予兆 が み ら れ る な どの 地域 で 
は 、 期間 を 示し た 上 で 、 Me こつ いて 迅速 
に 行う 。 一 方 、 感 染 が 収束 に 向かい 始め た 場合 に は 、 感 染 拡 大 の リス ク 
RA A 

③ 特定 都 道 府 県 は 、 法 第 24 条 第 9 項 及 び 法 第 45 条 第 2 項 に 基づき 、 感 
染 の 拡大 に つなが る お それ の ある 催物 (イベ ント ) 開催 の 制限 の 要請 
等 を 行う 。 こ れ に 関連 し 、 国 及び 地方 公共 団体 間 で 緊密 に 情報 共有 や 連 
携 を 行う も の と する 。 こ れ ら の 場合 に お ける 要請 等 に 当たっ て は 、 第 1 
段階 と し て 法 第 24 条 第 9 項 に よる 協力 の 要請 を 行う こと と し 、 そ れ に 
正当 な 理由 が な い に も か か わら ず 応 じ な い 場 合 に 、 第 2 段階 と し て 法 第 
45 条 第 2 項 に 基づく 要請 、 次 いで 同 条 第 3 項 に 基づく 指示 を 行い 、 これ 
ら の 要請 及び 指示 の 公表 を 行う も の と する 。 

④ 特定 都 道 府 県 は 、 法 第 45 条 第 2 項 に 基づく 要請 等 を 行う 場合 、 そ の 
実施 状況 を 適切 に 把握 で きる よう 、 職員 体制 を は じ め 所 要 の 環境 整備 を 
行う 。 

⑤ 都 道 府 県 及 び 市 町 村 は 、 ま ん 延 防止 策 と し て 、 「 三 つの 密 」 を 避け る こ 
と を 徹底 させ る と と も に 、 ク ラス ター 対策 及び 接触 機会 の 低減 を 、 地 域 
で の 感染 状況 及び 医療 提供 体制 を 踏ま えて 、 的 確 に 打ち 出す 。 

⑥ 地方 公共 団体 は 、 厚 生 労働 省 や 専門 家 と 連携 し つつ 、 積 極 的 疫学 調査 に 

より 、 個々 の 濃厚 接触 者 に 対す る 健康 観察 、 外出 自粛 の 要請 等 を 行う と と 

も に 、 感 染 拡大 の 規模 を 正確 に 把握 する 。 こ の た め 、 保健 所 の 体制 強化 を 
図る 。 

⑦ 特定 都 道 府 県 は 、 地 域 の 特性 に 応じ た 実効 性 の ある 緊急 事態 措置 を 講じ 
る 。 特定 都 道 府 県 は 、 緊急 事態 措置 を 講じ る に あたっ て は 、 法 第 5 条 を 踏ま 
え 、 必要 最 』 “i と と も に 、 講 じ る 措置 の 内 容 及 び 必 要 性 等 に つ 
いて 、 住民 に 対し 丁寧 に 説明 する 。 特定 都 道 府 県 は 、 緊急 事態 措置 を 実施 す 
る に あたっ て は 、 8 20 条 に 基づき 政府 対策 本 部 と 密接 に 情報 共有 する 。 
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政府 対策 本 部 は 、 専門 家 の 意見 を きき ながら 、 必要 に 応じ 、 特定 都 道 府 県 と 
総合 調整 を 行う 。 

特定 都 道 府 県 は 、 緊急 事態 措置 に つい て 、 罰則 を 伴う 外出 禁止 の 措置 や 都 
市 間 の 交通 の 遮断 等 、 諸 外国 で 行わ れ て いる 「 ロ ッ ク ダ ウン 」 (都市 封鎖 ) 
の よう かな 施策 と は 異な る も の で ある こと を 、 政 府 と 協力 し つつ 、 住民 に 対し 
周知 する 。 加え て 、 特定 都 道 府 県 は 、 緊急 事態 措置 を 講じ る こと 等 に 伴い 、 
不要 不 急 の 帰省 や 旅行 な ど 、 都 道府県 を また いで 人 が 移動 する こと は 、 ま ん 
延 防止 の 観点 か ら 、 極力 避け る よう 、 ま た 、 食料 ・ 医 薬品 や 生活 必需 品 の 買 
い 占 め 等 の 混乱 が 生じ な いよ う 、 住 民 に 冷静 な 対応 を 促す 。 

⑨ 特定 都 道 府 県 は 、 必要 に 応じ 、 期間 及び 区 域 を 示し た うえ で 、 ま ず は 、 法 
第 45 条 第 1 項 に 基づく 外出 の 自粛 要請 を 行う 。 基本 的 対処 方 針 等 論 問 委員 
会 の 意見 も 踏ま え 、 一 定期 間 、 外出 自粛 に より 、 まん 延 の 抑え 込み を 図る 。 
外出 の 自粛 の 対象 と な ら な い 外 出 の 具体 例 と し て は 、 医療 機関 へ の 通院 、 食 
料 ・ 医 薬品 ・ 生 活 必 需 品 の 買い 出し 、 必要 な 職場 へ の 出勤 、 屋外 で の 運動 や 
散歩 な ど 生 活 の 維持 の た め に 必要 な も の が 考え られ る 。 な お 、 外出 自粛 等 の 
要請 の 期間 と し て は 、 対応 が 効果 を あげ る た め に 必要 な 期間 、 感染 日 か ら 発 
症 日 まで の 平均 期間 (平均 潜伏 期間 )、 対 応 の 効果 を 検知 す る こと が で きる 
まで の 期間 と し て 、 基本 的 対処 方 針 等 論 間 委員 会 の 意見 等 も 踏ま え 、3 0 日 
程度 が 適当 と 考え られ る 。 た だ し 、 実際 に これ ら の 措置 を 実施 する に あたっ 
て は 、 期間 に つい て 柔軟 に 判断 を 行い 、 地域 の 状況 を 踏ま えて 、 短縮 及び 延 
長 を 適切 に 行う 。 

職場 へ の 出勤 は 、 外出 自粛 等 の 要請 か ら 除 か れる も の で ある が 、 特 定 都 道 
府県 は 、 ま ず は 在宅 勤務 (テレ ワー ク ) を 強力 に 推進 する 。 職場 に 出勤 する 
場合 で も 、 時 差出 勤 、 自転 車 通勤 等 、 人 と の 交わ り を 低減 する 取組 を 今 ま で 
以上 に 強力 に 推進 する 。 指定 公共 機関 等 は まん 延 防止 対策 に 関す る BCP の 
策定 ・ 実 施 を 図っ て お り 、 特 定 都 道 府 県 は 、 取 組 を さら に 強化 を 促す 。 ま た 、 
職場 に お いて は 、 感染 防止 の た め の 取 組 (手洗 い 、 咳 エ チケ ッ ト 、 事業 場 
の 換気 励行 、 発熱 等 の 症状 が 見 られ る 従業 員 の 出勤 自粛 、 出 張 に よる 従 
業 員 の 移動 を 減ら す た め の テレ ビ 会 議 の 活用 等 ) を 促す と と も に 、 | 三 つ 
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の 密 | を 避け る 行動 を 徹底 する よう 促す 。 外出 自粛 等 の 要請 に あたっ て は 、 
現に クラ スタ ー が 多数 発生 し て いる 繁華 街 の 接客 を 伴う 飲食 店 等 に つい て 
は 、 年 齢 等 を 問わ ず 、 強く 外出 を 自粛 する よう 促す と と も に 、 ま ん 延 の 状況 
や 人 の 移動 の 実態 等 を 踏ま え 、 域 内 の みな ら ず 、 域 外 へ の 外出 も 対象 と す 
る 。 

⑪ 特定 都 道 府 県 は 、 国 民生 活 ・ 国 民 経 済 の 安定 確保 に 不可 欠 な 業務 を 行う 事 
業者 に つい て は 、 十分 に 感染 拡大 防止 策 を 講じ つつ 、 事業 の 特 隆 を 踏ま え 、 
業務 の 継続 を 要請 する 。 事業 に お いて は 、「 三 つの 密 | を 避け る た め の 必 要 
な 対策 を 講じ る こと と する 。 な お 、 国民 生活 ・ 国 民 経済 の 安定 確保 に 不可 欠 
な 業務 を 行う 事業 者 と は 、 法 第 2 条 に 規定 され る 指定 公共 機関 及び 指定 地 
方 公共 機関 や 法 第 28 条 に 規定 され る 登録 事業 者 を 参考 と し 、 こ れ ら 医療 、 
国民 生活 ・ 国 民 経済 維持 の 業務 を サポ ー ト する 事業 者 等 に も 留意 し 、 別 添 に 
例示 する 。 

⑫ 政府 及び 特定 都 道 府 県 は 、 事業 者 の 円 滑 な 活動 を 支援 する た め 、 事業 者 か 
ら の 相談 窓口 の 設置 、 物流 体制 の 確保 、 ライ フラ イン の 万 全 の 体制 の 確保 等 
に 努め る 。 

⑬ 大 都市 圏 の 都 道 府 県 は 、 人 口 及び 人 口 密度 が 高く 、 交通 の 要 所 で も あ 
る こと を 踏ま えて 、 全 国 的 か つ 急 速 な まん 延 の 起点 と な ら な いよ う 、 上 
記 の まん 延 防止 の た め の 対 策 を 十分 に 行う 。 それ 以 外 の 都 道 府 県 で あっ 
て も 、 全国 的 か つ 急 速 な まん 延 の お それ が ある こと か ら 適 切な 対策 を 講 
ずる 。 

政府 及び 地方 公共 団体 は 、 飲 食 店 に つい て は 、 施 設 の 使用 制限 等 の 対 
象 と は な っ て は いな い が 、 | 三 つ の 密 ] が 重なる こと が な いよ う 、 所 要 の 
感染 防止 策 を 講じ る よう 促す 。 食堂 、 レ スト ラン 、 喫 茶店 な ど に つい て 
は 、 換気 、 人 と 人 と の 間隔 を 適切 に と る こと 等 に 注意 する な ど 、 「 三 つの 
密 ] を 施 け る た め の 所 要 の 感染 防止 を 呼び 掛け る 。 ま た 、 キ ャ バレ ー、 
ナイ トク ラブ 等 の 遊興 施設 に つい て は 、 ク ラス ター 発生 の 状況 等 を 踏ま 
え 、 外 出自 粛 の 周知 を 行う 。 

⑮ 政府 は 、 関 係 機関 と 協力 し て 、 ク ラス ター 対策 に あたる 専門 家 の 確 
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保 及 び 育 成 を 行う 。 

⑯ 厚生 労働 省 及び 都 道 府 県 は 、 関 係 機関 と 協力 し て 、 特 に 、 感 染 拡大 の 
兆し が 見 られ た 場合 に は 、 専門 家 や その 他人 員 を 確保 し 、 そ の 地域 へ の 
派遣 を 行う 。 

⑰ 政府 及び 地方 公共 団体 は 、 ク ラス ター 対策 を 抜本 強化 する と いう 観点 か 
ら 、 保 健 所 の 体制 強化 に 迅 束 に 取り 組む 。 これ に 関連 し 、 都 道 府 県 は 、 管内 
の 市 町 村 と 迅速 な 情報 共有 を 行い 、 ま た 、 対 策 を 的 確か つ 迅 速 に 実施 する 
た め 必 要 が ある と 認め る と き は 、 法 第 24 条 に 基づく 総合 調整 を 行う 。 さ ら 
に 、 都 道 府 県 は 、 ク ラス ター の 発見 に 資す る よう 、 都 道 府 県 間 の 迅速 な 情報 
共有 に 努め る と と も に 、 政 府 は 、 対 策 を 的 確か つ 迅 速 に 実施 する た め 必 要 
が ある と 認め る と き は 、 法 第 20 条 に 基づく 総合 調整 を 行う 。 な お 、 政 府 は 、 
感染 症 法 第 12 条 に 基づく 都 道 府 県 知 事 等 か ら 厚 生 労 働 大 臣 へ の 報告 が 迅 
速 に 行え る よう 必要 な 支援 を 行う 。 ま た 、 政 府 は 、 民 間 事 業者 等 と 協力 し 
て 、SNS 等 の 技術 を 活用 し て 、 感 染 状況 等 の 把握 を 行う 仕組 み を 構築 する 。 

⑱ 文部 科学 省 は 、 4 月 1 日 に 改定 し た | 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 対 
応 し た 臨時 休業 の 実施 に 関す る ガイ ドラ イン 」 等 に お いて 示し た 、 了 臨時 
休業 の 実施 に 係る 考え 方 に つい て 周知 を 行う と と も に 、 今後 の 感染 拡大 
の 状況 や 専門 家 会 議 の 見 解 を 踏ま え 、 厚生 労働 省 の 協力 を 得 つ つ 、 必 要 
に 応じ 、 追 加 的 な 考え 方 等 を 示す 。 都 道府県 は 、 学 校 設置 者 に 対し 、 保 
健 管理 等 の 感染 症 対策 に つい て 指導 する と と も に 、 地域 の 感染 状況 や 学 
校 関係 者 の 感染 者 情報 に つい て 速やか に 情報 共有 する 。 

⑲ 厚生 労働 省 は 、 保 育 所 や 放課後 児童 クラ ブ 等 に つい て 、 保 育 の 縮小 や 
臨時 休園 等 に つい て の 考え 方 を 示す 。 そ の 際 、 可 能 な 保護 者 に 登 園 を 控 
える よう お 願い する な ど 保 育 等 の 提供 を 縮小 し て 実施 する こと や 、 医療 
従事 者 や 社会 の 機能 を 維持 する た め に 就業 継続 が 必要 な 者 、 ひ と り 親 な 
ど で 仕 事 を 休む こと が 困難 な 者 の 子ども 等 の 保育 等 を 確保 し つつ 臨時 
休園 する こと の 考え 方 を 示す 。 

⑳) 政府 は 、 関 係 機関 と 協力 し て 、 公 共 交 通 機関 その 他 の 多数 の 人 が 集 ま 
る 施設 に お ける 感染 対策 を 徹底 する 。 
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②) 政府 及び 特定 都 道 府 県 以 外 の 都 道 府 県 は 、 職場 等 に お ける 感染 の 拡大 
を 防止 する た め 、 BCP に 基づく 対応 の さら な る 強化 、 労働 者 を 使用 する 
事業 者 に 対し 職場 内 に お いて も 「 三 つの 密 」 を 避け る こと と と も に 、 事 
業 場内 及び 通勤 ・ 外 勤 時 の 感染 防止 の た め の 行動 (手洗 い 、 咳 エチ ケッ 
ト 等 ) の 徹底 、 在 宅 勤務 (テレ ワー ク ) や 時 差 通 勤 、 自 転 車 通勤 の 積極 
的 な 活用 、 事業 場 の 換気 等 の 励行 、 発 熱 等 の 風邪 症状 が 見 られ る 労働 者 
へ の 出勤 免除 (テレ ワー ク の 指示 を 含む 。) や 外出 自粛 勧奨 、 出張 に よる 
移動 を 減ら す た め の テレ ビ 会 議 の 利用 等 を 強力 に 呼び か ける 。 

② 政府 は 、 水 際 対 策 に つい て 、 国 内 へ の 感染 者 の 流入 及び 国内 で の 感染 
拡大 を 防止 する 観点 か ら 、 入国 制限 、 渡航 中 止 勧告 、 帰国 者 の チェ ッ ク ・ 
健康 観察 等 の 検疫 の 強化 、 査 証 の 制限 等 の 措置 等 を 引き 続き 実施 する 。 
な お 、 厚 生 労 働 省 は 、 関 係 省庁 と 連携 し 、 健 康 観察 に つい て 、 保 健 所 の 
業務 負担 の 軽減 や 体制 強化 等 を 支援 する 。 

②⑳) 諸 外国 で の 新型 コロ ナウ イル ス 威 染 症 の 発生 の 状況 を 踏ま えて 、 必要 
に 応じ 、 国 土 交通 省 は 、 航 空 機 の 到着 空港 の 限定 の 要請 等 を 行う と と も 
に 、 厚 生 労働 省 は 、 特 定 検疫 港 等 0 

⑳ 厚生 労働 省 は 、 停 留 に 利用 する 施設 が 不足 する 場合 に は 、 法 第 29 条 
の 適用 も 念頭 に 置き つつ も 、 必 要 に 応じ 、 に 層 be 停留 に 
利用 可能 な 施設 の 管理 者 に 対し て 丁寧 な 説明 を 行う こと で 停留 施設 の 
確保 に 努め る 。 


(4 ) 医療 等 
①⑪ 厚生 労働 省 は 、 地 方 公共 機関 や 関係 機関 と 協力 し て 、 感染 拡大 の 状況 
に 応じ 、 以 下 の よ うに 、 地 域 ご と RR 
現行 で は 、 帰 国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター 及び 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 に よ 
Ne 
の 外来 医療 を 提供 する こと 。 
また 、 医 師 の 判断 に より 検査 を 実施 し 、 患者 が 認め られ た 場合 に は 、 感染 
症 法 第 19 条 に 基づく 感染 症 指定 医療 機関 等 へ の 入院 勧告 ・ 措 bt し 、 
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まん 延 防止 を 行い つつ 、 患 者 に 対し 、 適 切な 医療 を 提供 する こと 。 
患者 が 増加 し 重症 者 等 に 対す る 入院 医療 の 提供 に 支 遼 を きた す お それ が 
ある と 判断 する 都 道 府 県 で は 、 厚生 労働 省 に 相談 の 上 、 重症 者 等 に 対す る 医 
療 提供 に 重点 を 移す 観点 か ら 、 入院 治療 が 必要 な い 軽 症 者 等 は 自宅 療養 と し 、 
電話 等 情報 通信 機器 を 用 いて 遠隔 で 健康 状態 を 把握 し て いく と と も に 、 医師 
が 必要 と し た 場合 に は 電話 等 情報 通信 機器 を 用 いて 診療 を 行う 体制 を 整備 
する こと 。 
また 、 自 宅 療養 と する 際 、 家族 構成 等 か ら 高齢 者 や 基礎 疾患 を 有する 者 等 
へ の 感染 の お それ が ある 場合 に は 、 地方 公共 団体 は 、 軽症 者 が 宿泊 施設 等 で 
の 療養 を 行う こと や 、 同居 家族 が 一 時 的 に 別 の 場所 に 滞在 する こと 等 、 家族 
内 感染 の リス ク を 下げ る た め の 取 組 を 講じ る こと 。 地 方 公共 団体 は 、 予 め 、 
ホテ ル な ど 一 時 的 な 宿泊 施設 の 確保 に 努め る と と も に 、 国 は 、 地方 公共 団体 
と 密接 に 連携 し 、 地 方 公共 団体 の 取組 を 支援 する こと 。 
患者 が 更に 増加 し 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 で の 医療 提供 に 支 議 を きた す お それ 
が ある 地域 で は 、 地 域 の 感染 状況 や 医療 需要 に 応じ 、 帰国 者 ・ 接 触 者 相談 セ 
ンタ ー の 体制 を 強化 し た うえ で 、 帰国 者 ・ 接 独 者 外来 を 増設 し 、 専属 的 な 人 
材 を 確保 する な ど 外 来 を 早急 に 受診 で きる 体制 を 整備 する こと 。 
さら に 患者 が 増加 し 増設 し た 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 で の 医療 提供 の 限度 を 超 
える お それ が ある と 判断 する 都 道 府 県 で は 、 厚生 労働 省 に 相談 の 上 、 必要 な 
感染 予防 策 を 講じ た 上 で 、 一 般 の 医療 機関 で の 外来 診療 を 行う こと 。 
こう し た 状況 で は 、 感染 へ の 不安 か ら 安易 に 医療 機関 を 受診 する こと で か 
えっ て 感染 する リス ク を 高め る 可能 條 が ある こと も 踏ま え 、 症状 が 軽度 で あ 
る 場合 は 、 自 宅 で の 安静 ・ 療 養 を 原則 と し 、 状態 が 変化 し た 場合 に 、 か か り 
つけ 医 等 に 相談 し た 上 で 、 受 診 す る よう 周知 する こと 。 
② 厚生 労働 省 は 、 地 方 公共 団体 や 関係 機関 と 協力 し て 、 オ ー バ ーシュ ー 
ト や 今後 の 感染 者 の 大 幅 な 増加 を 見 据え 、 必 要 に 応じ 、 法 第 31 条 に 基 
づく 医療 等 の 実施 の 要請 等 も 念頭 に お きつ つ 、 以 下 の よ うに 、 医 療 提供 
体制 の 確保 を 進め る 。 
例え ば 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 患者 を 集約 し て 優先 的 に 受け 入れ る 
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医療 機関 の 指定 な ど 、 地域 の 医療 機関 の 役割 分 担 を 行う と と も に 、 結核 病床 
や 一 般 の 医療 機関 の 一 般 病床 等 の 活用 も 検討 し 、 ピー ク 時 の 入院 患者 を 受け 
入れ る た め に 必要 な 病床 を 確保 する こと 。 
et a 医療 資材 の 製造 体制 を 確保 
、 必 要 な 医療 機関 に 迅 束 か つ 円 崩 に 提供 で きる 体制 を 確保 する と と も 
に 、 専 門人 性 を 有する NB ・ 物 資 ・ 
感染 防御 に 必要 な 資材 等 を 迅 東 に 確保 し 、 適 切な 感染 対策 の 下 で の 医療 提 
供 体制 を 整備 する こと 
医療 機関 は 、 BCP も 路 ま え 、 必要 に 応じ 、 医師 の 判断 に より 延期 が 
可能 と 考え られ る 予定 手術 や 予定 入院 の 延期 を 検討 する こと 。 
地域 の 診療 所 な ど 一 般 の 医療 機関 に 勤務 し て いる 医療 従事 者 の 派遣 を 
検討 する こと 。 
例え ば 、 重症 化し や すい 方 が 来院 する が ん セン ター、 透 析 医 療 機関 及び 産 
科 医 療 機関 な ど は 、 必要 に 応じ 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 へ の 感染 が 疑わ 
れる 方 へ の 外来 診療 を 原則 行わ な い 医 療 機関 と し て 設定 する こと 。 
仮設 の 診療 所 や 病棟 の 設置 、 非 稼働 病 森 の 利用 、 特定 都 道 府 県 に よる 法 第 
48 条 に 基づく 臨時 の 医療 施設 を 開設 する に あたっ て 、 必 要 な 支援 を 行う こ 
ど 。 
医療 提供 体制 の ひっ 迫 及 び オ ー バ ーシュ ー ト の 発生 に 備え 、 都 道 府 県 域 を 
越え る 場合 も 含め た 広域 的 な 患者 の 受入 れ 体 制 を 確保 する こと 。 
③ 厚生 労働 省 は 、 医 療 機関 及び 高齢 者 施設 等 に お ける 施設 内 感染 を 徹底 的 
に 防止 する 観点 か ら 、 地方 公共 団体 と 協力 し て 、 以下 の 事項 に つい て 周知 徹 
底 を 行う 。 
医療 機関 及び 高齢 者 施設 等 の 設置 者 に 対し て 、 従 事 者 等 が 感染 源 と な 
ら な いよ う 、「 三 つの 密 ] が 同時 に 重なる 場 を 徹底 し て 避け る と と も に 、 
症状 が な く て も 患者 や 利用 者 と 接する 際 に は マス ク を 着用 する 、 手 洗い ・ 
手指 消毒 の 徹底 、 パ ソコ ン や エレ ベー ター の ボタ ン な ど 複 数 の 従事 者 が 
共有 する も の は 定期 的 に 消毒 する 、 食 堂 や 詰め 所 で マス ク を は ず し て 飲 
食 を する 場合 、 他 の 従事 者 と 一 定 の 距離 を 保つ 、 日 々 の 体調 を 把握 し て 


少し で も 調子 が 悪けれ ば 自宅 待機 する な どの 対策 に 万 全 を 期す こと 
医療 機関 及び 高齢 者 施設 等 に 対し て 、 面会 者 か ら の 感染 を 防ぐ た め 、 
面会 は 緊急 の 場合 を 除き 一 時 中 止 す べき こと 。 
さら に 、 患 者 、 利 用 者 か ら の 感染 を 防ぐ た め 、 感 染 が 流行 し て いる 地 
域 に お いて は 、 施 設 で の 通所 サー ビス な どの 一 時 利用 を 中 止 又 は 制限 す 
る 、 入 院 患 者 、 利 用 者 の 外出 、 外 泊 を 制限 する 等 の 対応 を 検討 すべ き で 
ある こと 。 
医療 機関 及び 高齢 者 施設 等 に 対し て 、 入 院 患 者 、 利 用 者 等 に つい て 、 
新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 を 疑っ た 場合 は 、 早 急 に 個室 隔離 し 、 保 健 所 
の 指導 の 下 、 感 染 対策 を 実施 し 、 標 準 予防 策 、 接 触 予防 策 、 飛 漆 感染 予 
防 策 を 実施 する こと 。 
④ 政府 及び 都 道 府 県 は 、 特 に 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 を 疑う 患者 に PCR 
検査 や 入院 の 受け 入れ を 行う 医療 機関 等 に 対し て は 、 マ スク 等 の 個人 防護 
具 を 優先 的 に 確保 する 。 
⑤) 都 道 府 県 は 、③ の 周知 に 協力 する と も に 、 感染 者 と 非 感染 者 の 空間 を 分 け 
る な ど を 含む 感染 防御 策 の 更 な る 徹底 な ど を 通し て 、 医 療 機 関 及 び 施設 
で の 感染 の 拡大 に 特に 注意 を 払う 。 また 、 特に 感染 が 疑わ れる 医療 、 施設 従 
事 者 及び 入院 患者 等 に つい て は 、 率 先 し て P CR 検査 等 を 受け させ る よう 
に する 。 
⑥ 厚生 労働 軒 は 、 こ の 他 、 適 切な 医療 提供 ・ 感 染 管理 の 観点 で 、 次 の 事項 に 取 
り 組む 。 
関係 省庁 と 協力 し て 、 オ ー バ ーシュ ー ト の 発生 に 備え て 、 感染 症 病床 等 の 
利用 状況 に つい て 一 元 的 か つ 即 座 に 把握 可能 と する 仕組 み の 構築 を 進め る 
こと 。 
外来 で の 感染 を 防ぐ た め 、 関係 機関 と 協力 し て 、 医療 機関 の 外来 に お いて 、 
一 般 の 患者 も 含め 、 混雑 を 生じ させ な いよ う 、 予約 に よる 診療 や 動 線 が 適切 
に 確保 され た 休日 夜間 急患 セン ター の 施設 活用 な ど を 推 以 する こと 。 
妊産婦 に 対す る 感染 を 防止 する 観点 か ら 、 医療 機関 に お ける 動 線 分 離 等 の 
感染 対策 の 徹底 に 加え 、 関 係 機関 と 協力 し て 、 感染 が 疑わ れる 妊産婦 へ の 早 
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め の 相 談 の 呼び か け や 、 妊娠 中 の 女性 労働 者 に 配慮 し た 休み や すい 環境 整備 
な どの 取組 を 推進 する こと 。 

関係 機関 と 協力 し て 、 外 国人 が 医療 を 適切 に 受け る こと が で きる よう 、 医 
療 退 訳 の 整備 な ど を 、 引 き 続 き 、 強 化す る こと 。 

関係 省庁 ・ 関 係 機関 と も 連携 し 、 有効 な 治療 薬 や ワク チン 等 の 開発 を 加東 
する こと 。 特に 、 他 の 治療 で 使用 され て いる 薬剤 の うち 、 効果 が 期待 され る 
も の に つい て 、 そ の 効果 を 検証 する た め の 了 臨床 研究 ・ 治 験 等 を 速やか に 実施 
する こと 。 

法令 に 基づく 健康 診断 及び 予防 接種 に つい て は 、 適切 な 感染 対策 の 下 で 実 
施さ れる よう 、 時 期 や 時 間 等 に 配慮 する こと 。 

⑰⑦ 政府 は 、 上 記 に 関し 、 地 方 公共 団体 等 に 対す る 必要 な 支援 を 行う 。 


(5) 経済 ・ 雇 用 対策 

政府 は 、 新型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の まん 延 を 防止 する と と も に 、 新 型 
コロ ナウ イル ス 感 染 症 に よる 内 外 経済 や 国民 生活 へ の 影響 を 注意 深く 見 
極め な が ら 、 機 動 的 に 、 必 要 か つ 十 分 な 経済 財政 政策 を 路 踏 な く 行 うこ と 
と し 、 日 本 経済 を 確か な 成長 軌道 へ と 戻す た め の 思 い 切 っ た 措置 を 講じ て 
いく 。 特に 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 拡大 に より 経済 活動 が 縮小 する 中 
で 影響 を 受け て いる フリ ー ラ ンス を 含め 、 様々 な 形態 で 働く 方 々 の 雇用 や 
生活 を 維持 する と と も に 、 中 小 ・ 小 規模 事業 者 や 個人 事業 主 の 方 々 が 継続 
し て 事業 に 取り 組め る よう 制度 を 整え る 。 


(6 ) その 他 重 要 な 留意 事項 

1 ) 人 権 へ の 配慮 等 

① 政府 は 、 患者 ・ 感 染 者 や 対策 に 携わっ た 方 々 等 の 人 権 に 配慮 し た 取 
組 を 行う 。 

② 政府 は 、 海 外 か ら 一 時 帰国 し た 児童 生徒 等 へ の 学校 の 受け 入れ 支援 
や いじ め 防 止 等 の 必要 な 取組 を 実施 する 。 

③ 政府 及び 関係 機関 は 、 各種 対策 を 実施 する 場合 に お いて は 、 国民 の 
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自由 と 権利 の 制限 は 必要 最小 限 の も の と する と と も に 、 女 性 や 障害 者 
な ど に 与え る 影響 を 十分 配慮 し て 実施 する も の と する 。 

④ 政府 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 に 従事 する 医療 関係 者 が 風 
評 被害 を 受け な いよ う 、 国 民 へ の 普及 啓発 等 、 必 要 な 取組 を 実施 する 。 

⑤ 政府 及び 地方 公共 団体 は 、 マ スク 及び 個人 防護 具 、 医 薬品 、 
外 品 、 食料 品 等 に 係る 物価 の 高騰 及び 買占め 、 売り 惜しみ を 未然 に 
避 し 又は 沈静 化す る た め 、 必 要 に 応じ 、 法 第 59 条 に 基づく 
じ る 。 

⑥ 政府 及び 地方 公共 団体 は 、 外 出 を 自粛 する 方 々 の 心 の ケア や 自宅 で 
の DV や 虐待 の 発生 防止 に 取り 組む と と も に 、 在宅 の 一 人 暮らし の 高 

齢 者 や 障害 者 な どの 要 援 護 者 に 対し て 、 市 町 村 が 行う 見 守り 等 に 対し 
て 適切 に 支援 する 。 
2) 物資 ・ 資 材 等 の 供給 

① 政府 は 、 国 民 や 地方 公共 団体 の 要望 に 応じ 、 マ スク 、 個 人 防護 具 や 
消毒 楽 、 SE 関連 事業 者 に 要請 する 。 ま た 、 
政府 は 、 感 染 防止 や 医療 提供 体制 の 確保 の た め 、 マ スク 、 個 人 防護 具 、 
人 工 呼吸 有 等 の 必要 な 物資 を 国 の 責任 で 確保 し 、 必 要 に 応じ 、 法 第 54 
条 に 基づく 緊急 輸送 の 要請 や 法 第 55 条 に 基づく 売 渡し の 要請 等 を 行 
う 。 例え ば 、 マ スク 等 を 国 で 購入 し 、 必要 な 医療 機関 や 介護 施設 等 に 
優先 配布 する こと や 、 感 染 拡大 防止 策 が 特に 必要 と 考え られ る 地域 に 
お いて 必要 な 配布 を 行う 。 

② 政府 は 、 マ スク や 消毒 薬 等 の 国民 が 必要 と する 物資 を 確保 する た め 
国民 生活 安定 緊急 措置 法 (昭和 48 年 法律 第 121 号 ) 第 26 条 第 1 項 を 適 
用 し 、 マス ク の 転売 行為 を 禁止 する と と も に 、 過剰 な 在庫 を 抱え る こと の 
な いよ う 消 費 者 や 事業 者 に 冷静 な 対応 を 呼び か ける 。 また 、 政府 は 、 繰り 
返し 使用 可能 な 布製 マス ク の 普及 を 進め る 。 

③ 政府 は 、 事 態 の 長期 化 も 念頭 に 、 マ スク や 抗菌 薬 の 原 薬 を 含む 医薬 品 、 
医療 機器 等 の 医療 の 維持 に 必要 な 資材 の 安定 確保 に 努め る と と も に 、 国産 
化 の 検討 を 進め る 。 
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3) 関係 機関 と の 連携 の 推進 

① 政府 は 、 地 方 公共 団体 を 含む 関係 機関 等 と の 双方 向 の 情報 共有 を 強 
化し 、 対策 の 方 針 の 迅速 な 伝達 と 、 対策 の 現場 に お ける 状況 の 把握 を 
行う 。 

② 政府 は 、 対策 の 推進 に あたっ て は 、 地方 公共 団体 等 の 関係 者 の 意見 
を 十分 聞き な が ら 進 め る 。 

③ 地方 公共 団体 は 、 保健 部 局 の みな ら ず 、 危機 管理 部 局 も 含め すべ て 
の 部 局 が 協力 し て 対策 に あたる 。 

④ 政府 は 、 国 際 的 な 連携 を 密 に し 、WHO や 諸 外 国 ・ 地 域 の 対応 状況 
等 に 関す る 情報 収集 に 努め る 。 また 、 日 本 で 得 ら れ た 知見 を 積極 的 に 
WHO0 等 の 関係 機関 や 諸 外 国 ・ 地 域 と 共有 し 、 今後 の 対策 に 活か し て 
いく と と も に 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 拡大 に よる 影響 を 受け る 
・ 地 域 に 対す る 国際 社会 全体 と し て の 対策 に 貢献 する 。 

⑤) 政府 は 、 基礎 医学 研究 及び 臨床 医学 研究 、 疫学 研究 を 含む 社会 医学 
研究 等 の 研究 体制 に 対す る 支援 を 通し て 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 
へ の 対策 の 推進 を 図る 。 

⑥ 者 道府県 は 、 近隣 の 特定 都 道 府 県 が 緊急 事態 宣言 後 の 様々 な 措置 を 
行う に あたり 、 そ の 要請 に 応じ 、 必 要 な 支援 を 行う 。 

⑦ 特定 都 道 府 県 は 、 緊急 事態 宣言 後 の 様々 な 措置 を 実施 する に あたっ 
て は 、 予 め 政 府 対策 本 部 と 協議 し 、 迅速 な 情報 共有 を 行う 。 政府 対策 
本 部 長 は 、 特 定 都 道 府 県 が 適切 に 緊急 事態 措置 を 講じ る こと が で きる 
よう 、 専 門 家 の 意見 を 踏ま えつ つ 、 特 定 都 道 府 県 と 総合 調整 を 行う 。 

緊急 事態 宣言 後 の 様 々 な 措置 を 実施 し た 際 に は 、 特 定 都 道 府 県 知 事 
及び 指定 会 革 行 政 機関 の 長 は 政府 対策 本 部 長 に 、 特 定 市 町 村長 及び 指 
定 地方 公共 機関 の 長 は その 所 在 する 特定 都 道 府 県 知 事 に 、 指 定 公共 機 
関 の 長 は 所 管 の 指定 行政 機関 に 、 そ の 旨 及 びそ の 理由 を 報告 する 。 政 
府 対策 本 部 長 は 国会 に 、 特 定 都 道 府 県 知 事 及 び 指 定 行政 機関 の 長 は 政 
府 対策 本 部 長 に 、 報 告 を 受け た 事項 を 報告 する 。 

4 ) 社会 機能 の 維持 


21 


① 政府 、 地 方 公共 団体 、 指定 公共 機関 及び 指定 地方 公共 機関 は 、 職員 に お 
ける 感染 を 防ぐ よう 万 全 を 尽く す と と も に 、 万 が 一 職員 に お いて 感染 者 又 
は 濃厚 接触 者 が 確認 され た 場合 に も 、 職 務 が 遅 帯 な く 行 える よう に 対策 を 
予め 講じ る 。 特 に 、 テ レビ 会 議 及 び テ レ ワ ー ク の 活用 に 努め る 。 

② 地方 公共 団体 、 指定 公共 機関 及び 指定 地方 公共 機関 は 、 電 気 、 ガ ス 、 水 
道 、 公共 交通 、 通信 、 金 融 業 等 の 維持 を 通し て 、 国 民生 活 及 び 国 民 経済 へ 
の 影響 が 最小 と な る よう 公益 的 事業 を 継続 する 。 

③ 政府 は 、 指 定 公共 機関 の 公益 的 事業 の 継続 に 支障 が 生じ る こと が な いよ 
う 、 必 要 な 支援 を 行う 。 

④ 国民 生活 ・ 国 民 経 済 の 安定 確保 に 不可 欠 な 業務 を 行う 事業 者 は 、 国民 生 
活 及 び 国 民 経済 安定 の た め 、 事 業 の 継続 を 図る 。 

⑤ 政府 は 、 事業 者 の サー ビス 提供 水準 に 係る 状況 の 把握 に 努め 、 必要 
に 応じ 、 国 民 へ の 周知 を 図る 。 

⑥ 政府 は 、 空 港 、 港 湾 、 医 療 機関 等 に お ける トラ ブル な ど を 防止 する た 
め 、 必 要 に 応じ 、 警 戒 警備 を 実施 する 。 

⑦ 警察 は 、 混乱 に 乗じ た 各種 犯罪 を 抑止 する と と も に 、 取 締り を 徹底 
する 。 

5 ) 緊急 事態 宣言 後 の 取組 
政府 は 、 緊急 事態 宣言 を 行っ た 後に も 、 特定 都 道 府 県 や 基本 的 対処 方 

針 等 褒 問 委員 会 等 と の 定期 的 な 情報 交換 を 通じ 、 感染 状況 の 変化 、 施策 

の 実施 状況 等 を 定期 的 に 分 析 ・ 評 価 し 、 必要 に 応じ て 、 国 民 や 関係 者 へ 

情報 発信 を 行う 。 ま た 、 緊 急 事態 解除 宣言 を 行っ た 後に も 、 引 き 続 き 、 

警戒 を 行い 、 国 内 外 の 感染 状況 を 分 析 し 、 そ れ ま で の 知見 に 基づき 、 よ 
り 有効 な 対策 を 実施 する 。 


6 ) その 他 
① 政府 は 、 必要 に 応じ 、 他 法 令 に 基づく 対応 に つい て も 、 講ず る こと 
と する 。 


② 今後 の 状況 が 、 緊 急 事 態 宣言 の 要件 等 に 該当 する か 否 か に つい て 
は 、 海 外 で の 感染 者 の 発生 状況 と と も に 、 感 染 経 路 の 不明 な 患者 や 
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クラ スタ ー の 発生 状況 等 の 国内 で の 感染 拡大 及び 医療 提供 体制 の ひ 
っ 迫 の 状況 を 踏ま えて 、 国 民生 活 及 び 国 民 経 済 に 甚大 な 影響 を 及ぼ 
す お それ が ある か 否 か に つい て 、 政 府 対策 本 部 長 が 基本 的 対処 方 針 
等 褒 問 委員 会 の 意見 を 十分 踏ま えた 上 で 総合 的 に 判断 する こと と す 
る 。 

③ 政府 は 、 基本 的 対処 方 針 を 変更 し 、 又 は 、 緊急 事態 の 継続 若しくは 
終了 する に あたっ て は 、 新た な 科学 的 知見 、 感 染 状況 、 施 策 の 実行 状 
況 等 を 考慮 し た 上 で 、 基 本 的 対処 方 針 等 論 問 委員 会 の 意見 を 十分 踏ま 
えた 上 で 上 臨機 応変 に 対応 する 。 
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( 別 添 ) 緊急 事態 宣言 時 に 事業 の 継続 が 求め られ る 事業 者 


以下 事業 者 等 に つい て は 、「 三 つの 容 」 を 避け る た め の 取 組 を 講じ て いた だ き 
つつ 、 事 業 の 継続 を 求め る 。 


1. 医療 体制 の 維持 

・ 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 治療 は も ちろ ん 、 そ の 他 の 重要 疾患 へ の 対応 も 
ある た め 、 す べ て の 医療 関係 者 の 事業 継続 を 要請 する 。 

・ 医療 関係 者 に は 、 病 院 ・ 楽 局 等 の ほか 、 医 楽 品 ・ 医 療 機器 の 輸入 ・ 製 造 ・ 販 
売 、 献 血 を 実施 する 採血 業 、 入 院 者 へ の 食事 提供 な ど 、 患 者 の 治療 に 必要 な 
すべ て の 物資 ・ サ ービス に 関わ る 製造 業 、 サ ービス 業 を 含む 。 


2. 支援 が 必要 な 方 々 の 保護 の 継続 

・ 高齢 者 、 障 害 者 な ど 特 に 支援 が 必要 な 方 々 の 居住 や 支援 に 関す る すべ て の 関 
係 者 (生活 支援 関係 事業 者 ) の 事業 継続 を 要請 する 。 

・ 生活 支援 関係 事業 者 に は 、 介 護 老 人 福祉 施設 、 障 害 者 支援 施設 等 の 運営 関係 
者 の ほか 、 施 設 入所 者 へ の 食事 提供 な ど 、 高 齢 者 、 障 害 者 な ど が 生活 する 上 
で 必要 な 物資 ・ サ ービス に 関わ る すべ て の 製造 業 、 サ ービス 業 を 含む 。 


3. 国民 の 安定 的 な 生活 の 確保 
・ 自宅 等 で 過ごす 国民 が 、 必 要 最 低 限 の 生活 を 送る た め に 不可 欠 な サー ビス を 
提供 する 関係 事業 者 の 事業 継続 を 要請 する 。 


① イン フラ 運営 関係 (電力 、 ガ ス 、 石 油 ・ 石 油 化学 ・LP ガ ス 、 上 下水 道 、 通 
信 ・ デ ー タ セン ター 等 ) 

② 飲食 料 品 供給 関係 (農業 ・ 林 業 ・ 漁 業 、 飲食 料 品 の 輸入 ・ 製 造 ・ 加 工 ・ 流 通 ・ 
ネッ ト 通 販 等 ) 

③ 生活 必需 物資 供給 関係 (家庭 用 品 の 輸入 ・ 製 造 ・ 加 工 ・ 流 通 ・ ネ ッ ト 通 販 等 ) 

④ 食堂 、 レ スト ラン 、 喫茶 店 、 宅 配 ・ テ ー ク アウ ト 、 生 活 必 需 物資 の 小売 関係 
(百貨 店 ・ ス ー パ ー、 コ ン ビ ニ 、 ド ラッ グスト ア 、 ホ ー ム セン ター 等 ) 

⑤ 家庭 用 品 の メン テ ナ ン ス 関係 (配管 エ ・ 電 気 技師 等 ) 

⑥ 生活 必需 サー ビス (ホテ ル ・ 宿泊 、 銭 湯 、 理 美容 、 ラ ンド リー、 湯 医 等 ) 

⑦ ご み 処 理 関係 (廃棄 物 収 集 、・ 運 搬 、 処 分 等 ) 

冠 婚 葬 祭 業 関係 (火葬 の 実施 や 遺体 の 死後 処置 に 係る 事業 者 等 ) 

⑨ メデ ィ ア (テレ ビ 、 ラ ジオ 、 新 聞 、 ネ ッ ト 関 係 者 等 ) 

個人 向け サー ビス (ネッ ト 配 信 、 遠隔 教育 、 ネ ッ ト 環 境 維持 に 係る 設備 ・ サ 
ービス 、 自 家用 車 等 の 整備 等 ) 
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4. 社会 の 安定 の 維持 

・ 社 会 の 安定 の 維持 の 観点 か ら 、 緊 急 事態 措置 の 期間 中 に も 、 企 業 の 活動 を 維 
持 す る た め に 不可 欠 な サー ビス を 提供 する 関係 事業 者 の 最低 限 の 事業 継続 
を 要請 する 。 

① 金融 サー ビス (銀行 、 信 金 ・ 信 組 、 証 券 、 保 険 、 ク レジ ッ ト カ ー ド その 他 決 
済 サ ービス 等 ) 

② 物流 ・ 運 送 サ ービス (鉄道 、 バ ス ・ タ クシ ー・ ト ラッ ク 、 海運 ・ 港 湾 管 理 、 
毅 空 ・ 空 港 管 理 、 郵 便 等 ) 

③ 国防 に 必要 な 製造 業 ・ サ ービス 業 の 維持 (航空 機 、 潜 水 艦 等 ) 

④ 企業 活動 ・ 治 安 の 維持 に 必要 な サー ビス (ビル メン テ ナ ン ス 、 セ キュ リティ 
関係 等 ) 

⑤ 安全 安心 に 必要 な 社会 基盤 (河川 や 道路 な どの 公 物 管理 、 公共 工事 、 廃棄 物 
処理 、 個 別 法 に 基づく 危険 物 管理 等 ) 

⑦ 行政 サー ビス 等 (警察 、 消 防 、 そ の 他 行 政 サー ビス ) 

育児 サー ビス (託児 所 等 ) 


5. その 他 

・ 医 療 、 製 造 業 の うち 、 設 備 の 特性 上 、 生 産 停止 が 困難 な も の (高炉 や 半導体 
工場 な ど ) 、 医療 ・ 支 援 が 必要 な 人 の 保護 ・ 社 会 基盤 の 維持 等 に 不可 欠 な も の 
(サプライ チェ ー ン 上 の 重要 物 を 含む 。) を 製造 し て いる も の に つい て は 、 
感染 防止 に 配慮 し つつ 、 継 続 す る 。 ま た 、 医 療 、 国 民生 活 ・ 国 民 経 済 維 持 の 
業務 を 支援 する 事業 者 等 に も 、 事 業 継続 を 要請 する 。 
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(別紙 3 ) 


都 道 府 県 名 : 


市 町 村 対 策 本 部 設置 状況 
管内 市 町 村 数 








市 町 村 名 設置 日 時 担当 部 局 名 
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留 
回 答 に 際 し て 枠 が 足り な い 場 合 に は 、 適 宜 追加 を お 願い し ます 。 








新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 対応 等 に つい て 


1 国内 の 感染 者 の 状況 


【 資 料 2】 

































































( 1 ) 全国 の 状況 (チャ ー タ ーー 便 帰国 者 を 除く ) R2.4.7 12 時 時 点 、( 人 ) 
PCR 検査 うち 無 症状 者 | うち 有 症 状 者 うち 症状 有無 
陽性 者 うち 死亡 者 | 確認 中 

国内 事例 3, 817 294 2, 551 80 972 




















(2) 東北 地域 の 状況 


R2.4.7 12 時 時 点 、( 人 ) 























































































































































































































自治 体 感染 者 数 
青森 県 11 
秋田 県 11 
岩手 県 0 
宮城 県 26 
山形 県 13 
福島 県 16 
合計 
2 これ まで の 対応 状況 
(1) 国 の 対応 

1 月 6 日 各 都 道府県 等 に 対 し 、 武漢 市 滞在 歴 を 有する 患者 の 医療 機関 で の 感 
染 対 策 の 徹底 等 を 要請 

1 月 7 日 各 検 疫 所 に 対し 、 有 症 状 者 に 対す る 自己 申告 の 呼び か け 、 受診 勧奨 
文書 発 

1 月 16 日 国内 患者 発生 を 受け 、 国民 に メッ セー ジ 発 出 (通常 の 感染 対策 の 呼 
び か け 等 ) 

1 月 21 日 ・ 関係 閣僚 会 議 を 開催 

1 月 30 日 A ER 
全国 知事 会 が 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 緊急 対策 会 議 」 を 設置 

1 月 31 日 EN i 
外務 省 が 感染 症 危険 情報 を 、 中 国 全 土 を 対象 に 「 渡 航 自粛 」 に 引き 
上 げ (湖北 省 は 渡航 中 止 勧告 ) 

2 月 1 日 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 を 「 指 定 感染 症 」 等 に 指定 する 政令 施行 


























出入 国 管 下 








E 法 に 




















者 及び 14 日 以内 の 湖北 省 滞在 者 ) 





都 道 府 県 に 対し 、 下 記 の 体制 を 今 

















月 上 旬 ま で に 整備 する こと を 要請 


基づく 入国 規制 の 実施 湖北 省 発行 旅券 を 所 持 す る 











月 13 日 


月 16 日 





月 19 日 


月 24 日 


月 25 日 


月 27 日 


月 29 日 
月 6 日 





月 9 日 


月 10 日 
月 14 日 














① 次 医療 疾 毎 の 「 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 」 の 設置 
②  「 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 」 へ の 受診 調整 を 行う 「 帰 国 者 ・ 接 触 者 
相談 セン ター」 の 各 保 健 所 へ の 設置 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 を 検疫 法 上 の 隔離 ・ 停 留 で きる 感染 症 と 
する た め 、 ま た 、 無 症状 病原 体 保有 者 を 入院 措置 ・ 公 費 負 担 と する た 
め 、 関 係 政令 を 改正 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 流行 が 確認 され て いる 地域 に 「 河 江 省 」 
を 追加 
感染 症 対策 専門 家 会 議 を 開催 し 、 対策 に つい て 医学 的 見 地 か ら 対 応 
策 等 を 協議 
第 2 回 感染 症 対策 専門 家 会 議 を 開催 し 、 患者 が 増加 する 局面 を 想定 
し た 対応 に つい て 協議 
相談 ・ 受 診 の 目安 に つい て 協議 
第 3 回 感染 症 対策 専門 家 会 議 を 開催 し 、 感染 対策 の 基本 方 針 に つい 
て 協議 
政府 対策 本 部 に お いて 、「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 基本 方 
針 」 を 決定 
安倍 首相 が 国 の 対策 本 部 に お いて 、 全 国 の 小 中 学 校 、 高 校 、 特 別 支 
援 学 校 を 3 月 2 日 か ら 臨 時 休校 する よう 要請 
安倍 首相 記者 会 見 (臨時 休校 や PCR の 保険 適用 等 に つい て ) 
新型 コロ ナウ イル ス に 係る PCR 検 査 の 保険 適用 開始 
都 道 府 県 に 対し 、 新型 コロ ナウ イル ス の 患者 数 が 大 幅 に 増え た 時 に 
備え た 医療 提供 体制 等 の 検討 を 要請 
新型 コロ ナウ イル ス 対 策 専門 家 会 議 
(「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対 策 の 見 解 」 を 発表 
「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 関す る 緊急 対応 策 一 第 2 弾 一 」 
新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 の 改正 法 施行 
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3 月 19 日 ・ 新型 コロ ナウ イル ス 対 策 専門 家 会 議 
(| 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 」 を 発表 ) 

本 国内 の 感染 状況 は 、 引 き 続 き 持 ちこ た えて いる が 、 一 部 の 地域 で は 感染 拡大 が 
見 られ 、 今後 地域 に お いて 、 感染 源 が 分 か ら な い 患 者 数 が 継続 的 に 増加 し 、 こ うし た 
子 域 が 全国 に 拡大 すれ ば 、 ど こ か の 地域 を 発端 と し て 、 爆発 的 な 感染 拡大 を 伴う 大 規 
模 流 行 に つなが りか ね な いと 考え て いる 。 
現時 点 で は 、 社 会 ・ 経 済 機能 へ の 影響 を 最小 限 と し な が ら 、 感染 拡大 防止 の 効果 を 
最大 限 に する と いう 方 針 を 続け て いく 必要 が あり 、 

① クラ スタ ー (集団 ) の 早期 発見 ・ 早 期 対応 

② 愚者 の 早期 診断 ・ 重 症 者 へ の 集中 治療 の 充実 と 医療 提供 体制 の 確保 

③ 市 民 の 行動 変容 
の 3 本 柱 の 基本 戦略 を 維持 、 必 要 に 応じ て 強化 し 、 速 や か に 行わ な けれ ば な ら な い 。 


















































































































































都 道 府 県 に 対し 、 新型 コロ ナウ イル ス 感染 症 の 患者 数 が 大 幅 に 増え 
た と き に 備え た 入院 医療 提供 体制 等 の 整備 を 要請 
県 内 の 患者 受入 れ を 調整 する 「 都 道府県 調整 本 部 」 を 各 都 道府県 に 設置 。 

(集中 治療 、 呼 吸 器 内 科 治 療 、 救 急 医療 、 感 染 症 医療 の 専門 家 、 災 害 医 療 コ ー デ ィ 
ネー ター 等 に より 構成 ) 
厚 労 独 に お いて 地方 厚生 局 の 区 域 を 単位 と する 「 広 域 調整 本 部 」 を 設置 。 
入院 患者 、 重 症 者 の 受入 医療 機関 の 確保 等 
患者 搬送 体制 の 確保 等 
3 月 26 日 ・ 新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 第 1 5 条 に 基づき 、 政府 対策 
本 部 を 設置 
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3 月 28 日 新型 コロ ナウ イル スス 感染 症 対 策 本 部 
「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対 策 の 基本 的 対処 方 針 」 を 決定 





4 月 1 日 ・ 新型 コロ ナウ イル ス 対 策 専門 家 会 議 
(新型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 」 を 発表 ) 
本 国内 の 感染 状況 は 、 今 の と ころ 諸 外 国 の よう な 、 オ ー バ ーシュ ー ト (爆発 的 串 
者 急増 ) は 見 られ て いな い が 、 都市 部 を 中 心 に クタ ラス ター 感染 が 次 々 と 報告 され 、 感 
染 者 数 が 急増 し て いる 。 そう し た 中 、 医療 供給 体制 が 昌 迫 し つつ ある 地域 が 出 て き て 
お り 医 療 供給 体制 の 強化 が 近々 の 課題 と な っ て いる 。 
いわ ゆる 「 医 療 崩 壊 」 は 、 オ ー バ ーシュ ー ト が 生じ て か ら 起 こる も の と 解 さ れる 向 
きも ある 。 し か し 、 新 規 感染 者 数 が 急増 し 、 ク ラス ター 感染 が 顔 繁 に 報告 され て いる 
現状 を 考え れ ば 、 糞 発 的 感染 が 起こ る 前 に 医療 供給 体制 の 限度 を 超え る 負担 が か か 
り 医 療 現場 が 機能 不全 に 陥る こと が 予想 され る 。 
















































































(2 ) 県 の 対応 


1 
1 
1 


【 う tM 





月 7 日 





月 7 日 


月 9 日 
月 21 日 
月 24 日 





月 25 日 


ペン 


月 8 日 
月 29 日 





月 2 日 


月 5 日 
月 6 日 


月 7 日 


月 8 日 





月 10 日 





都 道 府 県 に 関連 する 主 な 提言 

















① 重症 者 数 
② 入院 者 数 











地域 ご と の まん 延 の 状況 を 判断 する 際 に 考慮 すべ き 指 標 等 を ホ す と と も に 、 地 域 の 
療 体制 の 対応 を 検討 する 上 で 、 あ ら か じ め 把 握 し て お くべ き 事 項 が され た 。 


隔 | 








③ 利用 可能 な 病床 数 と 、 そ の 稼働 率 や 空 床 数 
④ 利用 可能 な 人 工 呼吸 器 数 ・ECMO 数 と 、 そ の 稼働 状況 



































⑤ 医療 従事 者 の 確保 状況 
市 民 の 行動 変容 の 取組 強化 
重症 者 を 優先 し た 医療 提供 体制 の 確保 
医療 崩壊 に 備え た 市 民 と の 認識 共有 
クラ スタ ー 対 応 す る 保健 所 等 の 強化 

































































・ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 緊 急 経 済 対策 の 公表 





計 











改正 新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 第 3 2 条 第 1 項 の 規定 に 








基づき ヽ = 緊急 急 事 態 宣 言 を 発 ! 




















県 医師 会 、 感染 症 指定 医療 機関 等 











に 対し 、 感染 対策 等 の 徹底 を 要請 




















県 ホー ムペ ー ジ へ の 掲載 に よる 県 
県 旅館 ホテ ル 生 活 衛生 同業 組合 等 に 
を 要請 





























上 海 定期 便 機 内 で の 健康 カー ド 配 布 に よる 自己 申告 と 適切 な 受診 勧 





感染 症 指定 医療 機関 等 で 構成 する 














民 へ の 情報 提供 の 実施 
旅行 客 発 症 の 場合 の 適切 な 対応 



































! 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 医療 





連絡 会 議 」 を 開催 し 、 患 者 発生 時 の 具体 的 対応 を 確認 
厚 労 省 か ら DMAT に 対し 武漢 か ら の 航空 機 帰国 者 の 健康 管理 に 係る 











派遣 依頼 が あり 、 本 県 で は 岩手 医科 大 学 か ら 1 名 が 2 日 間 対 応 
「 庁 内 各部 局 連絡 会 議 」 を 設置 し 、 各 部 局 の 取組 み 等 を 情報 共有 


























第 2 回 医療 連絡 会 議 を 開催 し 、 指 
体 的 対応 を 確認 












































定 感染 症 と し て の 患者 発生 時 の 内 





「 岩 手 県 感染 症 対策 委員 会 」 を 開催 し 、 県 の 感染 対策 及び 専門 委員 


会 の 設置 に つい て 協議 





「 帰 国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター」 及び 「 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 」 の 対 


応 を 開始 
県 民生 活 の 安全 安 


























心 に 関わ る 各 分 野 の 関係 団体 等 に よる | 連絡 会 議 」 
を 開催 し 、 消 防 、 警 祭 、 医 療 、 各 種 イ ン フ ラ 、 人 金融 、 報 道 等 の 団体 と 








(3) 


CO 


月 11 日 





月 18 日 


月 22 日 


月 26 日 
月 6 日 





月 13 日 





月 17 日 


月 23 日 





月 26 日 





月 28 日 


月 30 日 





月 3 日 





情報 共有 
「 岩 手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 専門 委員 会 」 を 設置 し 、 県 
の 対策 に 関し 専門 的 な 知見 に 基づき 具体 的 に 協議 
岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 沙 症 対策 本 部 を 設置 し 、 第 1 回 本 部 員 
会 議 を 開催 
第 2 回 専門 委員 会 開催 
(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 に 係る 県 内 の 医療 体制 に つい て ) 
第 3 回 医療 連絡 会 議 を 開催 し 、 患者 が 増加 する こと を 想定 し た 医 
体制 に つい て 協議 
県 対策 本 部 第 2 回 本 部 具 会 議 開催 
県 対策 本 部 第 3 回 本 部 員 会 議 開催 
(知事 か ら 「 県 民 の 皆様 へ の メッ セー ジ 」 発 | 
県 対策 本 部 第 4 回 本 部 貞 会 議 開催 
( 国 の 緊急 対応 策 第 2 弾 を 踏ま えた 対応 方 針 に つい て ) 
(新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 の 改正 案 の 内容 に つい て ) 
第 3 回 専門 委員 会 開催 
(新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 対策 に 係る 課題 と 今後 の 対応 等 に つい て ) 
県 対策 本 部 第 5 回 本 部 員 会 議 開催 
( 国 の 緊急 対応 策 第 2 弾 を 踏ま えた 補正 予算 に つい て ) 
新型 イン フル エンザ 等 対策 特別 措置 法 第 2 2 条 に 基づき 、 県 対策 本 


部 を 設置 
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県 対策 本 部 第 6 回 本 部 内 会 議 開催 
(新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 に 基づく 県 対策 本 部 の 設置 に 
つい て ) 

県 対策 本 部 第 7 回 本 部 員 会 議 開催 
(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 対応 等 に つい て ) 

県 対策 本 部 第 8 回 本 部 貞 会 議 開催 
(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 的 対処 指針 (素案 ) に つい て ) 















































県 内 の 帰国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター へ の 相談 状況 


開設 日 





令 和 2 年 2 月 8 日 
受付 時 間 ・ 設 置 機関 














受付 時 間 設置 機関 
平日 9 時 00 分 て 17 時 00 分 各 県 保健 所 (9 か 所 ) 
盛岡 市 保健 所 


























全日 (土日 ・ 祝 日 を 含む ) 24 時 間 体 制 (2/19~) | 県 庁 医療 政策 室 




















ウ 相談 対応 件 数 










































































4 談 2 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6 中 計 
対 応 日 Is』ix| 本 木 金 邊 日 909 

各 保 健 所 | 1,513 118 126 96 35 49 155 | 2,092 
医療 政策 室 494 16 18 21 38 15 34 636 
合 計 | 2,007 134 144 117 73 64 189 | 2,728 














エ 主 な 相談 内 容 








数 日 前 に 東京 の 友人 と 会 っ た 後 、 喫 覚 が 無く な っ た た め 不 安 に な っ た 。 





の で は な いか と 心配 だ 。 





(4) 県 内 の 一 般 相談 窓口 へ の 相談 状況 
ア 開設 日 
令 和 2 年 1 月 21 日 





イ 受付 時 間 ・ 設 置 機関 





4 月 に 入っ て か ら 、 咳 や 供 怠 感 が 続い て いる が 、 新型 コロ ナウ イル ス に 感染 し た 


CN 

































































































































































受付 時 間 設置 機関 
平日 9 時 00 分 て 17 時 00 分 各 県 保健 所 (9 か 所 ) 
盛岡 市 保健 所 

全日 (土日 ・ 祝 日 を 含む ) 9 時 00 分 て 21 時 00 分 | 県 庁 医療 政策 室 
ウ 相談 対応 件 数 (件 数 の 計上 は 2 月 8 日 か ら ) 
相 談 2 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6 四半 
対 庶 " 攻 「 玉 府 天 水 木 金 半 日 
各 保 健 所 | 1440 81 109 120 9 30 118 | 1.907 
医療 政策 室 306 6 19 10 21 5 14 381 
合 計 | 1,746 87 128 130 30 35 132 | 2,288 
エ 主 な 相談 内 容 

いか 。 





























他 県 ナン バー、 関 東 や 関西 較 














う 働 きか ける こと は で き な い の か 。 


東京 で 働く 娘 が 岩手 に 一 時 帰 県 し た が っ て いる が 、 ど うす れ ば 』 
貫 の 車 を 見 か ける よう に な っ た 。 岩手 県 に 来 な いよ 























(5) 新型 コロ ナウ イル ス の 検査 状況 

これ まで の 検査 状況 (全て 陰性 ) (4 月 8 日 6 :00 時 点 
検 儲 結 4 4/1 | 4/2 | 473 | 44 | 45 | 46 | 477 | 合計 
判 明 日 |szzz 
政 検査 件 数 68 2 6 3 7 0 13 18 117 
民間 検査 件 数 3 2 5 




































































(6) 医療 用 マス ク の 医療 機関 へ の 提供 状況 に つい て 








中 供 〒 ‘ 中 中 配分 数 量 
提供 元 申 提供 枚数 配分 先 提供 日 | な は 保科 分 備考 


込 日 
3/18 
3 月 18 日 | 40000 枚 | 岩手 医科 大 学 0 ん DD 各 週 10.000 枚 ずっ 配付 
4/10( 配 布 ) 


県 ・ 市 町 村 在 庫 分 3 月 16 日 46.150 枚 
目 定 医 — (23.150 枚 ) | 緊急 要望 に 伴う 保留 分 (商品 の 状態 確認 の 必要 あり ) 


目 定 医療 機関 等 (9 施設 ) 対象 :3/12 現 在 の 在庫 状況 調査 に 基づく 各 
省庁 備蓄 分 3 月 16 日 41.100 枚 在庫 数 量 2 週間 未満 の 指定 医療 機関 
岩手 県 医師 会 ( 診 上 け 数 量 : 各 医療 機関 の 在庫 数 量 2 週間 分 


厚生 労働 省 
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第 1 弾 : 方 法 : 国 か ら 直 接 医 療 機関 等 へ 
国 一 括 購 入 分 O 〇 配付 対象 :3/19 現 在 の 在庫 状況 調査 に 基づく 在庫 数 量 3 週 
(全国 で 1500 万 枚 分 ) 県 医 診 | 250Oo 枚 | の 指定 及び 次 
配付 数 量 : 各 医療 機関 の 在庫 数 量 2 週間 分 
岩手 県 歯科 診 ※ 上 記 の 他 、 医 師 会 、 歯 医師 会 薬剤 師 会 に も 配付 
岩手 県 薬剤 師 会 (薬局 ) 
相生 下部 司 引 会: が Ne 
yr (今後 実施 する 在庫 状況 調 栓 に 基づき 配付 予定 ) 
a O 〇 配付 方 法 : 国 か ら 直 接 医療 機関 等 へ 
第 2 弾 O 配 付 対象 :3/27 現 在 の 在庫 状況 調査 に 基づく 在庫 数 量 3 財 








国 一 括 購入 分 - ー 8 間 未 満 の 指定 医療 機関 及び 一 般 医 療 機関 
(全国 で 1500 万 枚 分 ) 示 阿 や 会 診 〇 配付 数 量 : 各 医療 機関 の 在庫 数 量 2 週間 分 
※ 上 記 の 他 、 医 師 会 、 歯 科 医師 会 、 薬 剤 師 会 、 医 療 局 に 配付 


国 一 括 購入 分 208.000 枚 3 師 会 (今後 実施 する 在庫 状況 調査 に 基づき 配付 予定 ) 
(全国 で 1500 万 枚 分 ) 
医療 局 を 想定 









































資料 3 











新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 緊急 経済 対策 の 概要 に つい て 


1 経済 対策 の 考え 方 

〇 感 業 症 拡 大 の 収束 に 目途 が つく まで の 間 の 「 緊 急 支 援 フ ェ ー ズ 」 及び 収束 後 の 反 
転 攻 勢 に 向け た 箕 要 喚起 と 社会 変革 の 推進 を 行う 「V 字 回 復 フ ェ ー ズ 」 の 2 つの 段 
階 を 意識 し た も の に する 。 

〇 5 つの 柱 (① 感 染 拡 大 防止 策 と 医療 提供 体制 の 整備 及び 治療 薬 の 開発 、② 雇 用 の 
維持 と 事業 の 継続 、③ 次 の 段階 と し て の 官民 を 挙げ た 経済 活動 の 回 復 、④ 強 閑 な 経 
済 構 造 の 構築 、⑤ 今 後 へ の 備え ) を 掲げ 、 国 民 の 命 と 健康 と 生活 を 守り 抜く と の 重 
大 な 決意 を も っ て 、 強 大 か つ 効 果 の 大 きい 施策 を 実行 する 。 

〇 引き 続き 、 内 外 に お ける 事態 の 収束 まで の 期間 と 拡がり 、 経 済 や 国民 生活 へ の 影 
響 を 注意 深く 見 極め る と と も に 、 各 方 面 か ら の 要望 を 踏ま ほえ 、 時 機 を 逸 す る こと な 
く 了 臨機 応変 か つ 果 断 に 対応 する 。 




































































2 経済 対策 の 規模 
事業 規模 : 108.2 兆 円 
※ リー マン ショ ッ ク へ の 経済 対策 (事業 規模 56.8 兆 円 ) を 上 回 る 過去 最大 
※ 金額 の 内 訳 は 「3 取り 組む 施策 」 の と お り 。 
































3 取り 組む 施策 (詳細 は 別 添 資料 の と お り ) 


(1) 感染 拡大 防止 策 と 医療 提供 体制 の 整備 及び 治療 薬 の 開発 2.5 兆 円 
マス ク ・ 消 毒液 等 の 確保 

検査 体制 の 強化 と 感染 の 早期 発見 
医療 提供 体制 の 強化 

台 療 楽 ・ ワ クチ ン の 開発 加速 

帰 医 者 等 の 受入 れ 体 制 の 強化 
情報 発信 の 充実 
感染 国 等 へ の 緊急 支援 に 対す る 拠出 等 の 国際 協力 
学校 の 臨時 休業 等 を 円 滑 に 進め る た め の 環 境 整 備 


雇用 の 維持 と 事業 の 継続 80.0 兆 円 
雇用 の 維持 

資金 繰り 対策 

事業 継続 に 還っ て いる 中 小 ・ 小 規模 事業 者 等 へ の 支援 

生活 に 困っ て いる 世帯 や 個人 へ の 支援 

税制 措置 
次 の 段階 ヒ し し て の 官民 を 挙げ た 経済 活動 の 回 復 8.5 兆 円 
観光 ・ 運 輸 業 、 飲 食 業 、 イ ベン ト ・ エ ンタ ー テ イン メン ト 事 業 等 に 対す る 支援 
地域 経済 の 活性 化 


(4) 強 朝 な 経済 構造 の 構築 15. 7 兆 円 
〇 サプライ チェ ー ン 改革 
〇 海外 展開 企業 の 事業 の 円 滑 化 、 農 林 水 産物 ・ 食 品 の 輸出 力 の 維持 ・ 強 化 及 び 国 内 供給 力 の 強 

化 支援 
〇 リモ ー ト 化 等 に よる デジ タル ・ ト ラン ス フ ォ ー メ ーション の 加速 
〇 公共 投資 の 早期 執行 等 


(5) 今後 へ の 備え 1.5 兆 円 
〇 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 成 染 症 対策 予備 費 (仮称 ) 」 の 創設 
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(別紙 ) 


新型 コロ ナウ イル ス 感染 症 緊急 経済 対策 


て 国民 の 命 と 生活 を 守り 抜き 、 経 済 再生 ヘー 


令 和 2 年 4 月 7 日 
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第 1 章 経済 の 現状 認識 と 本 経済 対策 の 考え 方 


1 . 経済 の 現状 認識 
ぐ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感 築 症 の 状況 > 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 (以下 、 本 章 に お いて 「 感 染 症 」 と いう 。) 

に つい て は 、 東 京 を は じ め と し て 都市 部 を 中 心 に 感染 者 が 急増 し 、 感 
染 経 路 が 不明 な 感染 者 も 増加 し て いる 。 さ ら に 、 世 界 的 に 患者 数 と 死 
亡者 数 の 急激 な 増加 が 見 られ 、 国 内 で 発見 され る 輸入 症例 も 増加 し て 
いる 。 


現状 は 、 ぎ り ぎ り 持 ちこ た えて いる 状況 に ある が 、 少 し で も 気 を 繧 
め れ ば 、 い つ 急 拡大 し て も お か し く な い 、 ま さ に 「 瀬 戸 際 」 が 継続 し 
て いる 状況 に ある 。 . 


こう し た 状況 か ら 、 政 府 と し て 、 国 民 の 生命 を 守る た め 、 本 日 、 新 
型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対策 特別 措置 法 に 基づく 緊急 事態 宣言 を 行う と 
と も に 、「 基 本 的 対処 方 針 」 を 改定 し た と ころ で あり 、 国 や 地方 公共 
団体 、 医 療 関係 者 、 専 門 家 、 事業 者 を 含む 国民 が 一 丸 と な っ て 、 新 型 
コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 を さら に 強力 に 推進 し て いく 。 


ぐ 経 済 の 現状 > 


感染 症 は 内 外 経 済 に 甚大 な 影響 を も た らし て お り 、 世 界 経済 は 、 戦 
後 最大 と も 言う べき 危機 に 直面 し て いる 。 


我が国 経済 は 、 感 染 症 拡大 の 影響 に より 大 幅 に 下押し され て お り 、 
国難 と も 言う べき 厳し い 状 況 に 置か れ て いる 。 回 復 を 支え て きた 内 需 
の うち 、 個 人 消費 は サー ビス を 中 心 に 、 イ ベン ト の 中 止 や 自粛 ・ 外 出 
控え に より 、 消 費 者 マイ ンド の 悪化 も 相まって 停滞 に 陥 っ て いる 。 ま 
た 、 設 備 投 資 は 、 感 染 症 拡大 以前 か ら 中 国 経済 の 減速 の 影響 等 に より 
横ばい 傾向 と な る 中 で 、 感 染 症 の 影響 に よる 業況 悪化 、 そ し て 先 が 見 


1 


えな いと いう 不 確 実 性 の 大 き さ が 企業 の 投資 意欲 を 姜 縮 させ る 要因 
と な っ て いる 。 


海外 経済 に 目 を 向け る と 、 感染 症 が パン デミ ッ ク (世界 的 な 大 流行 ) 

の 状態 と な り 、 欧 米 諸 国 を は じ め 各 国 で 、 都 市 封鎖 や 外出 制限 と いっ 
た 措置 が 採ら れる 中 、 需 要 が 大 幅 に 落ち 込む と と も に 、 サ プラ イチ ェ 
ー ン の 寸断 に より 供給 制約 が 生じ 、 グ ロー バル な ヒト や モノ の 流れ が 
急速 に 収縮 し て いる 。 世界 経済 の 成長 率 は 、 世 界 金融 危機 の 影響 で マ 
イナ ス に 陥っ た 平成 21 年 以来 の 、 そ し て それ を 超え る マイ ナス 成長 
の 可能 性 も 指摘 され て お り '、 そ れ が 顕在 化す れ ば 、 既 に 生じ て いる 
イン バウ ンド の 大 幅 減少 に 加え 、 我 が 国 の モノ ・ サ ービス の 輸出 全体 
も 大 幅 に 縮小 する こと が 見 込ま れる 。 


さら に 、 感 魏 症 拡大 の 収束 が 見 通せ ず 、 先 行き も 、 感 染 症 に よる 厳 
し い 状 況 が 続く と 見 込ま れ 、 感染 症 が 内 外 経 済 を さら に 下押し する リ 
スク に 十分 注意 する 必要 が ある 。 加え て 、 感 染 症 の 影響 に よる 、2020 
年 東京 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 の 一 年 延期 に より 、 イ 
ン バ ウ ンド を 含め 本 年 度 に 発現 が 期待 され て いた 需要 が 先送り され 
る こと に 加え 、 マ イン ド 面 へ の 影響 や 関連 イベ ント 主催 の 地域 等 へ の 
影響 も 懸念 され る 。 


こう し た 中 、 ア ベ ノ ミ クス の 下 で 改善 を 続け て きた 雇用 ・ 所 得 環 境 
に つい て は 、 本 年 春季 労使 交渉 で は 賃上げ 率 が 昨年 より 幾 分 低下 し た 
も の の 引き 続き 多く の 企業 が ベア を 実施 する 一 方 で 、 感染 症 の 影響 を 
強く 受け 、 パ ー ト ・ ア ル バ イ ト 労 働 者 の 収入 が 減少 し て いる 。 ま た 、 
事業 者 は 雇用 調整 助成 金 の 活用 等 で 何と か 雇用 維持 を 図 ろ うと し て 
いる 一 方 、 影響 の 大 きい 産業 を 中 心 に 、 求 人 の 減少 、 派遣 契約 や 採用 
内 定 の 取消 等 の 動き が 現れ 始め て いる 。 収束 後 の 経 済 の 力強い 回 復 の 
実現 に 向け 、 事 業 活動 の 継続 を 強力 に 支援 し 、 何と し て も 雇用 と 生活 


1 令 和 2 年 3 月 23 日 新型 コロ ナウ イル ス 非 常 事態 に 関す る G20 財務 大 臣 ・ 中 央 銀行 総裁 電話 
会 議 を 受け た ゲオ ル ギ エ バ 1I MF 専務 理事 に よる 声明 。 
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を 守り 抜か な けれ ば な ら な い 。 


また 、 プ ラス 傾向 で 推移 し て きた GDP ギャ ッ プ は 、 感 魏 症 拡大 以 
前 の 昨年 10-12 月 期 の 時 点 で 1.59%%、 年 率 換算 の 金額 で 約 8 兆 円 * の マ 
イナ ス (需要 不足 ) に 転じ た 後 、 本 年 1-3 月 期 も 、 感 染 症 の 影響 に 

より 拡大 し た と 見 込ま れる 。 世界 経済 の 情勢 も 踏ま える と 4 月 以降 も 
さら に 悪化 する と 考え られ 、 こ れ に 備え 、 感 染 症 の 甚大 な 影響 の マグ 
ニチ ュー ド に 見 合う だ け の 強大 な 経済 政策 を 講ず る こと に より 、 デフ 
レ へ の 後戻り を 食い 止め 、 デ フレ 脱却 ・ 経 済 再生 、 そ し て それ を 通じ 
た 財政 健全 化 へ の 道筋 を 確か な も の と し な けれ ば な ら な い 。 


II. 経済 対策 の 考え 方 


こう し た 中 で 、 こ れ ま で 政府 と し て は 、 感 薬 拡大 を 防止 し 、 早期 に 
収束 させ る と と も に 、 昨 年 度 末 に 先立ち 、 雇 用 の 維持 、 事 業 の 継続 、 
そし て 生活 の 下支え を 当面 、 最 優先 に 全力 で 取り 組む 観点 か ら 、「 新 
型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 関す る 緊急 対応 策 」 の 第 1 弾 ? 及び 第 2 弾 
4 、 さ ら に は 「 生 活 不安 に 対応 する た め の 緊 急 措置 」? (以下 、 総称 し 

て 「 緊 急 対応 策 」 と いう 。) と 、 金融 措置 を 含め 総額 2 兆 円 規模 の 皿 
急 に 対応 すべ き 対 策 を 臨機 応変 に 講じ 、 直 ち に 実行 し て き て いる 。 


その 上 で 、 上 記 の 経済 認識 に 立ち 、 海外 発 の 下方 リス ク に 対応 する 
等 の 目的 で 策定 し た 「 安 心 と 成長 の 未来 を 拓く 総合 経済 対策 」" (以下 
「 総 合 経 済 対策 」 と いう 。) に 加え て 、G20 首脳 会 議 に お ける 「 共 同 
戦線 を 張る 」 と の 合意 "に 基づく 国際 協調 の 下 、 危 機 克 服 に 向け 、 新 
た に 補正 予算 を 編成 し 、 前 例 に と ら わ れる こと な く 、 財 政 ・ 金 融 ・ 税 


2 内 閣府 試算 値 。 年 率 換算 の 金額 は 、 あ る 四半 期 の で DP ギャ ッ プ が 一 年 に わた り 続 いた 場 

合 の GDP ギャ ッ プ の 金額 。 

3 令 和 2 年 2 月 13 日 新型 コロ ナウ イル スネ 感染 症 対 策 本 部 決定 。 

4 令 和 2 年 3 月 10 日 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 本 部 決定 。 

5 令 和 2 年 3 月 18 日 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 本 部 決定 。 

6 令 和 元 年 12 月 5 日 閣議 決定 。 

? 令 和 2 年 3 月 26 日 新型 コロ ナッ ウイ ルス (COVID-19) に 関す る G20 首脳 テレ ビ 会 議 首脳 声明 。 
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制 と いっ た あら ゆる 政策 手段 を 総 動 貞 する こと に より 、 思い切っ た 規 
模 の 本 経済 対策 を 策定 し 、 可 及 的 速やか に 実行 に 移す 。 


く 2 つ の フェ ー ズ > 


本 経済 対策 は 、 基本 的 な 考え 方 と し て 、 大 きく は 次 の 2 つの 段階 を 
意識 し た も の と する 。 第 一 は 、 感 染 症 拡大 の 収束 に 目途 が つく まで の 
間 の 「 緊 急 支 援 フ ェ ー ズ 」 で あり 、 事態 の 早期 収束 に 強力 に 取り 組む 
と と も に 、 そ の 後 の 力 強い 回 復 の 基盤 を 築く た め に も 、 雇 用 と 事業 と 
生活 を 守り 抜く 段階 で ある 。 第 二 は 、 収 束 後 の 反転 攻勢 に 向け た 需要 
喚起 と 社会 変革 の 推進 、 い わ ば 「V 宇 回 復 フ ェ ー ズ 」 で あり 、 早 期 の 
V 宇 回 復 を 目指 し 、 観 光 ・ 運 輸 、 飲 食 、 イ ベン ト 等 大 幅 に 落ち 込ん だ 
消費 の 喚起 と 、 デ ジタル 化 ・ リ モー ト 化 な ど 未 来 を 先取 り し た 投資 の 
喚起 の 両面 か ら 反転 攻勢 策 を 講ず る 段階 で ある 。 


く 5 本 の 柱 > 


こう し た 2 つの フェ ー ズ を 意識 し 、 緊急 事態 宣言 が 行わ れ た 下 で の 
本 経済 対策 は 、 以 下 の 5 つ を 柱 と し て 、 国 民 の 命 と 健康 と 生活 を 守り 
抜く と の 重大 な 決意 を も っ て 、 強 大 か つ 効 果 の 大 きい 施策 を 展開 する 。 


第 一 に 、 感染 拡大 防止 策 と 医療 提供 体制 の 整備 及び 治療 楽 の 開発 で 
ある 。 国民 の 安心 の 確保 、 そ し て 経済 活動 の 一 刻 も 早い 再起 動 の た め 
に も 、 感染 拡 大 の 防止 と 早期 収束 に 引き 続き 全力 を 尽く す 。 この た め 、 
感染 の 連鎖 を 断ち 切る た め の ク ラス ター 対策 の 抜本 強化 な ど 感 柴 拡 
大 防止 策 や 、 感染 者 の 急増 化 に 備え た 重症 者 の 医療 に 重点 を 置く 医療 
提供 体制 の 早急 な 整備 と と も に 、 研究 開発 の 加速 に より 治療 薬 ・ ワ ク 
チン 等 の 開発 を 一 気 に 進め る 。 


第 二 に 、 雇用 の 維持 と 事業 の 継続 の た め の 支 援 の 更 な る 強化 で ある 。 
感染 症 拡大 の 収束 まで の 間 、 雇 用 ・ 事 業 活動 ・ 生 活 を 守り 抜き 、 危機 
を し の ぎ 切 る こと で 、 そ の 後 の 経済 の 力強い 回 復 へ の 基盤 を 築く 。 こ 
の た め 、「 緊 急 対応 策 」 で 講じ た 各種 措置 を 更に 強力 に 推し 進め 、 民 
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間 金 融 機関 で も 無利子 の 制度 融資 を 受け られ る 制度 や 、 特に 厳し い 影 
響 を 受け て いる 中 小 ・ 小 規模 事業 者 等 へ の 新た な 給付 金 、 収 入 に 相当 
の 減少 が あっ た 事業 者 に 対し 延滞 税 等 な し で 納税 等 の 猫 予 を 認め る 
特例 な ど 事 業者 の 資金 繰り や 雇用 の 維持 を あら ゆる 手段 で 強力 に 支 
援 す る 。 フ リー ラン ス の 方 々 を 含め 休業 等 に より 収入 が 減少 し 、 生 活 
に 困っ て いる 世帯 に 対し て は 、 新た な 給付 金 の 交付 な ど 思 い 切 っ た 支 
援 策 を 講ず する 。 


第 三 に 、 次 の 段階 と し て の 官民 を 挙げ た 経済 活動 の 回 復 で ある 。 感 
染 症 拡大 の 収束 後 の 経済 の V 宇 回 復 の た め の 反 転 攻勢 を 仕掛 け 、 日 本 
経済 を 一 気 町 成 に 安定 的 な 成長 軌道 に 戻す 。 こ の た め 、 甚大 な 影響 を 
受け て いる 観光 ・ 運 輸 業 、 飲 食 業 、 イ ベン ト ・ エ ンタ ー テ イン メン ト 
事業 を ター ゲッ ト に 、 官民 を 挙げ た キャ ン ペ ー ン と し て 大 規模 な 支援 
策 を 短期 集中 で 展開 する こと に より 、 消 費 を 思い 切っ て 喚起 し 、 地 域 
の 活力 を 取り 戻す 。 そ の 際 、 東 京 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 

会 の 延期 に 伴う 需要 の 先送り を 踏ま えた 経済 の 下支え に 対応 する 。 


第 四 に 、 将来 を 見 据え た 強 束 な 経済 構造 の 構築 で ある 。 今回 の 感染 
症 拡大 と いう 危機 を チャ ンス に 転換 し 、 将来 の 感染 症 リ スク に 対し て 
も 強 癌 な 経済 や 社会 の 構造 を 築き 、 中 長期 的 に 持続 的 な 成長 の 実現 に 
つなげ て いく 。 こ の た め 、 生 産 拠点 の 国内 回 帰 や 多元 化 を 通じ た 強固 
な サプライ チェ ー ン の 構築 を 強力 に 支援 する と と も に 、 テレ ワー ク や 
遠隔 教育 、 遠隔 診療 ・ 服 薬指 導 な ど I CT 等 を 活用 し た リモ ー ト 化 や 
デジ タル 化 の 取組 を 加速 する 。 そ の 際 、 公 共 投 資 の 早期 執行 に より 景 
気 の 下 支え に 万 全 を 期す 。 


第 五 に 、 今後 へ の 備え で ある 。 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 に 関 
する 予備 費 を 創設 し 、 感 染 の 状況 や 経済 動向 を 踏ま え 、 必要 な 対策 を 
貴 忠 な く 講じ て いく た め の 十 二分 の 備え を 整え る 。 

この よう に 、 局面 に 応じ て 適時 適切 な 政策 を 展開 する と いう 時 間 軸 
を 十分 意識 し な が ら 、 本 経済 対策 の 各 施策 を 戦略 的 に 実行 する こと に 
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より 、 感 染 症 の 影響 を し の ぎ 、 そ の 後 の 経済 の V 字 回 復 に つなげ 、 日 
本 経済 を 持続 的 な 成長 軌道 へ 戻す こと を 確実 に 成し遂げ る 。 


本 経済 対策 は 、「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 実体 経済 へ の 影響 に 
関す る 集中 ヒア リン グ 」 で 示さ れ た 現場 の 方 々 か ら の 切実 な 声 や 与党 
の 提言 を 踏ま え を 、 さ ら に は 政府 ・ 与 野党 連絡 協議 会 に お ける 議論 も 真 
撃 に 受け 止め て 策定 し た も の で ある 。 引き 続き 、 内外 に お ける 事態 の 
収束 まで の 期間 と 拡がり 、 経済 や 国民 生活 へ の 影響 を 注意 深く 見 極め 
る と と も に 、 各 方 面 か ら の 要望 を 踏ま え 、 必要 に 応じ て 、 時 機 を 逸 す 
る こと な く 了 臨機 応変 か つ 果 断 に 対応 する 。 


日 本 銀行 に お いて は 、 企 業 金 融 の 円 滑 確保 に 万 全 を 期す と と も に 、 
金融 市 場 の 安定 を 維持 する 等 の 観点 か ら 、 金融 緩和 を 強化 する 措置 が 
と られ て いる 。 強力 な 金融 緩和 が 実施 され る 下 で 、 政 府 は 、 本 経済 対 
策 に よる 強大 な 財政 政策 を 講じ 、 感染 症 の 経済 的 影響 に 対す る 適切 な 
ポリ シー ミッ クス を 図る 。 引き 続き 、 政府 は 日 本 銀行 と 危機 感 を 共有 
し 、 緊 密 な 連携 の 下 、 こ の 難局 に 立ち 向かっ て いく 。 


第 2 章 取り 組む 施策 


第 1 章 の 基本 的 な 考え 方 に 基づき 、 本 経済 対策 は 、 ① 感 魏 拡 大 防止 
策 と 医療 提供 体制 の 整備 及び 治療 薬 の 開発 、 ② 雇 用 の 維持 と 事業 の 継 
続 、③ 次 の 段階 と し て の 官民 を 挙げ た 経済 活動 の 回 復 、 ④ 強 勤 な 経済 
構造 の 構築 、⑤ 今 後 へ の 備え 、 を 5 つの 柱 と し 、 以 下 に 掲げ る 施策 を 、 
時 間 軸 を 十分 に 意識 し つつ 、 戦略 的 に 実行 する 。 施策 の 実行 に あたっ 
て は 関係 者 が 緊密 に 連携 し 一 丸 と な っ て 取り 組む 。 

また 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 拡大 を 防止 する と と も に 、 感 染 撤 
大 の 影響 を 受け て いる 地域 経済 や 住民 生活 を 支援 し 地方 創 生 を 図る 
た め 、 本 経済 対策 の 全て の 事項 に つい て の 対応 と し て 、 地 方 公共 団体 
が 地域 の 実情 に 応じ て きめ 細やか に 必要 な 事業 を 実施 で きる よう 、 
「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感 朱 症 対応 地方 創 生 臨時 交付 金 (仮称 )」 を 創 
設 する 。 

あわ せ て 本 経済 対策 に 盛り 込ま れ た 施策 を は じ め 、 新型 コロ ナウ イ 
ルス 感染 症 に 関す る 政府 の 取組 や 我が国 の 状況 に つい て 、 国 民 及 び 諸 
外国 に 対し て 、 分 か りや すく か つづ 正確 な 形 で 伝わる よう 、 効 果 的 な 情 
報 発信 ・ 広 報 を 実施 する 。 


[ . 感染 拡大 防止 策 と 医療 提供 体制 の 整備 及び 治療 薬 
の 開発 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 拡大 を 止め る こと が 、 経済 の 観点 か ら 
も 最 重要 で ある 。 国 民 の 命 と 健康 を 守る た め 、 ま ず は 、 資 源 を 集中 投 
入 し て 感染 拡大 防止 策 を 充実 させ 、 一 日 も 早い 国民 の 不安 解消 を 図る 。 

まず 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 に よっ て 例年 を 大 幅 に 上 回 
る 需要 が 発生 し て いる マス ク ・ 消 毒液 等 に つい て 、 十 分 な 供給 量 を 確 
保 し 、 医 療 機関 を は じ め と する 必要 な 施設 に 確実 に 配布 する 。 

足下 の 感染 拡大 へ の 対応 と し て 、 必要 な 検査 が 確実 に 受け られ る 体 


制 を 確保 する と と も に 、 いわ ゆる 「3 つ の 密 」『 を 避け る 行動 の 徹底 等 
の 感染 拡大 防止 に 向け た 協力 を お 願い し な が ら 、 感 築 の 連鎖 を 断ち 切 
る た め の ク ラス ター 対策 を 抜本 的 に 強化 する 。 同時 に 、 感 染 者 の 更 な 
る 急増 に 備え 、 重症 者 へ の 医療 に 重点 を 置く 医療 提供 体制 の 整備 を 早 
急 に 進め る 。 こ れ ら 感染 拡大 防止 策 や 医療 提供 体制 の 整備 に つい て 、 
地域 の 感染 状況 等 の 実情 に 応じ て 、 各 都 道府県 が 必要 と する 対応 を 柔 
軟 か つ 機 動 的 に 実行 し て いく こと が で きる よう 、「 新 型 コ ロナ ウイ ル 
ス 感 薬 症 緊急 包括 支援 交付 金 (仮称 )」 を 創設 する 。 

決定 的 な 治療 法 が 存在 せ ず 発症 すれ ば 対症 療法 を 根気 強く 続け る 
し か な いこ と が 世界 的 に も 大 き な 不 安 の 原因 で あり 、 治 療 薬 や ワク チ 
ン の 研究 開発 を 最 優 先 の 課題 と し て 加速 する 。 

帰国 者 等 の 受入 れ 体 制 の 強化 や 情報 発信 の 充実 、 感染 国 等 へ の 国際 
協力 等 も 進め る こと で 、 感 染 拡 大 の リス ク の 最大 限 の 低減 を 図る 。 

こう し た 措置 に つい て 必要 な 予算 を 補正 予算 に 計上 する と と も に 、 
今後 の 動向 に つい て は 見 込み 難い 面 も ある こと か ら 、 新型 コロ ナウ イ 
ルス 感染 症 の 拡大 や ワク チン 等 の 開発 状況 等 を 踏ま え 、 更 な る 対応 が 
必要 と な る 場合 に は 、 別 途 措 置 す る 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 
予備 費 (仮称 )」 を 活用 し て 上 記 交 付 金 を 増額 する な ど 、 必 要 な 措置 
を 速やか に 講ず る 。 


1. マス ク ・ 消 毒液 等 の 確保 


国内 で マス ク ・ 消 毒液 等 を 製造 する 企業 に 対し て 生産 設備 へ の 投資 
を 支援 する こと で 更 な る 増産 に 取り 組み 、 マ スク に つい て は 月 7 億 枚 
を 超え る 供給 を 確保 する な ど 、 例年 の 需要 を 上 回 る 供給 量 を 確保 する 。 
その 上 で 、 マ スク 等 の 衛生 資材 を 、 介 護 施設 、 障 害 者 福祉 施設 、 保 
育 所 及び 学校 等 に 配布 する 。 布製 マ スク に つい て は 、 政 府 に よる 買上 
げに より 、 介 護 施設 利用 者 等 及び 妊婦 に 対し て 、 順 次 、 必 要 な 枚数 を 
配布 する と と も に 、 全国 の 小学 校 ・ 中 学校 ・ 高 等 学校 ・ 特 別 支援 学校 ・ 


9 「 換 気 の 悪 い 密閉 空間 」「 多 数 が 集まる 密集 場所 」「 間 近 で 会 話 や 発声 を する 密接 場面 」。 
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高等 専修 学校 等 の 児童 ・ 生 徒 及び 教職 員 に 対し て 、4 月 以降 、1 人 2 
枚 配布 する 。 加 えて 、 全 国 で 5,000 万 余り の 世帯 全て を 対象 に 1 住所 
当たり 2 枚 配 布 する 。 

また 、 学校 等 に お いて 、 衛 生 環 境 を 改善 し 、 感染 の リス ク を 低減 さ 
せる 。 


・ マス ク ・ ア ルコ ー ル 消毒 液 等 生産 設備 導入 補助 事業 (経済 産業 省 ) 
・ 介護 施設 利用 者 等 及び 妊婦 へ の 布製 マス ク の 配布 等 (厚生 労働 省 ) 
・ 学校 や 児童 福祉 施設 等 に お ける マス ク 購 入 等 の 感 生 拡 大 防止 に 係 
る 支援 (文部 科学 省 、 厚 生 労働 省 、 内 閣府 ) 
・ 全 世 帯 を 対象 と し た 布製 マス ク の 配布 (厚生 労働 省 ) 
・ 学校 に お ける 衛生 環境 の 改善 支援 (文部 科学 省 ) 
・ 自衛 隊 ・ 警 察 ・ 収 容 施設 に お ける 新型 コロ ナウ イル ス 感 業 症 対策 
の 強化 (防衛 省 、 警 察 庁 、 法 務 省 ) 
等 


2. 検査 体制 の 強化 と 感染 の 早期 発見 


P CR 検査 の 検査 機器 の 導入 を 支援 する こと で 、 検 査 機関 ・ 医 療 機 
関 等 に お ける 簡易 検査 等 の 迅速 な 検査 を 促進 し 、 検査 能力 を 一 層 増 強 
する と と も に 、 保険 適用 自己 負担 分 の 公費 負担 を 引き 続き 実施 する な 
ど 、 必要 な 新型 コロ ナウ イル ス 検 査 が 確実 に 受け られ る 体制 を 確保 す 
る 。 ま た 、P CR 法 に 加え て 、 抗 体 法 、 抗 原 法 の 検査 手法 の 開発 と 検 
査 に 必要 な 資材 の 確保 を 進め る 。 国 と 地方 自治 体 の 連携 の 下 、 保 健 所 
の 体制 強化 に 迅速 に 取り 組み な が ら 、 い わ ゆ る クラ スタ ー と 呼ば れる 
集団 感染 の 早期 特定 を 促進 し 、 患者 の 早期 発見 と 重症 化 予防 に つなげ 
る 。 


・ 全国 の 検疫 所 に お ける PCR 検 査 機器 の 配備 等 に よる 検疫 ・ 検 査 


9 ポリ メラ ー ゼ 連鎖 反応 (Polymerase Chain Reaction)。DNA の 断片 を 増幅 する 技術 。 
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体制 の 強化 (厚生 労働 省 ) 

・ PCR 検 査 等 に お ける 自己 負担 分 の 公費 負担 に よる 検査 等 の 着実 
な 実施 (厚生 労働 省 ) 

・ 新た な 検査 法 の 確立 等 に 向け た 研究 基盤 の 強化 (文部 科学 省 ) 

・ 新型 コロ ナウ イル ス に 係る ゲノム 解析 等 に よる 感染 拡大 防止 の た 
め の 体制 整 備 事業 (厚生 労働 省 ) 

・ 感染 地 域 へ の クラ スタ ー の 専門 家 の 派遣 (厚生 労働 省 ) 


3. 医療 提供 体制 の 強化 


感染 者 の 更 な る 急増 に 備え 、 重症 者 へ の 医療 に 重点 を 置く 医療 提供 
体制 を 早急 に 整備 する 。 

まず 、 病 床 の 確保 や 医療 機器 の 整備 、 呼 吸 器 疾 患 の 専門 医 ・ 看 護 師 
等 の 確保 、 ガ ウン 等 の 医療 資材 の 確保 も 含め 、 ヒ ト ・ モ ノ 両 面 か ら の 
抜本 的 強化 を 図る 。 具体 的 に は 、 全 国 で 感染 症 指定 医療 機関 等 の 病床 
を 更に 積み 増し 、 緊 急 時 に は 5 万 を 超え る 病床 を 確保 する と と も に 、 
重症 者 の 治療 に 必要 と な る 人 工 呼 吸 器 ・ 人 工 肺 の 更 な る 整備 に 取り 組 
む 。 ま た 、 医 療 用 マス ク を 全国 の 医療 機関 等 に 対し て 4 月 中 に 追加 で 
1, 500 万 枚 を 配布 する な ど 、 医 療 用 マス ク ・ ガ ウン 等 を 国 に お いて 確 
保 し 、 必要 な 医療 機関 等 に 対し て 優先 配布 する 。 あ わせ て 、 愚 者 を 受 
け 入 れる 医療 機関 に つい て 、 診 療 報酬 に お いて 、 感 染 防 止 に 留意 し た 
対応 等 を 特例 的 に 評価 する 。 重症 肺炎 の 症例 の 蓄積 と 共有 に 取り 組む 。 


・ 国立 病院 機構 (NHO) 及び 地域 医療 機能 推進 機構 (J CHO) 
に お ける 医療 提供 体制 の 整備 (厚生 労働 省 ) 

・ 都 道 府 県 に お ける 医療 機関 の 体制 (病床 ・ 人 工 呼吸 器 ・ 人 工 肺 ・ 
医療 従事 者 等 ) 及び 軽症 者 等 の 医療 機関 以外 の 療養 場所 等 の 確保 
(『 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 緊 急 包 括 支援 交付 金 (仮称 )」 の 創 
設 ) (厚生 労働 省 ) 


10 


「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感 委 症 対応 地方 創 生 臨時 交付 金 (仮称 )」 の 
創設 (内 閣府 ) 

・ 人 工 呼吸 器 生産 の た め の 設 備 整 備 事業 (経済 産業 省 ) 

・ ECMO" チ ー ム 等 養成 研修 事業 (厚生 労働 省 ) 

・ 大 学 病院 に お ける 高度 医療 の た め の 機 器 整備 ・ 人 材 養 成 支援 ( 文 
部 科学 省 ) 

・ 医療 機関 等 へ の 医療 用 マス ク ・ ガ ウン 等 の 優先 配布 (厚生 労働 省 ) 

・ 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 患者 の 入院 医療 費 の 公費 負担 (厚生 労 
働 省 ) 

・ 陽性 無 症状 患者 及び 軽症 者 の 受入 れ 可 能 な 施設 の 整備 (厚生 労働 
省 、 警 察 店 ) 

・ 遠隔 健康 相談 事業 体制 強化 事業 (経済 産業 省 ) 

・ 電話 や 情報 通信 機器 に よる 服薬 指導 等 を 行っ た 患者 に 対し て 薬局 
が 薬剤 を 配送 する な どの 費用 の 支援 (厚生 労働 省 ) 

・ 全国 の 病院 の 医療 提供 体制 (患者 受入 体制 、 物 資 ・ 医 療 機器 等 の 
保有 状況 等 ) や 生活 関連 施設 の 必要 物資 の 状況 等 を 関係 機関 で 効 
率 的 に 把握 ・ 共 有する 仕組 み の 構 築 ・ 運 用 (厚生 労働 省 、 内 閣 官 
房 ) 

・ 医療 提供 の 場 の 確保 の た め の 病 院 船 の 活用 の 検討 (内 閣府 、 厚 生 
労働 省 、 国 土 交 通 省 、 防 衛 省 ) 

・ 消防 ・ 自 衛 隊 に お ける 救急 活動 用 の 車両 ・ 資 器材 等 の 整備 (総務 
省 、 防 衛 省 ) 

等 


〇 オン ライ ン 診 療 ・ 服 薬指 導 に つい て 実施 すべ き 事 項 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 が 急激 に 拡大 し て いる 状況 の 中 で 、 院内 
感 菜 を 含む 感染 防止 の た め 、 非 常時 の 対応 と し て 、 オ ン ラ イン ・ 電 話 
に よる 診療 、 オ ン ラ イン ・ 電 話 に よる 服薬 指導 が 希望 する 患者 に よっ 


10 体外 式 膜 型 人 工 肺 (Extracorporea1 Membrane Oxygenation) 。 
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て 活用 され る よう 直ちに 制度 を 見 直し 、 で きる 限り 早期 に 実施 する 。 


(1) オン ライ ン 診 療 ・ 電 話 診療 の 活用 
① オ ン ラ イン 診療 ・ 電 話 診 療 の 拡充 (初診 対面 原則 の 時 限 的 緩和 ・ 
診療 報酬 上 の 取扱 い の 見 直し ) 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 感染 が 拡大 し 、 医療 機関 へ の 受診 が 
困難 に な りつ つ あ る 状況 下 に お いて 、 国 民 ・ 患 者 が 安心 し て 医療 を 
受け る こと が で きる よう 、 初 診 も 含め 、 電 話 や 情報 通信 機器 (以下 
「 電 話 等 」 と いう 。) で 医療 機関 へ ヘア クセ ス し 、 適 切な 対応 が 受け 
られ る 仕組 み を 整備 する 。 具体 的 に は 、 医 療 の 提供 が 必要 と 考え る 
国民 ・ 患 者 に 対し て 、 電 話 等 に より アク セス 可能 な 医療 機関 又は 医 
療 機関 の 窓口 と な る 連絡 先 等 の 情報 を 提供 する 体制 を 整備 し つつ 、 
当該 情報 に 基づき 電話 等 で 連絡 し た 患者 に 対し て 、 対応 する 医療 機 
関 の 医師 は 電話 等 に よる 適切 な 診療 を 実施 し 、 過去 に 受診 歴 が ある 
又は 診療 情報 提供 書 、 地域 医療 ネッ トワ ー ク 、 健康 診断 の 結果 等 に 

より 基礎 疾患 の 情報 が 把握 で き て いる 患者 に つい て は 、 医師 の 判断 
で 診断 や 処方 を 行う 。 

さら に 、 過 去 に 受診 歴 の な い 者 に つい て 、 医 療 機関 (患者 の 利便 
CS RG RR 

診療 を 行う 医師 は 、 そ の 判断 に より 診断 や 処方 を 実施 する 。 こ の 
2 医薬 品 の 横流し 等 の リス ク に 対応 する た め に 、 医 
薬品 の 処方 に 一 定 の 制限 を 行う こと と する 。 

な お 、 電 話 等 に よる 診断 や 処方 を 行う に 当たっ て は 、 以 下 の 点 に 
も 十分 留意 する こと と する 。 


・ 電話 等 に よる 診療 を 行う 場合 は 、 医 師 が 地域 に お ける 医療 機関 の 
連携 の 下 で 実効 ある フォ ロー アッ プ を 可能 と する た め 、 必要 に 応 
じ た 対 面 診療 へ の 移行 や あら か じ め 承 諾 を 得 た 他 医 療 機関 に 紹 
介 で きる こと を 条件 と する 。 

・ 患 者 の な りす まし の 防止 や 虚偽 の 申告 に よる 処方 を 防止 する た め 
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に 可能 な 限り の 措置 を 講ず る 。 

さら に 、 電 話 等 に よる 診療 を 実施 し た 場合 に 、 医 療 機関 が 十分 な 
対価 を 得 ら れる よう に する と と も に 、 オ ン ラ イン 診療 が より 実施 ・ 
提供 され や すく な る よう 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 対応 下 に お 
いて は 、 オ ン ラ イン 診療 実施 医療 機関 に お ける 1 月 当たり の オン ラ 
イン 診療 料 の 算定 回 数 の 割合 の 制限 ( 1 割 以下 ) を 見 直す 。 


② 医 療 関係 者 、 国 民 ・ 患 者 へ の 周知 徹底 

上 記 の 事項 を 実施 する 上 で 、 電 話 等 に よる 診療 に つい て 医療 関係 
者 及び 国民 ・ 患 者 に 対し て 周知 を 徹底 する 。 あ わせ て 、 電 話 等 に よ 
る 診療 を 実施 する 医療 機関 の 一 覧 を ホー ムペ ー ジ 等 で 公表 し 、 逐次 
更新 する 。 


(2) オン ライ ン 服 薬指 導 ・ 電 話 服薬 指導 の 活用 

① オ ン ラ イン 服薬 指導 ・ 電 話 服薬 指導 の 拡充 (時 限 的 対応 ) 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 対応 下 に お いて 、 患 者 ・ 服 薬 情報 に 
基づき 薬剤 師 が 適切 と 判断 し た 場合 に は 、 薬剤 の 適正 使用 を 確保 す 
る と と も に 、 不 正 入手 防止 策 を 講じ た 上 で 、 当 該 患 者 が 電話 等 に よ 
る 診療 を 受診 し た 場合 の みな ら ず 、 対面 診療 を 受診 し た 場合 に お い 
て も 電話 等 に よる 服薬 指導 を 可能 と する 。 


② 電 話 等 に よる 受診 勧奨 時 の 一 般 医薬 品 の 提供 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 対応 下 、 上 記 (1) ① に お ける 医師 
が 電話 等 に より 患者 に 対し て 一 般 用 医薬 品 を 用 いた 自宅 療養 等 の 
助言 等 を 実施 し た 場合 に は 、 薬 局 等 は 当該 患者 の 求め に 応じ 、 一 般 
用 医薬 品 を 患者 宅 に 提供 する 。 


③ 薬 局 、 医 療 関係 者 及び 国民 ・ 患 者 へ の 周知 徹底 等 
上 記 の 事項 を 実施 する 上 で 、 電話 等 に よる 服薬 指導 及び 薬剤 の 配 
送 に つい て その 実施 方 法 等 を 具体 化 ・ 明 確 化し つつ 、 全 て の 薬局 が 
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対応 する こと を 含め 、 薬 局 、 医 療 関係 者 及び 国民 ・ 患 者 に 対し て 周 
知 を 徹底 する 。 


(3) 対応 期間 内 の 検証 

上 記 (1) 及び (2) は いずれ も 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 感 
染 が 拡大 し 、 医療 機関 へ の 受診 が 困難 に な りつ つ あ る 状況 下 に ある 
こと に 鑑み て 時 限 的 な 対応 と する も の で ある こと か ら 、 感染 が 収束 
する まで の 間 と し 、 原 則 と し て 3 か 月 ご と に 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス . 
感染 症 の 感染 拡大 の 状況 や 、( 1) 及び (2) の 実用 性 と 実効 性 確 
保 の 観点 、 医療 安全 等 の 観点 か ら 改善 の た め に 検証 を 行う こと と す 
る 。 そ の 際 、 都 道府県 単 位 の 協議 会 が 実績 や 地域 と の 連携 状況 に つ 
いて の 評価 を 行う こと と する 。 


4. 治療 薬 ・ ワ クチ ン の 開発 加速 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 感染 拡大 を 根本 的 に 解決 する た め 、 最 
優先 の 課題 で ある 有効 な 治療 薬 や ワク チン の 開発 ・ 普 及 を 世界 の 英知 
を 結集 し て 一 気 に 加 速 す る と と も に 、 有効 性 と 安全 性 が 確認 され た 治 
療 薬 ・ ワ クチ ン の 早期 活用 を 図る 。 

具体 的 に 、 ア ビ ガ ン 「 に つい て は 、 海 外 と 協力 し な が ら 了 臨床 研究 を 
拡大 する と と も に 薬 の 増産 を 開始 し 、 令 和 2 年 度 内 に 200 万 人 分 の 備 
蓄 を 確保 する こと を 目指 す 。 ま た 、 フ サン “に つい て は 、 観 察 研究 等 
と し て 、 事 前 に 同意 を 得 た 患者 へ の 投与 を 進め る 。 さ ら に 、 大 学 や 民 
間 企業 に お ける 治療 薬 や ワク チン の 開発 ・ 供 給 に 向け た 動き を 力強く 
後押し し 、 特に 、CEP 1"、Ga v i "へ の 拠出 を 通じ て 世界 に 貢献 


! 新型 イン フル エン ザ の 治療 薬 と し て 承認 を 受け 、 ウ イル ス の 増殖 を 防ぐ 効能 が ある が 、 副 
作用 と し て 胎児 に 対す る 催 奇 形 作 な ど が 確認 され て お り 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 対 
し て は 新型 イン フル エン ザ の 場合 より も 増量 し て 投与 する こと が 検討 され て いる こと を 踏 
まえ 、 こ うし た 効能 や 副作用 、 使 用 上 の 注意 事項 に つい て 十分 な 周知 が 必要 。 

2 膝 炎 の 治療 楽 と し て 承認 を 受け 、 ウ イル ス の 増殖 を 防ぐ こと が 期待 され て いる 薬 。 

3 感染 症 流行 対策 イノ ベー ショ ン 連 合 (Coa1ition for Epidemic Preparedness tnnovations)。 

1 Ga vi ワク チン アラ イア ンス (Gavi, the Vaccine Al11iance )。 
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する 。 ま た 、 楽 事 承認 が され た 有効 な り ク チン に つい て は 、 国 内 企業 
の 開発 を 後押し する 観点 も 踏ま え 、 国家 備蓄 分 と し て 購入 する な どの 
措置 を 速やか に 検討 する 。 


・ アビ ガン 生産 の た め の 設 備 整備 事業 (経済 産業 省 ) 

・ フサ ン 等 の 既存 治療 薬 の 治療 効果 及び 安全 性 等 の 検討 (厚生 労働 
省 ) 

・ 日 本 医療 研究 開発 機構 (AMED) へ の 出資 ・ 補 助 に よる 治療 薬 ・ 
ワク チン の 開発 の 加速 (内 閣府 、 文 部 科学 省 、 厚 生 労 働 省 ) 

・ ワク チン 開発 に 向け た CE P I へ の 拠出 (厚生 労働 省 ) 

・ 途上 国 支援 に 向け た G a v i へ の 拠出 (外務 省 、 厚 生 労働 省 ) 

・ 治療 薬 ・ ワ クチ ン の 開発 に 資す る デー タ 連携 基盤 の 構築 (内 閣府 ) 

守 


5. 帰国 者 等 の 受入 れ 体 制 の 強化 


国内 の 感染 拡大 を 防止 する た め 、 海 外 に 在留 する 邦人 も 含め 、 機 動 
的 な 水際 対策 を 忠 踏 な く 講 ずる 。 入国 拒否 対象 地域 か ら 帰 国 し た 邦人 
に 対し て 、 空 港 に お ける P CR 検査 を 確実 に 実施 する な ど 検 疫 ・ 検 査 
体制 を 強化 する 。 隔離 が 必要 な 帰国 者 等 の 受入 れ 体 制 に つい て 、 公 共 
交通 機関 に 代わ る 移動 手段 の 確保 を 含め 、 関 係 省 庁 の 連携 に より 、 十 
分 に 確保 する 。 


・ 全国 の 検疫 所 に お ける PC 検査 機器 の 配備 等 に よる 検疫 ・ 検 査 
体制 の 強化 (厚生 労働 省 )【 再 掲 】 

・ 緊急 事態 発生 時 に お ける 海外 在留 邦人 保護 等 の た め の 即 応 体制 強 
化 (外務 省 ) 

・ 国立 青少年 教育 振興 機構 の 受入 れ 環境 を 確保 する 取組 へ の 支援 
(文部 科学 省 ) 

・ 隔離 が 必要 な 帰国 者 等 の 受入 れ 可 能 な 施設 の 整備 (防衛 省 ) 
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真 に 国民 目線 に 立っ た 正確 か つ 分 か りや すい 情報 発信 を 迅速 に 行 
う 。 広報 担当 官 の 設置 に 加え 、 関係 省庁 ご と に 発信 し て いる 情報 の 政 
府 全体 で の 集約 や 、 ウ ェ ブ 上 に お ける ワン スト ッ プ ・ プ ラッ ト フ ォ ー 
ム の 作成 等 に と ど ま ら ず 、 国 民 の 知り た い 情 報 を 包括 的 に 分 か りや す 
く 伝 える 観点 か ら の 効果 的 な 広報 を 徹底 する 。 治療 薬 や ワク チン の 開 
発 状 況 に 関し て 、 分 か りや すい 情報 発信 に 努め る 。 感染 者 等 に 対す る 
誤解 や 偏見 に 基づく 差別 を 行わ な か いこ と を 呼び 掛け る 啓発 を 進め る 。 
あわ せ て 、 1 年 後に 延期 と な っ た 東京 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 
競技 大 会 も 見 据え 、 日 本 に 対す る 信頼 を 高め る た め の 国 際 広 報 を 充実 
させ る 。 


・ ポー タル サイ ト 開 設 に よる 広報 の 強化 (内 閣 官房 ) 

・ ソー シャ ル メ ディ ア 等 を 通じ た 我が国 の 対応 に つい て の 国外 向け 
青 報 発信 の 強化 (外務 省 ) 

・ 国民 の 不安 や 疑問 に 対応 する た め の コ ー ル セン ター の 設置 (厚生 
労働 省 ) 

・ 地方 公共 団体 か ら 住民 へ の 新型 コロ ナウ イル ス 感 業 症 等 に 関す る 
情報 伝達 手段 の 整備 (総務 省 ) 

・ 新型 コロ ナウ イル ス 感 業 症 に 対応 し た 心 の ケア 支援 (厚生 労働 省 ) 

・ 外国 人 の 適切 な 医療 機関 受診 方 法 等 の 周知 (厚生 労働 省 ) 

等 


7. 感染 国 等 へ の 緊急 支援 に 対す る 拠出 等 の 国際 協力 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 更 な る 拡大 と 、 そ の 延長 線 で 懸念 され 
る 我が国 へ の 流入 を 阻止 する た め 、 現地 で 活動 する 国際 機関 と も 連携 
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し 、 感染 拡大 の 可能 性 が 高い 国 の 医療 体制 や 公衆 衛生 の 向上 を 支援 す 
る 。 特 に 、 保 健 シ ステ ム が 見 弱 な 発展 途上 国 に 対し て 、 医 療 ・ 保 健 分 
野 に お ける 無償 資金 協力 や 医薬 品 ・ 物 資 支 援 、 技 術 協力 、 国 際 連 合 児 
童 基金 (UN I CEF)・ 国 際 連 合 開発 計画 (UNDP)・ 国 際 通 貨 基 
金 (IMF)・ 世 界 銀行 グル ー プ (WBG)・ ア ジア 開発 銀行 (ADB) 
等 の 国際 機関 を 通じ た 国際 協力 の 一 層 の 拡大 を 図る 。 


・ 無償 資金 協力 、UN ICEF、UNDP 等 を 通じ た 途上 国 へ の 医 
療 関連 機材 や 感染 防護 資 機材 の 供与 (外務 省 ) 
・ 保健 分 野 等 の 専門 家 の 派遣 等 に よる 技術 協力 (外務 省 ) 
・ 国際 原子 力 機関 (I AEA) を 通じ た 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 
の 早期 診断 ・ 検 査 能 力 の 構築 支援 (外務 省 ) 
等 


8. 学校 の 臨時 休業 等 を 円 滑 に 進め る た め の 環 境 整 備 


感染 拡大 防止 の た め の 学校 の 臨時 休業 等 に より 影響 を 受け る 子 育 
て 世帯 に 対し て 、 子供 の 居場所 ・ 学 習 機会 ・ 心 の ケア 等 の 確保 や 修学 
旅行 の 中 止 ・ 延 期 に 伴う 追加 的 費用 の 支援 、 子 供 の 世話 を する 保護 者 
の 有給 で の 休暇 取得 支援 を 図る 。 


・ 放課後 児童 クラ ブ 及 び フ ァ ミ リー・ サ ポー ト ・ セ ンタ ー 事 業 に お 
ける 学校 の 臨時 休業 等 に 伴う 対応 に 対す る 財政 支援 (厚生 労働 省 、 
内 閣府 ) 

・ 学習 指導 上 員 の 追加 配置 (文部 科学 省 ) 

・ 学校 の 一 斉 臨 時 休業 の 要請 に 伴う 修学 旅行 の 中 止 や 延期 に 係る 追 
加 的 費用 へ の 支援 (文部 科学 省 ) 

・ 子供 た ちの 自然 体験 ・ 文 化 芸術 体験 ・ 運 動機 会 の 創出 (文部 科学 
省 ) 

・ 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に よる 小学 校 休業 等 対応 助成 金 ・ 支 援 
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金 (厚生 労働 省 ) 
・ 小学 校 の 臨時 休業 等 に 伴う 企業 主導 型 ベ ビー シッ ター 利用 者 支援 
事業 (内 閣府 ) 
・ 特別 支援 学校 等 の 臨時 休業 に 伴う 放課後 等 デイ サー ビス へ の 支援 
等 事業 (厚生 労働 省 ) 
等 


I. 雇用 の 維持 と 事業 の 継続 


新型 コロ ナウ イル ス 感染 症 に よる 経済 活動 の 急速 な 縮小 に 伴い 、 中 
小 ・ 小 規模 事業 者 や フリ ー ラ ンス を 含む 個人 事業 主 を 取り 巻く 環境 は 
極め て 厳し く 、 事 業 の 継続 や 雇用 の 維持 が 危 ぶ が な まれ て いる 。 こ の 危機 
を し の ぎ 、 次 の 段階 で ある 経済 の 力強い 回 復 へ の 基盤 を 築く た め 、 困 
密 し て いる 事業 者 や 生活 者 へ の 新た な 給付 金 制度 の 創設 を は じ め 、 財 
政 ・ 金 融 ・ 税 制 と いっ た あら ゆる 政策 手段 を 総動員 し 、 雇 用 と 事業 、 
そし て 国民 の 生活 、 文 化 芸 術 の 灯 を 守り 抜く 。 


1. 雇用 の 維持 


国民 生活 に と っ て 最も 重要 な 雇用 の 維持 に 、 引き続き 全力 を 挙げ て 
取り 組む 。 こ の た め 、 雇 用 調整 助成 金 に つい て 、 緊 急 対応 期間 ( 令 和 
2 年 4 月 1 日 か ら 6 月 30 日 まで ) に お いて 、 助 成 率 を 、 中 小 企業 は 
5 分 の 4、 大 企業 は 3 分 の 2 に 引き 上 げ 、 さ ら に 解雇 等 を 行わ な い 場 
合 に は 、 中 小 企業 は 10 分 の 9 、 大 企業 は 4 分 の 3 と する と と も に 、 
必用 保険 被 保険 者 で な い 非 正規 雇用 労働 者 も 対象 と する な どの 拡充 
を 行う 。 あ わせ て 、 制 度 を 利用 する 事業 者 の 利便 の た め 、 残 業 相殺 の 
停止 、 支 給 迅 速 化 の た め の 事 務 処 理 体制 の 強化 、 手 続 の 簡素 化 を 行 


に 


つう 


15 この ほか 、 生産 指標 の 支給 要件 に つい て 、 対 前 年 同月 比 10% 以 上 低下 か ら 5 % 以 上 低下 に 
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内 定 が 取り 消さ れ た 学生 等 の 早期 就職 支援 の た め 、 新卒 応援 ハロ ー 
ワー ク に 新卒 者 等 を 対象 と し た 特別 相談 窓口 を 設置 する と と も に 、 非 
正規 選 用 労働 者 や 外国 人 労働 者 等 向け に ハロ ー ワ ー ク に お ける 相談 
支援 体制 を 強化 する 。 


・ 雇用 調整 助成 金 の 特例 措置 の 更 な る 拡大 (厚生 労働 省 ) 

・ 新卒 応援 ハロ ー ワ ー ク に お ける 内 定 取消 者 に 対す る 特別 相談 窓口 
の 設置 (厚生 労働 省 ) 

・ ハロ ー ワ ー ク に お ける 外国 人 労働 者 、 事 業 主 、 非 正規 雇用 労働 者 、 
就職 支援 又は 住居 ・ 生 活 支援 を 必要 と する 求職 者 等 に 対す る 相談 
支援 体制 等 の 強化 (厚生 労働 省 ) 

・ 雇用 保険 を 受給 で き な い 求職 者 を 対象 と する 求職 者 支援 訓練 の 拡 
充 (対象 者 数 の 拡充 等 ) (厚生 労働 省 ) 

・ 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 拡大 に より 困難 を 抱え る 外国 人 材 の 受入 
れ 支 援 体 制 強化 (法務 省 ) 

等 


2. 資金 繰り 対策 


事業 の 継続 を 強力 に 支援 すべ く 、 中 小 ・ 小 規模 事業 者 や 中 堅 企業 ・ 
大 企業 の 資金 繰り 対策 に 万 全 を 期す 。 個人 事業 主 や 売上 が 急減 し た 中 
小 ・ 小 規模 事業 者 、 生 活 衛生 関係 営業 者 に 対す る 、 利子 補給 を 組み 合 
わせ た 実質 無利子 ・ 無 担保 の 融資 に つい て 、 十 分 な 規模 の 融資 枠 を 確 
保 す る と と も に 、 手 続き の 迅速 化 に 努め る 。 ま た 、 更 な る 事業 者 の 金 
利 負担 及び 返済 負担 の 軽減 を 図る た め 、 日 本 政策 金融 公庫 等 の 既往 債 
務 に つい て 、 実 質 無 利子 ・ 無 担保 融資 へ の 借 換 を 可能 と する 。 

あわ せ て 、 融 資 窓口 を 拡充 する 観点 か ら 、 地 方 公共 団体 の 制度 融資 


要件 緩和 、 支給 限度 日 数 に つい て 、 通 常 の 1 年 100 日 、 3 年 150 日 に は 緊急 対応 期間 の 支給 
は 算入 し な い 、 と いっ た 特例 拡大 を 実施 。 あ わせ て 、 教 育 訓練 が 必要 な 被 保険 者 に つい て 、 
加算 額 を 引き 上 げ る 措置 を 実施 する 。 
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を 活用 し 、 民 間 金 融 機関 で も 実質 無利子 ・ 無 担保 の 融資 を 受け る こと 
が で きる 制度 を 創設 する と と も に 、 こ の た め の セ ー フ ティ ネッ ト 保 
証 ・ 危 機関 連 保証 の 保証 料 の 減免 を 行い つつ 、 十 分 な 規模 の 保証 枠 を 
確保 する 。 民 間 金 融 機関 の 信用 保証 付 の 既往 債務 に つい て も 、 同 制度 
へ の 借 換 を 可能 と する 。 同 時 に 、 医 療 ・ 福 祉 事業 者 、 農 林 漁 業者 、 外 
食事 業者 、 食 品 流通 事業 者 の 資金 繰り 支援 に 万 全 の 措置 を 講ず る 。 

さら に 、 中 堅 ・ 大 企業 向け に 日 本 政策 投資 銀行 (DBJ) 及び 商工 
組合 中 央 金庫 の 危機 対応 融資 等 を 活用 し 、 資 金 繰り 支援 を 行う 。 ま た 、 
航空 会 社 に 対す る 着陸 料 等 の 支払 い 獲 予 を 実施 する と と も に 、DB J 
の 危機 対応 融資 等 の 機能 を 活用 する 。 

民間 金融 機関 に よる 迅速 か つ 柔 軟 な 既往 債務 の 条件 変更 や 新規 融 
資 の 実施 等 を 要請 し 、 検 査 ・ 監 督 の 最 重 点 事 項 と し て 取組 状況 を 報告 
徴 求 で 確認 し 、 更 な る 取組 を 促す 。 ま た 、 返 済 猫 予 等 の 条件 変更 を 行 
っ た 際 の 債権 の 区 分 な ど 、 個別 の 資産 査定 に お ける 民間 金融 機関 の 判 
断 を 尊重 し 、 金 融 検 査 に お いて その 適切 性 を 否定 し な いも の と する 。 

日 本 銀行 に お いて は 、 企業 金融 の 円 滑 確 保 に 万 全 を 期す 等 の 観点 か 
ら 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に か か る 企業 金融 支援 特別 オペ の 導入 
や CP・ 社 債 等 の 買 入れ の 増額 (追加 買 入 枠 2 兆 円 ) を 含む 金融 緩和 
を 強化 する 措置 を 実施 し て いる 。 


・ 日 本 政策 金融 公庫 等 に よる 特別 貸付 及び 危機 対応 業務 に よる 資金 
繰り 支援 (中小 ・ 小 規模 事業 者 へ の 実 賞 無利子 化 含む ) の 継続 ( 財 
務 省 、 厚 生 労働 省 、 農 林 水 産 省 、 経 済 産業 省 、 内 閣府 ) 

・ 小 規模 事業 者 経営 改善 資金 (マル 経 融資 ) の 実質 無利子 化 (経済 
産業 省 ) 

・ 日 本 政策 金融 公庫 等 や 保証 付き 民間 融資 の 既往 債務 の 借 換 (財務 
省 、 厚 生 労 働 省 、 農 林 水 産 省 、 経 済 産業 省 、 内 閣府 ) 

・ 保証 料 減免 を 含む 信用 保証 の 強化 ・ 拡 充 (経済 産業 省 ) 

・ 民間 金融 機関 で も 実質 無利子 ・ 無 担保 の 融資 を 受け る こと が で き 
る 制度 の 創設 (経済 産業 省 、 金 融 庁 ) 
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・ 小 規模 企業 共済 の 契約 者 に 対す る 、 掛 金 納付 額 の 範囲 内 で の 無 利 


子 融資 の 実施 (経済 産業 省 ) 


・ 医療 ・ 福 祉 事業 者 へ の 資金 繰り 支援 の 拡充 (厚生 労働 省 、 内 閣府 ) 
・ 農林 漁業 者 向け 融資 の 実質 無利子 ・ 無 担保 化 等 の 資金 繰り 支援 の 


拡充 (農林 水産 省 、 内 閣府 ) 


・ 中 堅 外食 事業 者 資金 融通 円 滑 化 対策 (農林 水産 省 ) 
・ 中 小食 品 流通 事業 者 の 信用 力 強 化 (債務 保証 事業 ) (農林 水産 省 ) 
・ 航空 会 社 に 対す る 着陸 料 等 の 支払 い 猫 予 や 危機 対応 融資 等 (国土 


交通 省 、 財 和 務 省 ) 


・ 民間 金融 機関 へ の 要請 "に際し 、 事 業者 の 貸出 し 後 の 返済 能力 の 


変化 を 適時 適切 に 捉え た 対応 の 徹底 (金融 庁 、 農 林 水 産 省 ) 

・ 民間 金融 機関 に よる 政府 系 金融 機関 と の 連携 の 強化 (金融 庁 、 農 
林 水 産 省 ) 

・ 金融 機関 と の 取引 に 関す る 金融 庁 相 談 ダ イヤ ル の 提供 (金融 庁 ) 
・ 資金 繰り 支援 対策 の 周知 広報 の 徹底 (金融 庁 、 財 務 省 、 農 林 水 産 
省 、 経 済 産業 省 ) 


・ 信用 情報 に 関す る 柔軟 な 取扱 い の 要 請 (金融 庁 ) 
・ 有価 証券 報告 書 等 の 提出 期限 に 係る 柔軟 な 取扱 い (金融 店 ) 
・ 企業 決算 ・ 監 査 等 へ の 対応 に 係る 関係 団体 に よる 連絡 協議 会 の 設 


置 (金融 庁 ) 
等 


事業 継続 に 還っ て いる 中 小 ・ 小 規模 事業 者 等 へ の 支援 


特に 厳し い 状 況 に ある 幅広 い 業 種 ・ 事 業 形態 の 中 堅 ・ 中 小 ・ 小 規模 


事業 者 、 フ リー ラン ス を 含む 個人 事業 主 に 対し て 、 万 全 の セー フ テ ィ 
ネッ ト を 構築 すべ く 、 事 業 の 継続 を 支え 、 事 業 全般 に 広く 使え る 、 再 
起 の 糧 と する た め の 新 た な 給付 金 制度 を 創設 する 。 具体 的 に は 、「 持 


16「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 影響 拡大 を 貴 ま えた 事業 者 の 資金 繰り 支援 に つい て (麻生 
財務 大 臣 兼 金融 担当 大 臣 談話 )」( 令 和 2 年 3 月 6 日 )。 
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続 化 給付 金 (仮称 )」 と し て 、 事 業 収入 が 前 年 同月 比 5096 以 上 減少 し 
た 事業 者 に つい て 、 中 堅 ・ 中 小 企業 は 上 限 200 万 円 、 個 人 事業 主 は 上 
限 100 万 円 の 範囲 内 で 、 前 年 度 の 事業 収入 か ら の 減少 額 を 給付 する 。 
その 際 、 苦 境 に ある 事業 者 等 に 対し て 、 確 実に 制度 の 概要 が 伝わる よ 
う 事 前 の 周知 に 注力 する と と も に 、 文化 芸術 を は じ め と する 幅広 い 業 
態 の 特殊 性 も 踏ま え 、 申 請 者 の 事務 負担 を 考慮 し て 、 電 子 申請 を 原則 
と する な ど 、 可 能 な 限り 簡便 な 手続 と し 、 申 請 か ら 給付 まで の 期間 を 
極力 短く する 。 

さら に 、 中 小 ・ 小 規模 事業 者 が 生産 性 向上 に 取り 組ん で いけ る よう 、 
総合 経済 対策 に お いて 創設 され た 中 小 企業 生産 性 革命 推進 事業 に つ 
いて 、 特 別枠 を 設定 (補助 率 の 引上げ 等 ) する と と も に 、 相 談 体 制 の 
強化 等 を 図る ほか 、 地域 の 雇用 や 技術 ・ ノ ウ ハ ウ と いっ た 経営 資源 の 
引継 ぎ や 事業 再編 を 後押し する 。 ま た 、 中 小 ・ 小 規模 事業 者 に 経営 環 
境 悪化 の し わ 寄 せ が 及 ば な いよ う 、 取 引 適正 化 等 を 促進 する 体制 を 整 
備 する 。 


・ 中 小 ・ 小 規模 事業 者 等 に 対す る 新た な 給付 金 (持続 化 給付 金 ( 仮 
称 )) (経済 産業 省 ) 

・ 中 小 企業 生産 性 革命 推進 事業 の 特別 枠 創設 (経済 産業 省 ) 

・ 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 を 受け る 中 小 ・ 小 規模 事業 者 向 
け 経 営 相 談 体制 強化 事業 (経済 産業 省 ) 

・ 地域 企業 再起 支援 事業 (経済 産業 省 ) 

・ 国内 外 の 中 堅 ・ 中 小 企業 等 へ の ハン ズ オ ン 支 援 (経済 産業 省 ) 

・ 経営 資源 引継 ぎ ・ 事 業 再 編 支 援 事業 (経済 産業 省 ) 

・ 経営 環境 悪化 の し わ 寄 せ 防 止 に 向け た 取引 適正 化 等 を 促進 する 体 
制 整備 (経済 産業 省 、 内 閣府 ) 

・ 収入 が 減少 し た 事業 者 の 社会 保険 料 の 納付 猫 予 (税制 措置 (後述 ) 
と 同様 の 対応 ) (厚生 労働 省 ) 

・ 賃貸 用 ビル の 所 有 者 等 に 対す る 、 飲 食 店 等 の テナント 賃料 の 支払 
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い 猫 予 な ど 柔 軟 な 措置 の 検討 要請 "の 周知 (国土 交通 省 ) 
・ 旅客 自動 車 運 送 事業 者 の 事業 継続 に 資す る 道路 運送 法 等 の 柔軟 な 
運用 (国土 交通 省 ) 
等 


4. 生活 に 困っ て いる 世帯 や 個人 へ の 支援 


感染 症 の 影響 を 受け 収入 が 減少 し 、 事態 収束 も 見 通せ ず に 日 々 の 生 
活 に 困 問 し て いる 方 々 に 対し 、 迅速 に 、 手厚い 、 思 い 切 っ た 支援 の 手 
を 差し 伸 べ る 観点 か ら 、 休 業 等 に より 収入 が 減少 し 、 生 活 に 困っ て い 
る 世帯 に 対し て 、 生 活 維持 の た め に 必要 な 資金 を 迅速 に 交付 する 新 し 
い 給 付 金 制度 を 創設 する 。 具 体 的 に は 、 世 帯 主 の 月 間 収 入 (本 年 2 月 
~ 6 月 の 任意 の 月 ) が 、① 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 発生 前 に 比べ て 
減少 し 、 か つ 年 間 ベ ー ス に 引き 直す と 個人 住民 税 均等 割 非課税 水準 と 
な る 低 所 得 世帯 や 、 ② 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 発生 前 に 比べ て 大 幅 
に 減少 (半減 以上 ) し 、 か つ 年 間 ベ ー ス に 引き 直す と 個人 住民 税 均等 
割 非 課税 水準 の 2 倍 以下 と な る 世帯 等 を 対象 と し て 、 1 世帯 当たり 30 
万 円 の 給付 を 行う 。 給付 に 当たり 、 収 入 状況 を 証する 書類 等 を 付 し て 
市 町 村 に 申請 を 行う こと と な る が 、 市 町 村 の 事務 負担 を 考慮 する と と 
も に 、 文化 芸術 を は じ め と する 業態 の 特殊 性 も 含め 、 申 請 者 の 事務 負 
担 を 考慮 し て 、 可 能 な 限り 簡便 な 手続 と する 。 あ わせ て 、 オ ン ラ イン 
申請 受付 等 の シス テム 整備 を 行う 。 そ の 際 、 マ イナ ン バ ー カ ー ド の 活 
用 等 、 迅速 な 給付 シス テム に つい て 検討 を 行う 。 ま た 、 子育て 世帯 に . 
関し て は 、 児 童 手当 (本 則 給 付 ) を 受給 する 世帯 に 対し 、 そ の 対象 児 
童 一 人 あたり 1 万 円 を 上 乗せ する 臨時 特別 の 給付 金 を 支給 する 。 これ 
ら の 給付 金 に つい て 、 所 得 税 及び 個人 住民 税 を 非課税 と する 措置 等 を 
講ず る 。 

感染 症 の 影響 に より 一 定 程度 収入 が 下がっ た 方 々 等 に 対し て 、 国民 


了 0 AE TN (依頼 】」( 令 和 2 年 3 月 31 日 国土 交通 
省 )。 5 
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健康 保険 、 国 民 年 金 等 の 保険 料 の 免除 等 を 行う 。 
また 、 収入 の 減少 に より 生活 に 困 工 され て いる 方 に 対す る 緊急 小品 
資金 等 の 特例 を 継続 的 に 実施 する 観点 か ら 必 要 な 予算 を 確保 する 。 


・ 生活 に 困っ て いる 世帯 に 対す る 新た な 給付 金 (生活 支援 臨時 給付 
金 (仮称 )) (総務 省 ) 
・ 子育て 世帯 へ の 臨時 特別 給付 金 (内 閣府 ) 
・ 国民 健康 保険 料 、 介 護 保険 料 等 の 減免 を 行っ た 市 町 村 等 に 対す る 
財政 支援 (厚生 労働 省 ) 
・ 収入 が 下がっ た 方 に 対す る 国民 年 金 保険 料 の 免除 (厚生 労働 省 ) 
・ 個人 向け 緊急 小口 資金 等 の 特例 貸付 の 継続 (厚生 労働 省 ) 
・ 住居 確保 給付 金 の 支給 対象 見 直し に よる 支援 の 拡充 (厚生 労働 省 ) 
・ 奨学 金 や 授業 料 の 減免 を 通じ た 支援 (文部 科学 省 ) 
・ 未 払 賃金 立替 払 の 迅速 ・ 確 実 な 実施 (厚生 労働 省 ) 
・ セー フ テ ィ ネッ ト 住 宅 の 家賃 低廉 化 な ど 住ま い の 確保 支援 (国土 
交通 省 ) 
自殺 リス ク の 高まり に 対応 する た め の SNS 相 談 事業 等 の 拡充 
(厚生 労働 省 ) 
・ 配偶 者 暴力 の 深刻 化 に 対応 する た め の 相 談 体 制 の 拡充 (内 閣府 ) 
・ 法 的 トラ ブル 解決 に 向け た 法 テ ラス に よる 支援 の 充実 (法務 省 ) 
・ 消費 生活 セン ター 等 に お ける 相談 体制 の 強化 (消費 者 庁 ) 
等 


5. 税制 措置 


新型 コロ ナウ イル ス 感 楽 症 の 我が国 社会 経済 に 与え る 影響 が 甚大 
な も の で ある こと に 鑑み 、 感染 症 及び その 募 延 防止 の た め の 措 置 の 影 


8 まず 、 緊 急 小口 資金 で 最大 20 万 円 を 貸し 付け 、 な お 、 収入 の 減少 が 続く 場合 等 に は 、 さ ら 
に 総合 支援 資金 で 、 二 人 以上 世帯 の 場合 は 最大 20 万 円 を 3 ヶ月 間 貸 し 付け る こと で 対応 ( 合 
計 80 万 円 ) する と と も に 、 償還 時 に 所 得 の 減少 が 続く 住民 税 非 課税 世帯 の 償還 を 免除 で きる 
こと と する 。 
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響 に より 上 厳しい 状況 に 置か れ て いる 納税 者 に 対し 、 緊急 に 必要 な 税制 
上 の 措置 を 講ず る 。 

イベ ント の 自粛 要請 や 入国 制限 措置 な ど 、 新型 コロ ナウ イル ス の 感 
染 拡大 防止 の た め の 措 置 に 起因 し て 多く の 事業 者 の 収入 が 急減 し て 
いる と いう 状況 を 踏ま え 、 収 入 に 相当 の 減少 が あっ た 事業 者 の 国税 ・ 
地方 税 及び 社会 保険 料 に つい て 、 無 担保 か つ 延 滞 税 な し で 1 年 間 、 納 
付 を 猫 予 する 特例 を 設け る 。 ま た 、 資 本 金 1 億 円 超 10 億 円 以下 の 企 
業 に 生じ た 欠損 金 に つい て 、 欠 損金 の 繰 戻し に よる 法人 税 等 の 選 付 制 
度 の 適用 を 可能 と する 。 

厳し い 経 営 環 境 に ある 中 小 事業 者 等 に 対し て 、 信和 3 年 度 課税 の 1 
年 分 に 限り 、 償却 資産 及び 事業 用 家屋 に 係る 固定 資産 税 及び 都市 計画 
税 の 負担 を 2 分 の 1 又は ゼロ と する 。 ま た 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 
症 の 影響 を 受け な が ら も 新規 に 設備 投資 を 行う 中 小 事業 者 等 を 支援 
する 観点 か ら 、 生産 性 革命 の 実現 に 向け た 固定 資産 税 の 特例 措置 の 拡 
充 ・ 延 長 を 行う 。 こ れ ら の 措置 に よる 減収 額 に つい て は 、 全 額 国費 で 
補 寺 する 。 

政府 の 自粛 要請 を 踏ま は えて 一 定 の 文化 芸術 ・ ス ポー ツイ ベン ト を 中 
止 等 し た 主催 者 に 対し 、 観客 等 が 入場 料 等 の 払戻 し を 請求 し な か っ た 
場合 に は 、 放 棄 し た 金額 を 寄附 金 控除 (所 得 控除 又は 税額 控除 ) の 対 
象 と する 。 

現行 法令 に 基づく 期限 の 延長 や 納付 の 猫 予 等 も 含め 、 納税 緩和 措置 
等 が 早期 に 活用 され る よう 、 引き続き 、 国 民 か ら の 問合せ や 相談 を 待 
つ だ け で な く 周 知 広報 を 積極 的 に 行う と と も に 、 申請 や 審査 の 手続 を 
極力 簡素 化し た 上 、 申請 者 の 置か れ た 事情 に 配慮 し て 迅速 か つ 柔 軟 な 
対応 を 行う 。 


・ 納税 の 猫 予 制度 の 特例 (財務 省 、 総 務 省 、 厚 生 労働 省 ) 

・ 欠損 金 の 繰 戻 し に よる 司 付 の 特例 (財務 省 ) 

・ 中 小 事業 者 等 が 所 有する 償却 資産 及び 事業 用 家屋 に 係る 固定 資産 
税 及 び 都 市 計画 税 の 軽減 措置 (経済 産業 省 ) 
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・ 生産 性 革命 の 実現 に 向け た 固定 資産 税 の 特例 措置 の 拡充 ・ 延 長 ( 経 
済 産業 省 ) 

・ テレ ワー ク 等 の た め の 中 小 企業 の 設備 投資 税制 (経済 産業 省 、 総 
務 省 、 厚 生 労働 省 、 農 林 水 産 省 、 国 土 交通 省 ) 

・ 文化 芸術 ・ ス ポー ツイ ベン ト を 中 止 等 し た 主催 者 に 対す る 払戻 請 
求 権 を 放棄 し た 観客 等 へ の 寄附 金 控除 の 適用 (文部 科学 省 ) 

・ 自動 車 税 ・ 軽 自動 車 税 環境 性 能 割 の 臨時 的 軽減 の 延長 (経済 産業 
省 ) 

・ 住宅 ロー ン 控 除 の 適用 要件 の 弾力 化 (国土 交通 省 ) 

・ 耐震 改修 し た 住宅 に 係る 不動 産 取得 税 の 特例 措置 の 適用 要件 の 弾 
カ 化 (国土 交通 省 ) 

・ 消費 税 の 課税 事業 者 選択 届出 書 等 の 提出 に 係る 特例 (財務 省 ) 

・ 特別 貸付 に 係る 契約 書 の 印紙 税 の 非課税 (財務 省 ) 


下 . 次 の 段階 ヒ とし て の 官民 を 挙げ た 経済 活動 の 回 復 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 拡大 が 収束 し 、 国民 の 不安 が 払拭 され 

た 後 は 、 反転 攻勢 の フェ ー ズ と し て 、 今 回 の 事態 に より 甚大 な 影響 を 
受け た 分 野 に 重点 的 に ター ゲッ ト を 置き 、 国 民 広 くに 補 益 する 、 短 期 
集中 の 思い 切っ た 支援 策 を 講ず る 。 官民 を 挙げ た 大 規模 な キャ ン ペ ー 
ン を 展開 する こと を 通じ て 、 国 内 の 人 の 流れ と 街 の 賑わい を 作り 出す 
と と も に 、 消 費 需要 を 大 胆 に 喚起 し 、 日 本 経済 を 再び 確か な 成長 軌道 
ヘー 気 町 成 に 回 復 さ せ て いく 。 同時 に 、 イ ン バ ウ ンド 復活 へ の 取組 や 
農林 水産 業 へ の 経営 支援 等 も 通じ 、 地域 経済 の 再 活性 化 の 機運 を 盛り 
上 げ る 。 
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1 . 観光 ・ 運 輸 業 、 飲 食 業 、 イ ベン ト ・ エ ンタ ー テ イン メン 
ト 事業 等 に 対す る 支援 


今回 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 に より 、 売上 等 に 甚大 な 打 
撃 を 被っ た 観光 ・ 運 輸 業 、 飲 食 業 、 イ ベン ト ・ エ ンタ ー テ イン メン ト 
事業 を 対象 に に Go To キャ ン ペ ー ン (仮称 ) と し て 、 新 型 コ ロナ 
ウイ ルス 感染 症 の 拡大 が 収束 し た 後 の 一 定期 間 に 限定 し て 、 官民 一 体 
型 の 消費 喚起 キャ ン ペ ー ン を 実施 する 。 具体 的 に は 、 キ ャ ン ペ ー ン 期 
間 中 の 旅行 商品 を 購入 し た 消費 者 や 飲食 店 を 予約 ・ 来 店 し た 消費 者 、 
飲食 店 で 使え る 食事 券 を 購入 し た 消費 者 、 イ ベン ト ・ エ ンタ ー テ イン 
メン ト の チケ ッ ト を 購入 し た 消費 者 に 対し 、 割引 ・ ポ イン ト ・ ク ー ポ 
ン 券 等 を 付与 する 。 その 際 、 キ ャ ン ペ ー ン 全体 で 統一 的 な 事務 局 を 設 
置 の 上 、 全 国 津々 く 浦 々 か ら 本 事業 に 参加 する 事業 者 を 募集 する 。 また 、 
全国 の 商店 街 等 に お いて 賑わい を 回 復 す る た め の イ ベン ト 開 催 等 の 
キャ ン ペ ー ン 実施 を 支援 する 。 こ の 際 、. 民間 企業 や 自治 体 、 商 店 街 等 
と 連携 し 、 官 民 一 体 で わか りや すく 周知 する た め の 広 報 を 実施 する 。 


・ Go To キャ ン ペ ー ン 事業 (仮称 ) (内 閣 官 房 、 経 済 産業 省 、 国 
土 交通 省 、 農 林 水 産 省 ) 
・ 観光 需要 喚起 に 向け た 国 を 挙げ た 運動 の 展開 (国土 交通 省 ) 


2. 地域 経済 の 活性 化 


感染 症 拡大 の 防止 、 地 域 経 済 ・ 住 民生 活 の 支援 に 加え て 、 感 染 症 の 
拡大 収束 後に お いて も 、 地 方 公共 団体 が 地域 の 実情 に 応じ て きめ 細 や 
か に 必要 な 事業 を 実施 で きる よう 、「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感 症 対応 
地方 創 生 臨 時 交付 金 (仮称 )」 を 創設 する 。 地 域 産業 の 中 核 で ある 農 
林 水 産業 に つい て は 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 に より 直面 し 
て いる 急激 な 人 手 不 足 に 対応 する た め 、 即 戦力 人 材 等 の 確保 や 人 材 育 
成 の た め の 機 械 ・ 設 備 の 導入 等 を 支援 する と と も に 、 農 林 水 産業 の 経 
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営 不安 に 対処 する 支援 策 を 講ず る 。 

また 、 人 々 の 心 を 癒し 、 明 日 へ の 希望 を 与え 、 社 会 の 基盤 を な す 文 
化 芸術 と 、 心身 の 健康 に つなが り 、 夢 と 感動 、 勇 気 を 与え る スポ ー ツ 
は 、 い ずれ も 豊か で 滴 い の ある 生活 に 極め て 重要 な 存在 で ある 。 各地 
で 中 止 ・ 延 期 等 を 余儀 な くさ れ た 文化 芸術 ・ ス ポー ツ 活 動 に 対す る 関 
心 と 熱意 を 盛り 上 げ る べく 、 事 業 継続 や 生活 維持 に 係る 支援 の ほか 、 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 を 含め 活動 再開 に 向け た 十分 な 支援 
を 行い 、 各 地域 で 多種 多様 な 文化 芸術 、 ス ポー ツ 体 験 の 機会 の 創出 を 
通じ て 、 地 域 の 活気 を 取り 戻す 。 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 に より 急減 し た イン バウ ンド 震 
要 の 復活 に 向け 、 受入 環境 整備 を 推進 する と と も に 、 新型 コロ ナウ イ 
ルス 感染 症 対 策 を 含む 地域 に 関す る 正確 な 情報 発信 や マー ケ テ ィ ン 
グ 、 地域 ご と の 魅力 ある コン テン ツ へ の 磨き 上 げ 、 海外 向け の 大 規模 
プロ モー ショ ン 等 に 官民 を 挙げ て 取り 組む 。 

さら に 、1 年 後に 延期 と な っ た 東京 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 
競技 大 会 の ホス ト タ ウ ン へ の 支援 策 を 講ず る と と も に 、 国 立 公園 等 の 
自然 の 魅力 を 活か し た 誘客 ・ ワ ー ケ ーション "の 推進 と 当該 地域 の 雇 
用 の 維持 ・ 確 保 等 に より 、 多 方 面 か ら 地 域 の 再 活性 化 を 強力 に 支援 す 
る 。 

これ ら 地 域 経済 の 活性 化 等 ぐに 向け て 、D B J の 投資 機能 を 強化 し 、 
民間 投資 に つい て 、 地域 金融 機関 等 と 一 体 と な っ て 中 長期 に わた る 支 
援 を 行う と と も に 、 地 域 経済 活性 化 支援 機構 (RE V I C) 等 に お い 
て 地域 の 中 堅 ・ 中 小 企業 の 経営 基盤 等 を 支援 する 。 


「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対応 地方 創 生 臨 時 交付 金 (仮称 ) 」 の 
創設 (内 閣府 )【 再 掲 】 
・ 農業 及び 水産 業 に お ける 労働 力 確保 緊急 支援 事業 (農林 水産 省 ) 


9 ワー ケー ショ ン と は 、「 ワ ー ク 」 と 「 バ ケー ジョ ン 」 を 合わ せ た 造 語 。 観 光 地 と いっ た 通常 
の 職場 以 届 で テレ ワー ク 等 で 働き な が ら 休暇 も 楽し む も の 。 
2 TV. 強 輸 な 経済 構造 の 構築 に 資す る 取組 を 含む 。 
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・ 労働 力 不足 の 解消 に 向け た スマ ー ト 農業 の 導入 ・ 実 証 (農林 水産 


省 ) 


・ 肥育 牛 経営 等 緊急 支援 特別 対策 事業 (農林 水産 省 ) 

・ 肉 用 子 和牛 流通 円 滑 化 緊急 対策 事業 (農林 水産 省 ) 

・ 漁業 収入 安定 対策 事業 (農林 水産 省 ) 

・ 野菜 価格 安定 対策 事業 (農林 水産 省 ) 

・ 文化 芸術 ・ ス ポー ツ 施 設 へ の 感染 症 防止 対策 等 支援 (文部 科学 省 ) 
・ スポ ー ツ イベ ント 再開 に 向け た 感染 症 防止 対策 ・ 広 報 等 支援 ( 文 


部 科学 省 ) 


・ 生徒 や アマ チュ ア を 含む 地域 の 文化 芸術 関係 団体 ・ 芸 術 家 に よる 


アー トキ ャ ラバ ン (文部 科学 省 ) 


・ 子供 た ちの 自然 体験 ・ 文 化 芸術 体験 ・ 運 動機 会 の 創出 (文部 科学 


省 )【 再 掲 】 


・ 文化 芸術 ・ ス ポー ツイ ベン ト を 中 止 等 し た 主催 者 に 対す る 払戻 請 


求 権 を 放棄 し た 観客 等 へ の 寄附 金 控除 の 適用 (文部 科学 省 ) 【 再 掲 】 


・ 観光 施設 等 に お ける 感染 症 対策 の 推進 や 公共 交通 機関 を 含む 外国 


人 旅行 客 の 受入 環境 の 整備 (国土 交通 省 ) 


・ 誘客 多角 化 に 向け た 地域 の 観光 資源 等 の 魅力 的 な 滞在 コン テン ツ 


へ の 磨き 上 げ (国土 交通 省 ) 


・ 日 本 政府 観光 局 (JNTO) を 通じ た 訪日 外国 人 旅行 客 の 需要 回 


復 の た め の 大 規模 プロ モー ショ ン (国土 交通 省 ) 


・ 飲食 店 等 に お ける 高 機能 換気 設備 等 の 導入 支援 (環境 省 ) 


・ 放送 コン テン ツ を 活用 し た 海外 へ の 情報 発信 事業 (総務 省 ) 


・ クラ ウド ファ ン デ ィング 等 を 活用 し た 中 小 企業 の 地域 産品 の 販路 


開拓 支援 (JAPAN ブラ ンド 育成 支援 等 事業 ) (経済 産業 省 ) 


・ 地域 経済 の 見 える 化 シ ステ ム 開 発 に よる 地域 再 活性 化 支 援 事業 


(内 閣府 ) 
・ 東京 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 の 延期 を 踏ま えた ホ 
スト タウ ン 支 援 (内 閣 官房 ) 


・ 国立 公園 等 へ の 誘客 ・ ワ ー ケ ーション の 推進 (環境 省 ) 
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・ 特定 有人 国境 離島 地域 等 に お ける 滞在 型 観光 の 促進 等 (内 閣府 、 
国土 交通 省 ) 
・ 沖縄 振興 特定 事業 推進 費 (内 閣府 ) 
・ DBJ の 投資 機能 を 活用 する 「 新 型 コ ロナ リバ イ バ ル 成長 基盤 強 
化 フ ァ ン ド (仮称 )」 の 創設 (財務 省 ) 
等 


IV. 強 閑 な 経済 構造 の 構築 


世界 経済 が 甚大 な 影響 を 受け て いる 中 に あっ て も 、 保護 主義 に 陥る 

こと な く 、TPP11、 日 EU・EPA 及 び 日 米 貿 易 協定 等 を 通じ 、 自 
由 貿 易 を 推進 し 、 国内 産業 の 高 付加 価値 化 を 進め る こと が 重要 で ある 。 
感染 症 の 拡大 の 影響 に より 寸断 し 、 ダ メー ジ を 受け た サプライ チェ ー 
ン に つい て 、 経 済 安 全 保障 の 観点 か ら 、 生 産 拠点 の 国内 回 帰 や 多元 化 
を 強力 に 支援 する と と も に 、 事態 収束 後に 再び 継続 的 に 外需 の 取込み 
を 図る べく 、 海外 展開 企業 の 事業 の 円 滑 化 や 農林 水産 物 ・ 食 品 の 輸出 
力 の 維持 ・ 強 化 に 取り 組む 。 ま た 、 今 回 の 事態 の 中 で 進ん だ 、 あ る い 
は ニー ズ が 顕在 化し た テレ ワー ク や で ぜ 遠隔 教育 、 遠隔 診療 ・ 服 薬指 導 等 
リモ ー ト 化 の 取組 を 加速 し 、 我が国 の デジ タル ・ ト ラン ス フ ォ ー メ ー 
ショ ン を 一 気 に 進 め る と と も に 、 脱 炭素 社会 へ の 移行 も 推進 する 。 こ 
うし た 取組 を 通じ て 、 和 将来 の 感染 症 に 対し て 強 閑 な 経済 構造 を 構築 し 、 
中 長期 的 に 持続 的 な 成長 軌道 を 確実 な も の と する と と も に 、 公共 投資 
の 早期 執行 に より 景気 の 下支え に も 万 全 を 期す 。 


1. サプライ チェ ー ン 改革 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 拡大 の 影響 に より 、 マ スク 等 の 衛生 用 
品 も 含め た 我が国 の サプライ チェ ー ン の 脆弱 性 が 顕在 化し た こと を 
踏ま え 、 複 数 年 に わた る 取組 に より 、 国 内 回 帰 や 多元 化 を 通じ た 強固 
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な サプライ チェ ー ン の 構築 を 支援 する 。 具体 的 に は 、 一 国 依存 度 が 高 
い 製 品 ・ 部 素材 に つい て 生産 拠点 の 国内 回 帰 等 を 補助 する (中 小 企業 
へ の 補助 率 3 分 の 2、 大 企業 は 2 分 の 1 等) と と も に 、 マ スク や アル 
コー ル 消 毒液 、 防 護 服 、 人 工 呼吸 器 、 人 工 肺 等 国民 が 健康 な 生活 を 営 
む 上 で 重要 な 製品 等 の 国内 へ の 生産 拠点 等 整備 の 補助 率 を 引き 上 げ 
る (中 小 企業 へ の 補助 率 4 分 の 3、 大 企業 は 3 分 の 2)。 ま た 、 海 外 
依存 度 が 高い 医薬 品 原 薬 等 の 国内 製造 拠点 の 整備 も 支援 する (補助 率 
2 分 の 1 )。 さ ら に 、 我 が 国 に 供給 する 製品 ・ 部 素材 で 、 一 国 依存 度 
が 高い も の に つい て 、ASEAN 諸 国 等 へ の 生産 設備 の 多元 化 を 支援 
する (中 小 企業 へ の 補助 率 3 分 の 2、 大 企業 は 2 分 の 1 等) 。 

加え て 、 一 国 依存 度 が 高い 部 素材 の 代替 や 使用 量 低減 、 デ ー タ 連携 
等 を 通じ た 迅速 ・ 柔 軟 な サプライ チェ ー ン の 組替え 等 、 サ プラ イ 
チェ ー ン 強 副 化 に 資す る 技術 開発 を 行う と と も に 、 レ アメ タル の 確 
保 ・ 備 蓄 を 進め る 。 


・ サプライ チェ ー ン 対策 の た め の 国 内 投資 促進 事業 費 補助 金 (経済 産 
業 省 ) 

・ 医 薬品 原 薬 等 の 国内 製造 拠点 の 整備 の た め の 製造 設備 の 支援 (厚生 
労働 省 ) 

・ 海外 サプライ チェ ー ン 多元 化 等 支援 事業 (経済 産業 省 ) 

・ サプライ チェ ー ン 強 和束 化 に 資す る 技術 開発 ・ 実 証 (経済 産業 省 ) 

・ 東 アジ ア 経 済 統合 研究 協力 (サプライ チェ ー ン 強 利 化 ・ リ スク 管理 
等 ) (経済 産業 省 ) 

・ 生産 拠点 の 国内 回 帰 等 を 踏ま えた 企業 の RE1002! 等 に 資す る 自家 
消費 型 太陽 光 発 電設 備 等 の 導入 に よる 脱 炭 素 社会 へ の 転換 支援 ( 環 
境 省 ) 

・ 希少 金属 (し レアメタル) 備蓄 対策 事業 (経済 産業 省 ) 

・ 中小 ・ 小 規模 事業 者 へ の 感染 症 対 策 を 含む BCP (事業 継続 計画 ) 


2^ 再生 可能 エネ ルギー10096。 企業 が 自ら の 事業 の 使用 電力 を 1009% 再 エネ で 賭 う こと を 目指 
す 国 際 的 な が イニシアチブ 。 
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策定 支援 (経済 産業 省 ) 
等 


2. 海外 展開 企業 の 事業 の 円 滑 化 、 農 林 水 産物 ・ 食 品 の 輸出 
カ の 維持 ・ 強 化 及び 国内 供給 力 の 強化 支援 


新型 コロ ナウ イル ス 感 和 染 症 の 影響 に より 海外 へ の 渡航 が 制限 され 
る な ど 、 中 小 企業 等 の 海外 展開 に 支障 が 生じ て いる こと か ら 、 日 本 貿 
易 振興 機構 (JETRO) に よる 海外 展開 企業 か ら の 相談 体制 の 拡充 、 
越境 EC に 対す る 支援 に より 中 小 企業 の 海外 展開 ・ 販 路 開 拓 を きめ 細 
か く 支 援 す る と と も に 、 国 内 コン テン ツ の 海外 展開 も 支援 する 。 
農林 水産 物 ・ 食 品 に つい て は 、 感 染 症 の 影響 に より 昧 損し た 輸出 商 
流 の 維持 ・ 確 保 、 海外 ニー ズ の 変化 や 仕向 け 先 転換 等 に 対応 する た め 
の 施設 整備 等 を 進め る と と も に 、 海外 向け 商談 ・ プ ロモ ーション を 支 
援 す る 。 ま た 、 今回 顕在 化し た 安定 的 な 輸入 へ の 不安 や 新た な 需要 に 
対応 する た め 、 産地 と 実需 者 の 連携 に よる 安定 供給 に 向け た 施設 整備 
等 を 支援 する と と も に 、 需要 が 急減 し た 花き の 公共 施設 等 に お ける 活 
用 拡大 の 取組 を 支援 する も 。 さ ら に 、 イ ン バ ウ ンド 急減 等 に より 在庫 の 
滞留 や 価格 下落 等 が だ 生じ て いる 食肉 ・ 果 物 ・ 林 水産 物 等 に つい て 、 今 
後 の 海外 展開 や イン バウ ンド 対応 を 見 据え 、 生 産 ・ 供 給 体制 を 維持 す 
る た め の 一 時 的 な 保管 や 販売 促進 等 の 取組 を 支援 する 。 

外国 為替 資金 特別 会 計 (以下 「 外 為 特 会 」 と いう 。) を 活用 し た 国 
際 協 力 銀行 (J Bi C) の 融資 (総合 経済 対策 に お いて 創設 され た 「 成 
長 投資 ファ ン リ ティ 」 を 拡充 ) と 、 国 際 協 力 機 構 (」i CA) の 緊急 
円 借款 等 に より 、 ア ジア 等 へ の 日 本 企業 の 海外 事業 を 支援 し 、 現地 経 
済 活動 の 維持 に 貢献 する 。 


・ 国 内 外 の 中 堅 ・ 中 小 企業 等 へ の ハン ズ オ ン 支 援 (経済 産業 省 )【 再 
掲 】 
・ 非 対面 ・ 遠 隔 の 海外 展開 支援 サー ビス 充実 (越境 EC 促進 等 ) ( 経 
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済 産業 省 ) 
・JAPAN ブ ラン ド 育 成 支援 等 事業 (経済 産業 省 )【 再 掲 】 
・ コンテンツ グ ロー バル 需要 創出 促進 事業 (経済 産業 省 ) 
・ 輸 出力 の 維持 ・ 強 化 に 向け た プロ モー ショ ン ・ 施 設 整備 等 へ の 重点 
支援 (農林 水産 省 ) 
・ 国産 農 畜 産物 供給 力 強 新 化 対策 (農林 水産 省 ) 
・ 国 内外 の 新た な 需要 に 対応 し た 次 期 作 の 取組 支援 (農林 水産 省 ) 
・ 公共 施設 等 に お ける 花き の 活用 拡大 支援 (農林 水産 省 ) 
・ 和 和 牛肉 保管 在庫 支援 緊急 対策 (農林 水産 省 ) 
・ 輸 出 原木 保管 等 緊急 支援 事業 (農林 水産 省 ) 
・ 特定 水産 物 供給 平準 化 事業 (農林 水産 省 ) 
・ 国産 農林 水産 物 等 販売 促進 緊急 対策 事業 (農林 水産 省 ) 
・ 酒類 の 海外 展開 推進 、 国 内 消費 回 復 ・ 拡 大 支援 事業 (財務 省 ) 
・ JBIC の 「 新 型 コ ロナ 危機 対応 緊急 ウィ ンド ウ (仮称 )」 の 創設 
(外為 特 会 を 活用 ) (財務 省 ) 
・JICA の 「 新 型 コ ロナ 危機 対応 緊急 支援 円 借款 (仮称 ) 」 の 創設 
(財務 省 、 外 務 省 ) 
・ 水 ・ 衛 生 分 野 を 中 心 と し た 国際 機関 と の 連携 等 を 通じ た 日 本 企業 海 
外 展開 支援 (外務 省 ) 
等 


リモ ー ト 化 等 に よる デジ タル ・ ト ラン ス フ ォ ー メ ー シ ョ 
ン の 加速 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 拡大 の 影響 に より 、 企業 に お ける テレ 
ワー ク の 取組 が 促さ れる と と も に 、 今回 の よう な 事態 に も 対応 可能 な 
遠隔 教育 な ど ! CT 等 を 活用 し た リモ ー ト ・ サ ービス へ の ニー ズ の 高 
さ が 改 め て 浮き 彫り と な っ た 。Society 5.0 の 実現 を 加速 し て いく た 
め に も 、 ま さ に 、 今 回 の 危機 を チャ ンス に 転換 し 、 政 府 と し て ワイ ズ ・ 
スペ ン デ ィング の 考え 方 の 下 、 デ ジタル ・ ニ ュー ディ ー ル を 重点 的 に 
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進め 、 社 会 変革 を 一 気 に 加 速 す る 契機 と し な けれ ば な ら な い 。 

この た め 、 中 小 企業 に よる テレ ワー ク 通 信 機 器 の 導入 等 の 支援 を 拡 
充 (上 限 額 を 倍増 ) する と と も に 、 中 小 企業 等 の サイ バー セキ ュ リ テ 
イィ 対策 や 、 企 業 や 地方 公共 団体 に に る テレ ワー ク 導 入 を 促進 する た め 
の 相談 体制 を 強化 する 。 あ わせ て 、 国 家 公 務 員 の テレ ワー ク 環 境 整備 
も 進め る 。 

遠隔 教育 に 関し て は 、 総 合 経済 対策 で 掲げ られ た 目標 で ある 、 令 和 
5 年度 まで の 児童 生徒 1 人 1 台 端 末 の 整備 スケ ジュ ー ル の 加速 、 学校 
現場 へ の I CT 技術 者 の 配置 の 支援 、 在 宅 ・ オ ン ラ イン 学習 に 必要 な 
通信 環境 の 整備 を 図る と と も に 、 在宅 で の PC 等 を 用 いた 問題 演習 に 
よる 学習 ・ 評 価 が 可能 な プラ ッ ト フ ォ ー ム の 実現 を 目指 す 。 ま た 、E 
dTech の 学校 へ の 導入 や 在宅 教育 を 促進 する オン ライ ン ・ コ ン テ 
ン ツ の 開発 を 進め る 。 学校 等 の 授業 を オン ライ ン で 行う 場合 、 教 材 と 
し て 使用 する 著作 物 に つい て 個々 に 許諾 を 得る こと な く 使 用 で きる 
よう に する た め の 授 業 目的 公衆 送信 補償 金 制度 に つい て 、 教育 現場 の 
負担 に 十分 に 配慮 し た 形 で 、 本 年 4 月 中 か ら の 暫定 的 な 運用 開始 を 目 
指す 。 ま た 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 拡大 に より 、 休 業 が 長期 化し 
教育 課程 の 実施 に 支障 が 生じ る 事態 に 備え 、 特 例 的 な 措置 と し て 、 児 
童 生徒 等 の 教育 機会 確保 の た め の 施 策 を 講ず る (下記 「 〇 遠隔 教育 に 


つい て 実施 すべ き 事 項 」) 。 
また 、 チ ャ ッ ト 等 を 活用 し た 遠隔 で の 医師 等 に よる 健康 相談 を 可能 
に する 環境 整備 を 進め る 。 


あわ せ て 、 マ イナ ン バ ー カ ー ド を 通じ た 行政 サー ビス の 提供 を 推進 
する 観点 か ら 、 マ イナ ン バ ー・ マ イナ ン バ ー カ ー ド の 更 な る 活用 も 見 
据え た 検討 も 含め 、 行政 サー ビス や 中 小 企業 の デジ タル 化 を 推進 する 
と と も に ぞ 、 障 害 福祉 分 野 や 建設 ・ 海 事 分 野 等 の I CT 化 を 進め る 。 


・ 働 き 方 改革 推進 支援 助成 金 (テレ ワー クコ ー ス ) の 拡充 (厚生 労働 


22 「 株 主 総会 運営 に 係る Q&A」 ( 令 和 2 年 4 月 2 日 経済 産業 省 ・ 法 務 省 ) に お いて 、 オ ン 
ライ ソン で の 株 主 絵 会 の 開催 が 可能 で ある 則 の 見 解 が 示さ れ て いる 。 
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省 ) 
・ テ レ ワ ー ク マネ ー ジ ャ ー に よる 相談 体制 の 拡充 (総務 省 ) 
・ テレ ワー ク 等 の た め の 中 小 企業 の 設備 投資 税制 (経済 産業 省 、 総務 
省 、 厚 生 労働 省 、 農 林 水 産 省 、 国 土 交 通 省 )【 再 掲 】 
・ GIGA スク ー ル 構想 の 加速 (文部 科学 省 ) 
・ 大 学 等 に お ける 遠隔 授業 の 環境 構築 の 加速 に よる 学修 機会 の 確保 
(文部 科学 省 ) 
・ EdTech 導 入 実 証 を 含む 遠隔 教育 ・ 在 宅 教 育 普及 促進 事業 ( 経 
済 産業 省 ) 
・ 授業 目的 公衆 送信 補償 金 制度 の 早期 施行 (文部 科学 省 ) 
・ 遠隔 健康 相談 事業 体制 強化 事業 (経済 産業 省 )【 再 掲 】 
・ 在宅 学習 ・ 在 宅 勤務 ・ オ ン ラ イン 診療 等 を 後押し する 光 フ ァ イ バ 整 
備 の 推進 (総務 省 ) 
・ マイ ナン バー カー ド を 活用 し た 住民 票 の 写し 等 各種 証明 書 の コン 
ビニ 交付 の 促進 (総務 省 ) 
・ グランツ (オン ライ ン 補 助 金 申請 シス テム ) の 機能 拡充 等 (経済 
産業 省 ) 
・ 中 小 企業 デジ タル 化 応援 隊 事 業 (経済 産業 省 ) 
・ 労働 力 不 足 の 解消 に 向け た スマ ー ト 農業 の 導入 ・ 実 証 ( 農 林 水 産 省 ) 
【 再 掲 】 
・ イン フラ ・ 物 流 分 野 等 に お ける デジ タル ・ ト ラン ス フ ォ ー メ ー シ ョ 
ン ( 令 和 5 年 度 ま で に 小 規模 を 除く 全て の 公共 事業 に つい て B I M 
ン C I M2 活 用 へ 転換 等 ) "を 通じ た 抜本 的 な 生産 性 の 向上 (国土 交 
通 省 ) 

等 


〇 遠隔 教育 に つい て 実施 すべ き 事 項 


223 B 1 M (Building Information Mode1ing) /C 1 M (Construction Information Modeling) 


は 、 測 量 ・ 調 査 、 設計 段階 か ら 3 次 元 モ デル を 導入 する こと に より 、 そ の 後 の 施工 、 維 持 管 
理 ・ 更 新 の 各 段 階 に お いて も 3 次 元 モ デル を 連携 ・ 発 展 さ せ て 事業 全体 に わた る 関係 者 間 の 
情報 共有 を 容易 に し 、 一 連 の 建設 生産 ・ 管 理 シ ステ ム の 効率 化 ・ 高 度 化 を 図る も の 。 
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新型 コロ ナウ イル ス の 感染 拡大 に より 、 休 業 が 長期 化し 教育 課程 の 
実施 に 支障 が 生じ る 事態 に 備え 、 特 例 的 な 措置 と し て 、 以 下 の よ うな 
柔軟 な 運用 も 含め 、 家庭 で の 学習 支援 等 に よる 児童 生徒 等 の 教育 機会 
確保 の た め の 施 策 を 講ず る 。 


(1) I CT 環境 の 早急 な 整備 

小 中 学 校 の 児童 生徒 1 人 に 1 台 の PC 等 端末 を 整備 する 補正 予 
算 の 執行 に 当たっ て は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感 築 拡大 防止 の た め 、 
登校 で き な い 児童 生徒 が 自宅 等 に お いて 端末 を 利用 し て オン ライ 
ン で の 授業 が 受け られ る よう 、 具 体 的 な 整備 の 方 法 ・ 手 順に つい て 、 
文部 科学 省 を 中 心 に 関係 省庁 で 協議 し 、 可能 な 限り 早期 に 端末 が 手 
元 に 届き 通信 環境 も 含め 利用 で きる よう に する 。 そ の 際 、 自 宅 に ア 
クセ ス 可 能 な PC、 タ ブレ ッ ト 等 が ある か な ど を 考慮 し て 、 必要 な 
者 に 対し て 優先 的 に 行き 渡る よう 配慮 する 必要 が ある 。 


(2) 遠隔 授業 に お ける 要件 の 見 直し 

現在 、 遠 隔 授業 は 「 合 同 授業 型 」「 教 師 支援 型 」「 教 科 ・ 科 目 充実 
型 」 の 3 つ に 分 類 さ れ て いる が 、 い ずれ も 受信 側 に 教師 が いる こと 
が 必須 要件 で ある 。 児童 生徒 が 自宅 か ら I CT で 行う 学び に つい て 
は 、 受け手 側 に 教師 が 不在 と な る が 、 こ の 場合 で あっ て も 正式 な 授 
業 に 参加 し て いる も の と し て 認め られ る よう に する 。 

また 、 上 記 遠 隔 授 業 に お いて は 、「 同 時 双方 向 」 で ある こと が 必 
須 要 件 と され て いる 。 児童 生徒 が 時 間 や 場所 の 制限 を 受け ず に 学び 
続け られ る 環境 を 整え る た め 、 授 業 の 内 容 に 応じ 「 同 時 双方 向 」 以 
外 の オン ライ ン 上 の 教育 コン テン ツ を 使用 し た 場合 に つい て も 正 
式 な 授業 に 参加 し て いる も の と し て 認め られ る よう に する 。 


(3) 遠隔 授業 に お ける 単位 取得 数 の 制限 緩和 
高校 の 場合 は 、「 高 等 学校 が 、 対 面 に より 行う 授業 と 同等 の 教育 
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効果 を 有する と 認め る と き 」 に 遠隔 授業 が 可能 と され て いる が 、 そ 
の 単位 数 に は 上 限 (36 単位 ) が 設定 され て いる 。 大 学 も 同様 に 、 単 
位 数 が 124 単位 中 60 単位 まで と の 制限 が ある 。 こ れ ら の 遠隔 授業 
に お ける 単位 取得 数 の 算定 に つい て 、 和 柔軟 な 対応 を 行う よう に する 。 


(4) オン ライ ンカ リキ ュ ラ ム の 整備 
オン ライ ン 上 の 教育 コン テン ツ は (NHK や YouTube、 各 種 教育 
機関 等 の ホー ムペ ー ジ 等 に お いて ) 拡充 し つつ あり 、 文 部 科学 省 も 
ホー ムペ ー ジ 等 で 紹介 し て いる (※)。 児 童 生徒 や 学生 が 自宅 等 で 
学習 を 進め られ る よう に 、 オ ン ラ イン カリ キュ ラム の 充実 を 図る 。 
(※) 臨時 休業 期間 に お ける 学習 支援 コン テン ツ ポ ー タ ル サ イ ト (子供 の 学び 
応援 サイ ト ) 
https ://www. mext. go. jp/a_mehu/ikusei/gakusyushien/index_00001.htm 


(5) オン ライ ン で の 学び に 対す る 著作 権 要件 の 整理 

デジ タル の 資料 配布 を 原則 許諾 不要 ・ 補 償 金 と する 著作 権 法 の 一 
部 を 改正 する 法律 は 公布 日 (平成 30 年 5 月 25 日 ) か ら 3 年 以内 に 
施行 され る と な っ て いる と ころ 、 こ れ を 即時 に 施行 する と と も に 、 
令 和 3 年 度 か ら の 本 格 実 施 に 向け て 補償 金 負担 の 軽減 の た め の 必 
要 な 支援 に つい て 検討 する 。 


4. 公共 投資 の 早期 執行 等 


生産 性 向上 や 復旧 ・ 復 興 、 防 災 ・ 減 災 、 イ ン フ ラ 老 朽 化 対策 な どの 

国土 強 利 化 等 に 資す る 公共 投資 を 機動 的 に 推進 する 。 令 和 元 年 度 補正 
予算 や 臨時 ・ 特 別 の 措置 も 含め た 令 和 2 年 度 当初 予算 等 に つい て は 、 
上 半期 の 契約 率 目標 を 定め て 早期 執行 を 図る こと に より 、 景気 の 下 支 
え に 万 全 を 期す 。 
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V. 今後 へ の 備え 
感染 症 の 状況 や 経済 動向 を 踏ま え 、 必要 な 対策 を 忠 踏 な く 講 じ て い 


く た め の 十 二 分 の 備え を 整え る た め 、 こ れ ま で を 上 回 る 規模 の 「 新 型 
コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 予備 費 (仮称 )」 を 創設 する 。 
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緊急 経済 対策 の 規模 


(財政 支出 ) (事業 規模 ) 





1. 総合 経済 対策 9. 8 兆 円 19. 8 兆 円 
程度 程度 

IL. 緊急 対応 策 第 1 弾 ・ 第 2 弾 O. ちら 兆 円 2. 1 兆 円 
程度 程度 

下 . 新た な 追加 分 29. ク 兆 円 86. 4 兆 円 
程度 程度 

合計 39. 5 兆 円 108. 2 兆 円 


程度 程度 


( 注 1) 1. は 「 安 心 と 成長 の 未来 を 拓く 総合 経済 対策 」( 令 和 元 年 12 月 5 日 閣議 決定 ) の う 
ち 今後 効果 が 発現 する と 見 込ま れる も の を いう 。. 

( 注 2) エル. は 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 関す る 緊急 対応 策 」 の 第 1 弾 ( 令 和 2 年 2 月 13 
日 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 本 部 決定 ) 及び 第 2 弾 ( 令 和 2 年 3 月 10 日 新型 コロ 
ナウ イル ス 感 染 症 対策 本 部 決定 ) に 係る も の を いう 。 
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1 . 


IT. 雇用 の 維持 と 事業 の 継続 


下 . 次 の 段階 と し て の 官民 を 挙げ た 経済 活動 


IV. 強 規 な 経済 構造 の 構築 


V. 


の 回 復 


今後 へ の 備 


え 


(参考 1) 5 つの 柱 毎 の 内 訳 





感染 拡大 防止 策 と 医療 提供 体制 の 整備 及 
治療 薬 の 開発 
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(財政 支出 ) (事業 規模 ) 

2. ら 兆 円 2. 5 兆 円 

程度 程度 

22. O 兆 円 80. 0 兆 円 
程度 程度 

3. 3 兆 円 8. 5 兆 円 

程度 程度 

10. 2 兆 円 15. 7 兆 円 
程度 程度 

1. 5 兆 円 1. 5 ら 兆 円 

程度 程度 

39. 5 兆 円 108. 2 兆 円 
程度 程度 





(参考 2 ) 財政 支出 の 内 訳 





(財政 支出 ) | うち | うち 
| 国 ・ 地 方 の 歳出 ′ | 財政 投 融 資 」 
1 . 感染 拡大 防止 策 2. 5 兆 円 2. ら 兆 円 ー 
と 医療 提供 体制 程度 程度 
の 整備 及び 治 】 
薬 の 開発 
IL. 雇用 の 維持 と 事 22. O 兆 円 12. 2 兆 円 9. 7 兆 円 
業 の 継続 程度 程度 程度 
由 . 次 の 段階 と し て 3. 3 兆 円 2. 8 兆 円 O. 5 兆 円 
の 官民 を 挙げ た 程度 程度 程度 
経済 活動 の 回 復 
IV. 強 彰 な 経済 構造 10. 2 兆 円 8. 0 兆 円 2. 3 兆 円 
の 構築 程度 程度 程度 
V. 今後 へ の 備え 1. ちら 兆 円 1. 5 兆 円 ー 
程度 程度 
合計 39. 5 兆 円 27. O 兆 円 12. 5 兆 円 
程度 程度 程度 
( 注 1) ( 注 2) 


( 注 1) 国費 は 2 5. 0 兆 円 で あり 、 う ち 、 令 和 2 年 度 補正 予算 は 1 8. 6 兆 円 (一 般 会 計 
1 6. 7 兆 円 、 特 別 会 計 1. 9 兆 円 ) で ある 。 
( 注 2) 令 和 2 年 度 補 正 予 算 に お ける 追加 額 は 1 0. 1 兆 円 で ある 。 
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総合 経済 対策 の うち 今後 効果 が 発現 する と 見 込ま れる 主 な 施策 


IT. 雇用 の 維持 と 事業 の 継続 


中 小 企業 生産 性 革命 推進 事業 
被災 小 規模 事業 者 再建 事業 (持続 化 補助 金 ) 
地域 企業 再建 支援 事業 (自治 体 連携 型 補助 金 ) 
事業 承継 ・ 世 代 交 代 集 中 支援 事業 
最低 賃金 の 引上げ に 向け た 中 小 企業 ・ 小 規模 事業 者 へ の 支援 事業 
等 


四 . 次 の 段階 と し て の 官民 を 挙げ た 経済 活動 の 回 復 


「 マ イナ ポイ ント 」 を 活用 し た 消費 活性 化 策 
住宅 市 場 安定 化 対策 事業 (すま い 給 付 金 ) 
畜産 ・ 格 農 収 益 力 強 化 整 備 等 特別 対策 事業 
産地 生産 基盤 パワ ー ア ッ プ 事業 

スマ ー ト 農業 技術 の 開発 ・ 実 証 プ ロジ ェクト 
地方 創 生 拠点 整備 交付 金 

先導 的 人 材 マ ッ チ ング 事業 の 創設 

首都 圏 空港 の 機能 強化 


IV. 強 朝 な 経済 構造 の 構築 


RN バリ ュー チェ ー 

の 再編 等 の 海外 展開 支援 

革新 的 環境 イノ ベー ショ ン 戦 略 加速 プロ グラ ム 

世界 を 牽引 する イノ ベー ショ ン 確 立 の た め の 部 材 や 素材 の 社会 実装 ・ 普 
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及 展開 加速 化 事業 

海外 需要 創出 等 支援 ・ 輸 出 環境 整備 緊急 対策 事業 

グロ ー バ ル 産 地 づ くり 緊急 対策 事業 

ポス ト 5G 情 報 通 信 シ ステ ム 基 盤 強化 対策 

5 G 整 備 を 促進 する 金融 支援 
GIGA スク ー ル 構想 の 実現 

自然 災害 か ら の 復旧 ・ 復 興 の 加速 の た め の 公共 投資 
防災 ・ 減 災 、 国 土 強 副 化 の 強力 な 推進 の た め の 公共 投資 
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